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場合は、すべて姓のみの表記とし、原著刊行年は省略した。
４．脚註を採用した。「前掲書」、「前掲論文」等は、その節の中で文献が参照できるよう
にした。
５．引用部分は、「 」で示し、長文の場合は２字下げて表示した。
目 次
第１章 問題の所在と課題の明確化
第１節 研究の背景と問題の所在 ２
第２節 保育者養成における身体表現教育に関する研究の動向 17
第３節 研究の方法と内容構成 34
第２章 幼児教育における身体表現の位置付けと発達の理解
第１節 『幼稚園教育要領』における身体表現の取り扱いの変遷 41
第２節 幼児の身体表現に見られる題材と動きの関係 51
第３節 幼児の身体表現に見られるイメージと動きの関係 62
第３章 人との関わりから展開する即興的な身体表現の授業
第１節 身体表現の授業実践の概要 73
第２節 保育者として相応しい身体を養成する身体表現の実践 79
第３節 即興表現の授業実践と学びの特性 88
第４節 地域の障害児と交流する身体表現の実践 100
第５節 授業の学びと保育実践への有用性 111
第４章 研究の総括と今後の課題
第１節 幼児期の身体表現の充実に向けて 127
第２節 保育者養成における身体表現教育の可能性 131
第３節 身体表現の教育課程の深化 134
第４節 即興表現の意義と授業実践力の向上 139
引用文献 146
謝辞 154
- 1 -
第１章 問題の所在と課題の明確化
概 要
第１章では、現代の保育者や幼児を取り巻く状況を整理した上で、特に身体表現の領
域に着目して保育者養成の問題点を指摘し、課題を明確化した。また、本論の主題に関
連する先行研究を概観し、研究の目的、方法及び内容構成を示した。
第１節では、近年高まっている保育者養成への期待と現代的課題について述べた。ま
た、保育者の身体性の問題に触れ、保育現場が抱えている身体表現と保育実践の在り方
に関する問題を示した。以上を前提として、保育者養成における新しい表現教育の検討
の必要性について述べた。
第２節では、保育者養成における身体表現教育に関する研究の動向について概観した。
特に、筆者が授業実践の中核とする「即興」、近年保育学の領域で研究が推進されてい
る「身体」、授業研究の実践に迫るため「授業実践」、以上３つのキーワードに絞り込み、
関連する研究成果を取り上げて論述した。
第３節は、研究方法と内容構成に充て、頻出語に関して用語の説明と研究を推進する
上での倫理的配慮についても述べた。
(1)OECD(2006)：Stating Stronng Ⅱ； Early Childhood Education and Care．(星三和子・首藤美香子・大和洋
子・一見真理子/訳：『OECD 保育白書 人生の始まりこそ力強く；乳幼児期の教育とケア(ECEC)の国際比較』，
明石書店，2011 年．)
(2)文部科学省・厚生労働省：『幼稚園教育要領・保育所保育指針〈原本〉』，チャイルド本社，2008 年．
(3)文部科学省・厚生労働省：前掲書(2)．
(4)厚生労働省：『保育所保育指針解説書』，フレーベル館，2008 年．
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第１節 研究の背景と問題の所在
Ⅰ．保育者養成への期待と現代的課題
１．専門職としての保育者への期待
近年、乳幼児の保育の質を保証することは、世界的な関心事(OECD，2006)であり、そ
の担い手である保育者(幼稚園教諭及び保育士)には、多くの期待が寄せられている(1)。保
育者は、周知のように、資格や免許を保持しており、専門職として乳幼児に関わる仕事で
ある。『幼稚園教育要領』(2)においては、「教師は幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と
共によりよい教育環境を創造するように努めるものとする」とあり、専門的知識や技術に
基づく行為が幼児期の教育の記述の中に示されている。また、『保育所保育指針』(3)には、
「保育所における保育士は、児童福祉法第 18 条の４の規定を踏まえ、保育所の役割及び
機能が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられた専門的知識、技術及び判断をもっ
て、子どもを保育するとともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を行うもので
ある」と示されおり、人間形成の基盤を支える重要な仕事として位置付けられていること
が解る。
しかしながら、一方で未だに、保育の仕事を単なる託児や子守りと見なす風潮も根強く、
保育者の職務内容は十分に理解されているとは言えない。保育者の専門性として、『保育
所保育指針解説書』(4)では、以下の６つの事項が具体的に挙げられている。「①子どもの
発達に関する専門的知識を基に、子どもの育ちを見通し、その成長・発達を援助する技術、
②子どもの発達過程や意欲を踏まえ、子ども自らが生活していく力を細やかに助ける生活
援助の知識・技術、③保育所内外の空間や物的環境、様々な遊具や素材、自然環境や人的
第１章 第１節
(5)関口はつ江：「保育者の専門性と保育者養成(総説)」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，8-11 頁，日本保育学
会，2001 年．
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環境を生かし、保育の環境を構成していく技術、④子どもの経験や興味・関心を踏まえ、
様々な遊びを豊かに展開していくための知識・技術、⑤子ども同士の関わりや子どもと保
護者の関わりなどを見守り、その気持ちに寄り添いながら適宜必要な援助をしていく関係
構築の知識・技術、⑥保護者等への相談・援助に関する知識・技術」である。
これらの基本的な専門性は、具体的な保育実践の価値と子どもの育ちの事実を通して、
社会に理解を求めていく必要がある。近年、保育者の業務の範囲は、自園内のことに留ま
らず、地域の子育て支援等にも指導力を求められている。業務の範囲の多様化・拡大化に
より、上記以外にも専門性を見出せる部分も少なくない。関口はつ江(2001)は、「保育者
の専門性の問題は、知的(知識的)技術専門性から感性的専門性(気付く、表現する)へ、「知
っていること」と「いまここで、すること」の落差をどう埋めるかの問題へ、と展開して
きている」(5)と述べ、時代の推移と共に専門性の有り様も変化することを指摘している。
2014 年現在、我が国の保育に関わる制度的な改革が進行している。子ども・子育て関
連３法に基づく改革も実施に向けて準備されている。しかし、今後、施設の成り立ちや枠
組みが変わったとしても、幼稚園教諭、保育士、保育教諭と称される保育者の本質的な役
割や使命は変わることはない。少子社会の中で、大切な乳幼児の養護と教育を担う専門家
であり、より価値ある存在として注視されるであろう。
２．保育者養成の現状
保育者としての専門性の習得は、保育者養成機関における教育から始まる。我が国の保
育者養成は、４年制大学、短期大学、専門学校等で行われている。幼稚園教諭、保育士は
常に子どもの憧れの職業の上位を占めており、保育者養成の大学を志望する者は、保育者
になりたいという強い意志を持って、大学等に入学していた。しかし、昨今では、大学は
少子化による全入時代を迎え、多様な学生を受け入れるようになった。保育者養成機関に
在籍しているにもかかわらず、保育への情熱や保育者としての資質の低い学生も一部に見
受けられるようになってきている。
武田信子(2012)は、「教師教育実践への問い」という論文の中で、「かつては「大学の授
業でさほど学ばなくても」力のある学生が教員になったり、多少力が足りなくてもオンザ
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(6)武田信子：「教師教育実践への問い―教師教育者の専門性開発促進のために―」，『日本教師教育学会年
報』第 21 号，8-18 頁，日本教師教育学会，2012 年．
(7)出典は、以下の文献による。小川博久：『保育者養成論』，198 頁，萌文書林，2013 年．
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第１章 第１節
ジョブトレーニングで鍛えられたりして、一人前の教員になることができた」(6)と述べる。
しかし、現代の学生の気質から、「対人コミュニケーション力も基礎学力もいま一つと言
われる全入時代の大学生が、就職後に学問の深さや理論と実践の統合の必要性を実感し、
それらを体得する機会をもつ保証はない」と危惧する。教師として潜在的に力量のある学
生が、養成機関での学びにそれほど重点を置かなくても、就職してから早急に実践力を身
に付けることができた時代と現代の状況を同様に語ることはできない。以上は、教員養成
の枠組みの中で意見として述べられているが、保育者養成においても等しく危機感を持ち、
現代の養成教育の使命や責任を重く受け止める必要がある。
具体的に教育課程を見てみよう。我が国では、保育専門職としての免許・資格は、現在
のところ、行政官庁の相違により幼稚園教員免許と保育士資格に二元化されている。保育
者志望のほとんどの学生は、２つの免許・資格の取得を希望するため、多くの保育者養成
機関の教育課程は、両方とも卒業時に同時取得できるように構成される。２つの免許・資
格には、似通った科目も多く存在するため、複雑な読み替えを行う等して、各養成機関は
対応しているが、結果として、教育課程としては、非常に煩雑で分かりにくい等の問題が
指摘されている。また、文部科学省によるシラバス指導等を踏まえた上ではあるが、各科
目で教える内容は、概ね担当する教員に任されており、その質的な相違は、明らかではな
い。幼稚園教諭免許状・保育士資格取得のための基本科目単位表は、表１の通りである(7)。
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第１章 第１節
表１. 幼稚園教諭免許状取得のための
基本科目単位表
教職に関する科目（一種）
〔幼稚園教諭〕
免許法施行規則に定める科目区分等
科目 各科目に含める必要事項
最低習得
単位数
教職の意義等に関
する科目
保育者論、教育原
理
・教職の意義及び教員の役
割
・教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を含
む）
・進路選択に資する各種機
会の提供等
2
教育の基礎理論に
関する科目
発達心理学（保育
の心理学）
・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想
・教育に関する社会的制度
または経営的事項
6・幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児、児童
及び生徒の心身の発達及
び学習の過程を含む）
カリキュラム論、
保育内容総論
教育課程及び指導
法に関する科目
幼児教育指導法
・教育課程の意義及び編成
の方法
18
・保育内容の指導法（５領
域指導法）健康、環境、
言葉、人間関係、表現
・教育方法及び技術（情報
機器及び教材の活用を含
む）
生徒指導、教育相
談及び進路指導に
関する科目
・幼児理解の理論及び方法
2・教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む）の理論及び方法
教職実践演習 2
教育実習 5
表２．保育士資格取得のための
基本科目単位表
　
〔保育士〕
告示別表第１による教科目
系列 教科目 授業形態 単位数
保
育
の
本
質
・目
的
に
関
す
る
科
目
保育原理 講義 2
教育原理 講義 2
児童家庭福祉 講義 2
社会福祉 講義 2
相談援助 演習 1
社会的養護 講義 2
保育者論 講義 2
保
育
の
対
象
の
理
解
に
関
す
る
科
目
保育の心理学Ⅰ 講義 2
保育の心理学Ⅱ 演習 1
子どもの保健Ⅰ 講義 4
子どもの保健Ⅱ 演習 1
子どもの食と栄養 演習 2
家庭支援論 講義 2
保
育
の内
容
・方
法
に
関
す
る
科
目
保育課程論 講義 2
保育内容総論 演習 1
保育内容演習　
（健康、環境、言葉、　
人間関係、表現）
演習 5
乳児保育 演習 2
障害児保育 演習 2
社会的養護内容 演習 1
保育相談支援 演習 1
保育の
表現
技術
保育の表現技術
（音楽、造形、身
体、言語）
演習 4
保育実習
保育実習Ⅰ 実習 4
保育実習指導Ⅰ 演習 2
総合演習 保育実践演習 演習 2
(8)小川：前掲書(7)．
(9)文部科学省・厚生労働省：前掲書(2)．
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小川博久(2013)は、現在の保育者養成の教育課程の問題として、以上に述べた煩雑さに
加えて、学問研究方法論の確立の遅れが教育課程に影響を及ぼしていると言う。また、未
分化である幼児期の発達を全体性と経験から捉える側面と、発達を促すために分化的であ
る側面との両義的悩みを抱えている、等の点を指摘している(8)。近い将来に本格的な幼保
一元化の時代の到来を控えている現在、保育者養成の在り方については、早急に再考が必
要である。全国の保育者養成機関には、多くの保育者志望の学生が在籍しており、各機関
の特性に合わせた様々な工夫の上に、現在の教育課程が運用されている。教育課程の改革
には、十分な議論が必要であり容易ではない。まずは、養成教育の授業を担う実践者レベ
ルにおいて、科目単位の内容の見直しや検討から始めるべきであろう。
３．保育者養成における身体表現教育
本論で主題とする表現教育(主として身体表現)は、幼稚園教諭養成としては「保育内容
の指導法(５領域指導法)」、保育士養成としては「保育内容演習(健康、環境、言葉、人
間関係、表現)」あるいは「保育の表現技術(音楽、造形、身体、言語)」で教授される。
保育の内容は、周知のとおり、「健康」「環境」「言葉」「人間関係」「表現」の５つの領域
で示されている。「表現」領域は、『幼稚園教育要領』(9)によれば、「感じたことや考えた
ことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊か
にする」という特性を持っている。
「保育内容の指導法」や「保育内容演習」では、「表現」領域の授業内容として、身体
表現を必ず組み込まねばならないという縛りはない。そのため、各養成機関の教育課程の
理念や方向性により、身体表現にあまり触れることなく、音楽や造形を中心にした表現教
育を行う場合もある。
幼稚園・保育所における幼児の遊びの主たる内容は、表現的な活動であり、学生が表現
の授業で学んだことは保育実践の核となり得る。新任の保育者の実践には、養成期の学び
が強く反映されると考えてもよい。身体や動きによる表現は、言葉が未熟な乳幼児にとっ
て、最も始原的な表現の方法であり、表現教育の基盤に位置付けられる。養成期に授業で
身体表現について触れて学びを深めた学生と、そうでない学生の違いは大きい。
(10)小林美実：「幼児の表現、その考え方と教育法」，『保育学研究』第 40 巻第１号，104-113 頁，日本保育学
会，2002 年．
(11)正高信男：『子どもはことばをからだで覚える』，中公新書，2001 年．
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小林美実(2002)は、保育者志望の学生には、技術や理論の習得の前に、「心が強く揺さ
ぶられて、はじめて本気で「感動した」と発語する等、心の中に起きていることと、外へ
表すことの繋がりを、実感することでわからせる」(10)ような原初的な表現の体験が必要で
あると述べる。そのための授業の内容として、「心を開放する」そして「自分の体を知り、
体を開放する」ことを提案している。具体的には、２人組で粘土と彫刻家になり、相手の
身体に触れて形を作る等、身体や動きによる基礎的な身体表現のレッスンを挙げている。
保育者養成における身体表現の教育内容は、授業担当教員の専門性により、実に様々な
授業実践が行われている。具体的には、舞踊的に展開するもの、演劇的に展開するもの、
リトミック(rithmique)のように音楽的に展開するもの等、が挙げられる。これらは、学会
における口頭発表やポスター発表等でも、授業実践として多く報告されている。報告では、
実践者の授業の工夫や方法論を広く提示され、学生の学びや授業の在り方を検討する材料
としては、非常に価値がある。しかし、そこからさらに実践の検証が十分に行われ、研究
論文にまとめられているものは少ない。幼児教育・保育に「表現」領域が位置付けられて 25
年が経過し、保育現場には「表現」領域の名称は浸透したが、養成教育で保育者として「何
を」「どのように」身に付けさせるのかについては、未だ議論を深める必要がある。
Ⅱ．子どもの身体表現と保育実践
１．現代の子どもの身体性
子どもの身体や動きという側面から、子どもを捉えていくことの重要性は、従来より特
に発達心理、身体運動や健康などの領域で多く論じられている。最近の発達心理学の研究
では、言葉の習得と身体や動きとの密接な関連性等について、興味深い報告を得ている。
正高信男(2001)は、新生児が笑う際の声の出し方やその様子を詳細に観察して、笑いと足
や手の動きが同期しており、それらが発話訓練に繋がることを示唆している(11)。また、「行
く」と「来る」の違いを子どもに判別させる実験では、子どもの身体の動きが「行く」「来
る」の移動の意味に一致した表出をなしていることを発見した。正高によれば、「言葉の
習得とは、子どもにとって身体全体を巻き込んでなされる営み」であり、「どのようなこ
(12)山口創：『愛撫・人の心に触れる力』，日本放送出版協会，2003 年．
(13)Field,T.(2001)：Touch，Massachusetts Institute of Technology．(佐久間徹/監訳：『タッチ』，二瓶社，2008
年．)
(14)文部科学省：「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方について―子どもの最善
の利益のための幼児教育を考える(答申)」，中央教育審議会，http://www.mext.go.jp/b-menu/shingi/chukyo/c(閲覧
2014/06/16)，2005 年．
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とばでさえ、実際には「からだ的思考」の介在なしには習得不可能」であると言う。
また、子どもは家族との身体的な触れ合いを通して、心身の安定を得ることは、よく周
知されている。身体心理学の視点で論考を展開している山口創(2003)は、親子のスキンシ
ップ不足が子どもにどのような影響を与えるかについて、調査を行っている。その結果と
して、スキンシップ不足の子どもは、よく泣き、かんしゃくを起こす等、情緒が不安定で
あると述べる。また、視線を合わせず「いないいないばあ」等を喜ばないという身体レベ
ルでの応答も乏しい、と報告している(12)。山口は、スキンシップ不足は「大人しいが情緒
不安定な子ども「サイレント・ベビー」を作り上げている」と、身体的な触れ合いの乏し
さによる子どもへの影響を非常に憂慮している。最近では、自然な触れ合いだけでなく、
「タッチケア」等、意図的・能動的に子どもに触れる方法も開発・研究されている。医学
者の T.Field(2001)は、乳児へのマッサージの効果を検証しており、マッサージを施した
乳児とそうでない乳児を比較した場合、明らかに前者の乳児の方が発育が良いことを報告
している(13)。
以上のことから、子どもの全人的な発達や学びの過程を考える際に、身体的側面からの
アプローチは、不可欠であるということが理解できる。しかしながら、現代の子どもは、
インターネットや携帯電話、ゲーム機などの急激な普及により、保護者世代が送った子ど
も時代とは全く違った環境の中で生きている(14)。身体的なコミュニケーションを伴う遊び
をあまり経験していないため、正常な身体感覚を身に付けていない、あるいは身体の在り
様そのものに問題が生じているという識者の指摘も少なくない。
体育社会学の杉本厚夫(2012)は、自らの研究と実践を通して、現代の子どもの遊びと身
体の在り様に警鐘を鳴らしている。例えば、「ブランコがこげない」子どもが増えている
現状について、身体全体を使った外遊びをしなくなったがために、遊具と身体の関係がう
まく作れない、自分の身体が制御できない、自分の身体に対する意識や感覚が未発達であ
る、等の分析を行っている。またこれらを受けて、身体を使った遊びの価値や必要性を強
(15)杉本厚夫：『「かくれんぼ」ができない子どもたち』，ミネルヴァ書房，2012 年．
(16)佐藤学：『身体のダイアローグ』，太郎次郎社，2002 年．
(17)小林美実：前掲論文(10)，104-113 頁．
(18)大場牧夫：「表現の発達と自発性」，大場牧夫・高杉自子・森上史朗/編『幼稚園教育要領解説』，131 頁，
フレーベル館，1989 年．
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く述べている(15)。現代では、先述したように社会環境の変化により、子どもが放課後や土
日等の余暇の時間に、身体を使った遊びを存分に経験することは大変難しくなっている。
幼稚園・保育所における保育内容として、また小学校における教科内容として、自分の身
体と向き合ったり、仲間と身体を使う遊びをしたりすることを位置付けてく必要があるだ
ろう。佐藤学(2002)は、情報産業の隆盛により、身体の実感を伴わない生活を送る子ども
の現況を踏まえて、「教育で、「もう一度、身体に戻ろう」というしかない」、また「身体
の技以外、つまりからだで覚えたこと以外は、なんの知識でも知恵でもない」と教育の場
を活用して、身体性の復権を行うことを強く求めている(16)。
２．幼児の身体表現の特徴と発達過程
ここでは、特に幼児期の表現について、本論の主題である身体や動きの表現を中心に、
その特徴と発達を見てみよう。「表現の基本は「からだで表す」ことである」(17)と小林も
述べているように、幼児は全身で自身の感情やイメージを表す。言葉が未発達な幼児期に
おいて、身体表現の持つ意味は大きい。幼児の身体表現の特徴として特に注目すべき点は、
模倣や変身である。幼児は、身近な事物のイメージを捉えて容易にそのものになりきるこ
とができる。幼児が遊びの中で鳥になったり、車になったりする様子は、どこの幼稚園・
保育所でも見られ、このような模倣・変身遊びは、幼児の遊びの主要な部分を占めている
と言える。
しかし、以上のようなイメージを伴う表現活動に関する研究は、造形表現などの分野と
比べ、研究の遅れが指摘されている。この点について大場牧夫(1989)は、「表現していく
喜びなどが、どこから生まれ、どう変化し、どう育つかというおさえが非常に欠落してお
り、「やればできる」という発想で指導されてきた」(18)と述べている。幼児教育において
は、1989 年の『幼稚園教育要領』より、これまでの発表会に向けての保育や成果主義の
反省から、領域の名称や考え方を一新して、「表現」という新しい領域が設けられ、現在
に至っている。成果よりも、幼児一人一人の創造性の芽生えや創造する過程を大切にする
方向性をもつ。
(19)西洋子・本山益子：「幼児期の身体表現の特性Ⅰ」，『保育学研究』第 36 巻第 2 号，25-37 頁，日本保育学
会，1998 年．
(20)文部科学省・厚生労働省：前掲書(2)．
(21)本山益子：「子どもの身体表現の特性と発達」，西洋子・本山益子・鈴木裕子・吉川京子『子ども・から
だ・表現―豊かな保育内容のための理論と演習―』，13-21 頁，市村出版，2003 年．
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幼児は、身体の発育に伴い、様々な運動能力を獲得する。運動能力と深くかかわる身体
表現も、加齢に伴い素朴な模倣的表現から次第に創造的なものへと発展する。しかし、近
年の幼児の身体表現の研究では、幼児にあるテーマを与えて自由に身体表現を行わせた場
合、幼児はかなり高い確率で社会化の過程で獲得した｢定型的な表現」(19)を行うという報
告を得ている(西洋子・本山益子，1998)。「定型的な表現」とは、例えば「花」というテー
マであれば手指で花が開くような一般化した動きをすることを言う。
幼児は、加齢により、運動能力や身体表現に必要なイメージを想起したり共有したりす
る力を確実に身に付けていくが、同時に様々な様式化した動きも獲得していく。そのため、
身体表現活動を行っても、創造性の乏しい表現で充足してしまうことが少なくない。幼児
の身体表現は、単純に運動発達に比例するものではなく、より複雑な表現へ発展する場合
もあるが、様式化した表現で停滞してしまう場合もある。創造的な表現に導くためには、
保育者の理解と援助の工夫が非常に重要である。このような身体表現の発達については、
近年、研究が積み重ねられつつあり、研究成果の実践への活用が期待される。以上につい
ては、次節の先行研究概観でも触れる。
３．保育実践における身体表現の「自分なりの表現」と保育者の援助
1989 年に『幼稚園教育要領』が大きく改訂されて以来、表現領域においては、大人が
用意した既製のものを正確に再現することよりも、幼児自身の自発性や創造性を大切しな
がら表現の援助を行う方向性が打ち出された。それを的確に表しているのは『幼稚園教育
要領』の中に示された「自分なりの表現」(20)という言葉である。この言葉は、1989 年以
降、２度の改訂を経た現在も変わらず、重要なキーワードとして継承されている。幼児期
には、様々な表現活動が見られるが、身体表現活動において「自分なりの表現」とは、ど
のような表現であろうか。
本山益子(2003)は、身体表現を「あらわれ」と「あらわし」に分けて考察し、「自分な
りの表現」への道筋を示唆している(21)。本山によれば、「あらわれ」とは「自分で意識せ
(22)名須川知子・國光みどり：「身体表現活動の発達と表現」，名須川知子・髙橋敏之/編『保育内容「表現」
論』，111-125 頁，ミネルヴァ書房，2006 年．
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ずともその人の状態を「まるごとのからだ」が物語ってしまうこと」で、「あらわし」と
は「意図的に声や表情や動きを工夫して表現すること」である。幼児がごっこ遊び等の創
造的な「あらわし」を行う際には、 動きの背景に「意図的にしたい何か(心の動き)があ
る」と言う。そして、「「あらわし」と「あらわれ」を行ったり来たりしながら、自分な
りの表現を獲得」すると述べている。
それでは、保育者は、以上のような幼児の表現の創造過程に、どのように対処すると良
いのだろうか。「あらわれ」と「あらわし」の境目は明確でなく、意図的でない部分も含
めて、幼児が身体で表現しようとするものを、保育者は見極めて、「自分なりの表現」に
向かう援助をしなければならない。幼児の身体表現は、造形表現のように創造の過程が可
視化され、痕跡を残したりはしない。幼児の身体表現による動きは、瞬時に消え去ること
も多く、同じように再現することは不可能である。ここに、身体表現の援助の難しさがあ
り、従来より他の表現と比較して保育実践の困難さが指摘される所以である。
また、名須川知子・國光みどり(2006)は、表現とイメージの結び付きについて、「子ど
もの表現は心のなかのイメージを操ることからはじまる」と述べ、このようなイメージ形
成を支えるためには、「子どもの時々の感情を鋭敏に認識しながら、柔軟に環境を構成す
る」ことが重要であると述べる。さらに、「内在する意識や、感性の育ちをいかに受け止
め様々な身体表現活動の表出を援助するかは、保育者自身の感性による」(22)と言う。保育
実践の中で、幼児の身体表現の力を育成していくためには、環境構成等の保育技術のみな
らず、保育者自身が豊かな精神性と自らの身体そのもので、鋭敏な感性を保持することも
求められる。幼児を「自分なりの表現」へ導くためには、保育者として高い資質・専門性
を要求されることが分かる。このように、保育者の身体性を軸にして、幼児の表現を受け
止め、引き出すための保育者の在り方を模索する議論が始められている。
Ⅲ．保育者養成における新しい表現教育
１．保育における身体への着目
我々は、普段の日常生活の中で、自分自身の身体のことを意識して考えることはほとん
(23)鯨岡峻：『原初的コミュニケーションの諸相』，ミネルヴァ書房，1997 年．
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どない。身体は、あまりにも自分と一体化していて、健康であればその存在自体を忘れる
ほどである。身体が不調になって、改めて身体のことを見直したり考え直したりする。し
かし、保育に携わる者は、身体のことに無関心であってはならない。保育の現場では、幼
児の身体を抱く、頭を撫でる等、保育者と幼児が身体的に触れ合うことは頻繁にある。幼
稚園や保育所で、保育者に抱きしめられた身体感覚を懐かしく思い出す者も少なくないだ
ろう。幼児は、身体で実に様々なことを表現しており、身体ごと関わってくる。保育者に
は、そのような幼児の存在をまるごと受け止められるような豊かな身体性が必要である。
幼児は、身体的なコミュニケーションで多くのことを物語っている。日々の保育の中で、
幼児の身体が表出する多様な物語を読み取れているだろうか。
例えば、自分の近くで幼児が急に転んだときの対応を考えてみよう。幼児に「大丈夫？」
と言葉を掛けるだけで、身体が反応しない場合は注意が必要である。「大丈夫？」と言葉
を掛ける前に、まず駆け寄って幼児を抱き上げる。あるいは、「大丈夫？」という言葉掛
けと共に幼児を抱き起こす、そのような動きが円滑に自然にできるであろうか。身体的な
コミュニケーション力が高いと、先ず身体が反応する。身体全体が感知器のように反応し
て、幼児の発信する事柄を敏感に感受する。身体と心を一体的に受け止めてくれる保育者
の元では、幼児もありのままの自分を表出することができ、安心して身体を委ねられる。
しかし、豊かな身体性、あるいは身体的なコミュニケーション力の高い身体、が重要で
あるということは理解できても、簡単にそのような身体が獲得できるわけではない。鯨岡
峻(1997)は、幼児と保育者(あるいは養育者)との間のコミュニケーションを独自の視点で
研究する中で、「子どものことが分からない」とか「子どものことが見えない」と訴える
保育者が多く、そのほとんどが「生きた身体になっていない」と述べている。さらに、幼
児と真摯に関わりながらも、生き生きとした身体と身体のやりとりを実感することができ
ないと感じ、悩む保育者が多いと指摘している(23)。
２．保育者志望学生と身体表現
保育に自信が持てない要因は様々にあると考えられるが、実践に不安がある場合は、一
度、身体のレベルで自分の実践を振り返ったり、幼児とのやりとりを見直したりすること
も重要である。身体的なコミュニケーション力の高い生き生きした身体を実感する、そし
(24)西洋子：「保育者と身体性」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，12-19 頁，日本保育学会，2001 年．
(25)本山益子：前掲書(21)，13-21 頁．
(26)小川博久：前掲書(7)．
(27)文部科学省：「幼稚園教員の資質向上について―自ら学ぶ幼稚園教員のために―」，幼稚園教員資質向上
に関する調査研究協力者会議報告書，http://www.mext.go.jp/b-menu/shingi/chousa/s(閲覧 2014/06/16），2002 年．
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てさらに保育の質を高めていくためには、幼児の身体や心の動きに丁寧に関わりながら、
日々の保育を実践していくことが肝要である。その積み重ねの中で、身体の在り様に向き
合う機会が必要である。それに加えて、自分自身の動きを開発する豊かな身体の経験を持
つことも大切である。まずは、固く閉じた身体を動かしてみる。自らの身体から発信する
ような創造的な経験が、別の豊かな視点を提示する。身体を媒体とする身体表現の経験は、
自らの創造性、感性、身体や動きの表現力を磨くばかりでなく、身体への気付きを促し、
身体的なコミュニケーション力を高める可能性がある。最近では、現職保育者が身体表現
のワークショップを受講することで、様々な気付きを得ながら保育者として成長を遂げて
いく研究が、西洋子(2001)によって報告されている(24)。
保育者志望の学生は、身体表現についてどのように捉えているのであろうか。本山によ
る保育者志望の学生への調査では、「身体表現は保育にとって重要だと思うけれど、好き
だと積極的に言えず得意でもない」(25)という学生の意識が報告されている。身体表現に対
して、重要性は理解していても、自信がなく非常に消極的な学生の姿が捉えられる。保育
者養成の身体表現の授業では、援助の内容や方法論を知識として学ぶだけではなく、実際
に動いて経験することが重要である。実際に動いてみることで、普段の生活では味わえな
い生の身体の実感を得ることが期待できる。さらに昨今の学生に対しては、楽しみながら
主体的・能動的に取り組めるような教育内容を考えていく必要もあるだろう。小川もまた、
「保育者を目指す若い世代の成育歴の中に子育てや子どもの文化に対する既有経験のな
さ」(26)を指摘している。そのような現況に対処する策として、植物栽培や農業体験、自然
物の加工・物作り、料理、等の体験プログラムと共に、「総合的体験としての演劇的知」
の必要性を挙げている。保育者養成に必要な学びを、身体論的視点から提案しており独自
性があるが、小川自身「演劇的知」については、未だ研究途中であると述べており、さら
なる検討が求められる。
保育という学際的な領域では、あらゆる体験学習に意味があると考えられ、多様な学外
活動や実習以外で幼児に触れ合う機会を持つように、幼稚園・保育所との連携等も以前か
ら推奨されている(27)。しかし、これらの学外活動にも限界がある。保育現場との円滑な連
(28)村田芳子：「我々の時代にとって舞踊とは何か」，舞踊教育研究会/編『舞踊学講義』，12-21 頁，大修館書
店，1991 年．
(29)20 世紀半ばから、即興演劇(improvisation)はインプロ(impro, improv)と呼ばれるようになった。インプロ
の創始者としては、K.Jonston 等が挙げられる。 Jonston, K.(2006)：Impro：Improvisation and the Theatre，Faber
and Faber．(三輪えり花/訳：『インプロ―自由自在な行動表現』，而立書房，2012 年．)
(30)平田オリザ：『わかりあえないことから―コミュニケーション能力とは何か』，134 頁，講談社現代新書，
2012 年．
(31)文部省：『小学校学習指導要領解説・体育編』，東山書房，1999 年．
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携を構築しながら、普段の授業(特に実技を伴う授業)においても、その体験の質を向上さ
せる努力が必要であろう。本論では、身体表現の授業において、自身の身体と向き合い、
生き生きとした身体を実感するために、人と関わり合う形式の自由で即興的な身体表現を
提案する。自身の身体の在り様が、人と関わり合うことで鮮明になり、今後の様々な学び
に向かう基盤になる。これらは、舞踊教育では「即興表現」(28)と呼ばれ、演劇教育では「イ
ンプロ」(29)と呼ばれる手法であるが、保育者養成教育の中では未だ十分に活用されている
とは言えない。
近年、実際に専門職養成教育において、自己の身体を通して他者とコミュニケーション
を図る演劇や身体表現の授業が試行されている。例えば、平田オリザ(2012)は、大学で医
師や看護師を目指す学生に演劇によるコミュニケーション教育を実践している。平田の著
作によれば、この実践の最終段階では、学生自身で劇の創作・発表を行う。看護師を目指
す学生が、癌告知を主題に作品創作した事例では、癌に罹患したことを家族に「言い出せ
ない」という部分を特に焦点化していたことが紹介されている。平田は、このような気持
ちの揺れを実感することが、対人援助職には非常に重要であり、「演劇やダンス、あるい
はデザインなどを実践経験することで、「対話」の前提となるような身体のセンスを身に
つけさせようとしている」(30)と述べている。このような身体を基軸とする表現教育には、
現代の保育者に必要な資質を養成する手掛かりがあると考えられる。
３．即興表現の授業実践の現状
1999 年に「即興」という言葉が我が国の学校教育に正式に位置付けられて以来(31)、即
興表現を主題とした研究は数多く見られる。特に舞踊教育の研究者により、指導法等を中
心とする実証的研究が積極的に進められている。本論に関連する大学の授業実践に限定す
ると、数は少なくなるが、主要なものとしては、相馬秀美・細川江利子(2006）による「幼
小体育実技：表現」(幼稚園教諭・小学校教諭免許取得必修科目)にコンタクト・インプロ
(32)以下の文献によれば、コンタクト・インプロヴィゼーションは、1972 年にアメリカ合衆国の舞踊家によ
って考案された対話形式のダンスである。Novack,C.J.(1990)：Sharing the Dance：Contact Improvisation and
American Culture，The University of Wisconsin Press．(立木燁子・菊池淳子/訳：『コンタクト・インプロヴィ
ゼーション―交感する身体』，フィルムアート社，2000 年．)
(33)相馬秀美・細川江利子：「コンタクト・インプロヴィゼーションを導入した表現の実践授業に関する研
究」，『埼玉大学紀要 教育学部(教育科学)』第 55 巻第 2 号，1-15 頁，埼玉大学教育学部，2006 年．
(34)中野優子・岡田猛：「即興表現を中心としたダンス授業実践とその効果」，『舞踊学』第 35 巻，53-64 頁，
舞踊学会，2012 年．
(35)高尾隆：「インプロ教育―即興演劇で創造性を育成できるのか」，ミネルヴァ書房，2010 年．
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ヴィゼーション(contact improvisation)(32)を導入した研究等が挙げられる(33)。この研究では、
コンタクト・インプロヴィゼーションの効果や課題を、身体やコミュニケーションの技術
に着目して明らかにしている。教員養成において積極的に新しいダンス技法を取り入れた
実践事例を取り上げて、その効果や課題の整理を試みている点が意義深い。
また、専門職養成ではないが、大学の教養教育において、著名な舞踊家が即興表現の授
業を行い、その効果を報告した中野優子・岡田猛(2012)の研究がある(34)。専門課程におい
ても即興表現を学ぶ機会のない学生にとって「創造性を涵養する基礎的な教養教育の重要
な機会」であると位置付け、授業を受講した学生の心理的変容を詳細に分析・報告してい
る。
その他、近接領域である演劇では、大学生を対象とした高尾隆(2010)の即興演劇の授業
実践研究がある(35)。この研究は、即興演劇を体験することで創造性を育成できるかという
点を研究の主題としている。毎回の授業の様子は、詳細な事例として記述されており、学
生と講師の緻密なやりとりが分析されている。それらの分析データを踏まえて、即興演劇
と創造性との関連が多面的に考察されている。
以上のように大学の教養教育あるいは基礎教育として、即興表現の授業が行われ、また
その研究により学生の新たな能力の開発に資する可能性も示唆されていることは、非常に
価値がある。しかし、本論で追究する問題は、専門職養成に関連する授業実践であり、特
に保育者を目指す学生に有益な授業内容・方法である。これらは、また違う枠組みで研究
を進める必要があろう。先述したように保育者養成における身体表現の授業は、各大学の
教育課程の構成あるいは担当教員の専門性により様々に行われているのが実情である。実
践の研究は、学会発表等では多く見られるが、研究論文としてまとめられているものは未
だ少なく、その在り方については十分な議論を要する。保育者養成の身体表現の授業を対
象とした研究としては、西洋子・野口晴子(2005)による「共振」という身体的な感覚の実
(36)西洋子・野口晴子：「保育者としての身体的感性を育てる教育―授業での身体表現の体験による共振の形
成とその段階的変化―」，『保育学研究』第 43 巻第 2 号，42-51 頁，日本保育学会，2005 年．
(37)本多峰和：「オルフの教育理念に基づいた音楽表現の授業実践―大学生を対象とした質問紙調査による自
由記述の分析―」，『名古屋女子大学紀要』人文・社会編第 61 号，237-248 頁，名古屋女子大学，2015 年．
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感に着目した研究が報告されている(36)。この研究は、保育者養成の身体表現の授業を対象
とした先駆的な研究として重要である。また、本多峰和(2015)は、保育者養成において
C.Orff の教育理念に基づく「リズム」「楽器」「動き」等を主題にした音楽表現の授業を行
い、その中で即興表現も試みている(37)。ドイツの作曲家 Orff は、舞踊への造詣が深く、
著名な舞踊家とも親交があった。その音楽と舞踊が領域を越えて交錯・融合する方法論は、
幼児教育における表現の総合性の考え方と一致する。非常に斬新で先見性があり、我々の
考える一般的な音楽教育の概念を転換させられる。Orff の方法論に基づく教育実践は、保
育者養成の表現教育の質を高めるものと考えられるが、理念を理解した指導者の育成に課
題があるであろう。本論では、数は少ないが、これらの貴重な知見を踏まえて、様々な角
度から身体表現教育の在り方を研究し議論を深める。研究の動向については、次節で引き
続き詳述する。
(1)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子・髙橋敏之：「保育者養成における身体表現教育に関す
る研究の動向と課題」，『教育実践学論集』第 15 号，79-87 頁，兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科，2014
年．
(2)文部科学省・厚生労働省：『平成 20 年告示幼稚園教育要領・保育所保育指針〈原本〉』，チャイルド本社，
2008 年．（『保育所保育指針』は『幼稚園教育要領』に準じて改定を行っているため，本論では主に『幼稚園
教育要領』を考察の対象として使用した。）
(3)小林美実：「幼児の表現、その考え方と教育法」，『保育学研究』第 41 巻第 1 号，109-112 頁，日本保育学
会，2002 年．
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の動向
Ⅰ．保育者養成と新しい身体表現教育
本節では、保育者養成における身体表現教育に関する研究の動向を整理し、実践及び研
究上の課題を明らかにする(1)。『幼稚園教育要領』に「表現」領域が位置付けられて 25 年
が経過し、「表現」領域という名称とその提示する方向性は、保育現場に十分に浸透した
と言えよう。改訂においても大幅な変更はないが、制定から四半世紀という節目を迎えて、
表現の原点を見直すような動きも見られる。2008(平成 20)年の改訂において新たに加え
られた内容は、「感じる」ことや仲間の表現に「触れる」こと、また過程重視の考え方、
等である(2)。このことは、身体の機能の一部である感覚という原初的なものが表現の起点
にあることや、表現を通して他者と交流することに喜びや学びがあることを改めて我々に
想起させる。
保育者養成の表現教育においても、自己の身体に気付く、あるいは身体を通して他者と
コミュニケーションをする演劇や身体表現の基礎的なレッスンの価値が認められ、次第に
授業の中に取り入れられ始めている(3)。筆者は、自由・即興・交流を主たる内容とした身
体表現の授業実践について、その教育的価値を検証する研究を行い、身体表現の授業を通
して保育者として相応しい身体や動きを獲得することの重要性等、保育者養成の身体表現
教育に関する幾つかの知見を見出している。以上の研究成果は、複数の学問領域に関わる
研究であり、さらに研究を推進するためには保育学を中心に、舞踊学、哲学、芸術学、教
第１章 第２節
(4)文部省：『学校体育指導要綱』，1947 年．http://www.nier.go.jp/guideline/s22ejp/ 全文は以上の URL に掲載され
たものを参照した(閲覧 2013/5/13)。
(5)松本千代栄：「現行の学校ダンスはこれでよいのか」，『学校体育』第 18 巻第 11 号，40-45 頁，日本体育社，
1965 年．
(6)松本千代栄：「学校体育におけるダンス表現運動の指導はいかにあるべきか」，『体育科教育学研究』，11-20
頁，日本体育科教育学会，1984 年．
(7)寺山由美：「創作を主とする舞踊教育の生成過程」，『舞踊教育学研究』第 12 号，5-18 頁，日本教育大学協
会全国保健体育・保健研究部門舞踊研究会，2010 年．
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育学等、幅広い研究を概観した上で課題を整理する必要がある。また、視点によって様々
な角度から論じることが可能であるが、本節では特に、筆者が授業実践の中核とする「即
興」、近年保育学の領域で研究が推進されている「身体」、授業研究の実際に迫るため「授
業実践(保育者養成・特に身体表現)」という３つのキーワードに絞り込み、関連する研究
成果を取り上げて論述する。
Ⅱ．舞踊教育・保育における即興性への着目
１．舞踊教育における即興表現とその研究動向
我が国の学校における舞踊教育は、大正から昭和にかけて「遊戯」から「ダンス」へと
変遷する。そして、「ダンス」という名称が最初に登場した『学校体育指導要綱』(1947
年)以来、ダンス授業では創作を主たる活動として児童・生徒を指導することとなった(4)。
長年、我が国の舞踊教育を牽引した研究者である松本千代栄(1965)は、このことについて
「教材を教える指導から創作を引き出す学習としてのダンスの転換」(5)、また「学校ダン
ス(表現)は、“つくられた教材を教えるもの”という長い伝統から離れて、“つくらせる
ために教えるもの”という新しい方向に向かった」(6)と述べている。
『学校体育指導要綱』で示された事項は、日本の舞踊教育にとって非常に重要な起点で
あった。しかしながら、創作への転換は突然に為されたものではなく、その萌芽は昭和初
期に遡る。寺山由美(2010)の舞踊教育の創生過程に関する研究によれば、昭和初期の舞踊
指導者の著書等から、既成作品を「与える」指導から学習者に創作する余地を与えて学習
者から「引き出す」という学習を展開していることが報告されている(7)。このように日本
の舞踊教育は、長い実践の積み重ねを経て、創作を主とする内容に到達し、近年は「リズ
ムダンス」等の新しい内容を取り込みながらも、創作的な内容は，変わらずに重点的な内
容として位置付けられている。この確固とした創作の価値は「子ども一人一人に必ず個の
第１章 第２節
(8)寺山：前掲論文(7)，14 頁．
(9)文部省：『小学校学習指導要領解説・体育編』，東山書房，1999 年．
(10)村田芳子：「我々の時代にとって舞踊とは何か」，舞踊教育研究会/編『舞踊学講義』，16 頁，大修館書店，1991
年．
(11)佐々木健一：『美学辞典』，63 頁，東京大学出版会，1995 年．
(12)Novack,C.J.(1990)：Sharing the Dance:Contact Improvisation and American Culture，p.10 ，The University of
Wisconsin Press．(立木燁子・菊池淳子/訳：『コンタクト・インプロヴィゼーション―交感する身体』，16 頁，
フィルムアート社，2000 年．
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表現があり、引き出すべきものが子どもの中に内在している」(8)ために他ならないと寺山
は述べている。
「即興」という言葉が学校における舞踊教育に初めて登場するのは、1999(平成 11)年
の『小学校学習指導要領解説・体育編』である。「表現運動」領域において、「即興的に
踊る」「即興的に表現する」という記述が見られる(9)。これを契機に即興表現は、表現運
動・創作ダンス領域の１つの技能として位置付けられていく。村田芳子(1991)は、「即興
とは初心者から熟練まで経験に応じてそれぞれの今持っている財産をまるごとぶつけて、
「今、ここで、私と、私たちが」ダイナミックに交流するという表現の根源的で大きな幅
を持った行為である」(10)と述べ、これまで舞踊教育であまり強調されなかった即興による
踊る者同士の交流の価値を指摘した。以後、学校のダンス授業において、踊る者同士が関
わりながら即興的に動きを創出する実践と方法の模索が始まる。
舞踊は、文化としての根源的な価値を保ちながら、時代や社会の在り様と共に変化する。
佐々木健一(1995)によれば、即興とは「現在に集中し、心に浮かぶ想いもしくは構想 idea
；conception にそのまま従って、それを外に現実化していくこと」(11)であり、確実な成果
を求める従前の学校教育には馴染みにくいものであったろう。しかし、20 世紀末からの
身体への注目やパフォーミング・アーツ（performing arts)の隆盛、運動の楽しさを重要視
する体育科自体の方向性の転換等が、即興表現に価値を与え、表現運動・創作ダンスの新
しい授業展開の可能性を拓いた。
舞台芸術の世界でも、1972 年にアメリカ合衆国の舞踊家 S.Paxton が、身体を使った対
話形式のダンスであるコンタクト・インプロヴィゼーション(contact improvisation)を考案
した。このダンスは、２人１組で「互いに体重をかけ合い、転がったり、途中で止まった
り、一緒に崩れ落ちたりする」もので、即興的に動きを創出する(12)。この振付のないダン
スの躍動的な新しい動きは、舞踊文化・芸術に大きな影響を与えると共に、全ての人々に
可能な自己表現の方法として社会的なダンスとしても広がりを見せる。このような動きも
(13)中村雄二郎：『臨床の知とは何か』，125-140 頁，岩波新書，1991 年．
(14)稲垣忠彦・佐藤学：『授業研究入門』，104-112 頁，岩波書店，1996 年．
(15)津守真：『保育者の地平』，288 頁，ミネルヴァ書房，1997 年．
(16)森上史朗：「カンファレンスによって保育を開く」，『発達』第 68 号，2 頁，ミネルヴァ書房，1996 年．
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学校のダンス授業に新しい変化を起こす契機となったであろう。
２．保育者と即興性
1990 年代より、保育・教育実践の中でも即興性が重要なものとして論議されるように
なる。それは、中村雄二郎(1991)が近代科学の知の限界を見据えて実践や経験に価値を置
く「臨床の知」という概念を提示した時期にも重なる。「臨床の知」は、宇宙論的な考え
方(cosmology)、象徴表現の立場(symbolism)、身体的行為の重視(performance)で構成され
「直感と経験と類推の積み重ね」から成立する(13)。この考え方に基づく場合、実践は分断
されず全体的に捉えられ、「いま・ここ」で起きている事象への取り組みが重要となる。
新たな知の枠組みが登場し、保育者や教師の資質にも新たな側面が求められるようになる。
その 1 つが即興性である。
佐藤学(1996)は、創造的な熟練教師の特徴を５つに整理しているが、その第１に「即興
的思考」を挙げている。熟練教師は、初任教師と比較して、自らの実践の VTR 視聴にお
いて、「ビデオを停めないで」活発に即興的思考を展開し「豊かに刻々と変化する状況」
を語ることができたと報告している(14)。
保育実践では、即興性への着目は思考に留まらない。研究者であり愛育養護学校長とし
て長年保育実践にも携わった津守真(1997)は、「保育者は身体によって子どもとかかわる
が、そこには出会うことからはじまって、刻々に変化する行為の中に願いや悩みを読み取
り、それに身体で応答する高度の精神作業が含まれている」(15)と述べている。また、森上
史朗(1996)は、「これからの保育者に求められるものは、どのような“出来事”に出会っ
ても、それを創造的に生かすことのできるように、心とからだが開かれていて「意図」や
「計画」や「予測」という呪縛から解かれること」(16)であると述べている。これらの論考
からは、保育者・身体・即興性について親密な連関を見ることができる。
保育には、保育計画や環境構成は存在するが、小学校以上の教育に必須である教科書
(textbook)がないため、思いがけない出来事が起こりうる可能性が大きい。実践自体が即
興的であると言えよう。保育者は、常に出来事に対して即興的に対処する身体や動きを身
(17)新山順子・髙橋敏之：「保育者としてふさわしい身体を養成する身体表現の実践と可能性」，『保育学研
究』第 41 巻第２号，17 頁，日本保育学会，2003 年．
(18)Merleau-Ponty,M.(1945)：La Phenomenologic de la Perception ，p.216，Galimard，Paris．(竹内芳郎・小木貞
孝/訳：『知覚の現象学』，305 頁，みすず書房，1967 年．)
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に付けておくべきであろう。しかし、保育者養成教育で以上の点を考慮して、教育課程や
授業内容を見直す動きは未だない。幼稚園教育実習や保育実習で保育現場に出た学生は、
「もっと臨機応変に動けるように」と担任保育者から助言を受けて帰学する。
以上、舞踊教育と保育における即興性への着目について見てきた。本論の実践及び研究
の独創性は、保育実践の現場で重要性が認識されつつある保育者の身体や動きの即興性と
その育成について、既に蓄積のある舞踊教育の方法論を保育者養成に活用することにある。
その妥当性については、さらに先行研究の検討を進めて論考を深める必要がある。引き続
き、「身体」や「授業実践」に関する先行研究を俯瞰する。
Ⅲ．現代社会における身体の在り方と保育者の身体
１．現代社会と身体
身体は、人間存在の基盤であるため、身体に関する思索や研究は、様々な学問領域から
多数見付けられる。それらは、個々の学問領域に留まらず、身体をキーワードとして、幾
つかの学問領域を連結したり越境したりしながら、無尽に展開されている。筆者は、2003
年に発表した論考(17)の一部において、身体に関する考察を行っているが、ここではその考
察をさらに発展させて、まずは現代社会における身体の在り方を前提に、コミュニケーシ
ョン、芸術、特に舞踊・演劇に関する論考を幾つか取り上げて概観する。
身 体 と 世 界 の 関 わ り か ら 人 間 存 在 と い う も の を 現 象 学 の 手 法 で 解 明 し た
M.Merleau-Ponty(1945)は、「私は私の身体によってこそ他者を了解する」と述べているよ
うに、身体に閉じ込められた人間の不自由さを理解しながらも、「自己を開陳」する身体
の自由と創造性に着目した(18)。従来陥りがちな「触れる」ものの優位性を覆し、「触れる」
と「触れられる」は同等であるという思索は、我々の常識を問い直す。Merleau-Ponty の
著作は、我が国の様々な学問領域の研究者に影響を及ぼし、今日でも保育や看護における
他者との身体を介したコミュニケーションに関する研究では頻繁に重要文献として引用さ
れている。
(19)鷲田清一：『悲鳴をあげる身体』，4 頁，PHP 新書，1998 年．
(20)鷲田清一：『聴くことの力―臨床哲学試論』，TBS ブリタニカ，1999 年．
(21)市川浩：『身体論集成[中村雄二郎編]』，3 頁，岩波現代文庫，2001 年．
(22)市川：前掲書(21)，385 頁．
(23)Doubler,M.N.H.(1940)：Dance, a Creative Art Experience，p.163，Appleton Century Crofits Inc., New York．
(松本千代栄/訳：『舞踊学原論』，169 頁，大修館書店，1974 年．)
(24)三浦雅士：『身体の零度』，267-268 頁，講談社選書，1994 年．
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Merleau-Ponty に影響を受けて身体論を展開した哲学者の１人に鷲田清一(1998)がいる。
著書『悲鳴をあげる身体』では、自分への攻撃的なピアシング(piercing)等の身体加工、
拒食、過食が増加している身体の現況を捉え「身体の深い能力、とりわけ身体に深く浸透
している知恵や想像力、それが伝わらなくなっているのではないか」(19)と問題提起する。
また、同時期に臨床哲学という新しい学問領域を設定し、その中心に「聴く」という行為
を据え、現実の世界と哲学を接近させる論考を試みている(20)。
「胎児は母胎と〈共生〉していると同時に〈身分け〉〈身二つとなる直前にある〉」(21)
等、日本語の「身」を駆使した身体論で著名な哲学者の市川浩(2001)には、身体に関する
多数の論考が存在する。市川の思索の領域は幅広く、演劇的思考に関する論考では、「近・
現代演劇が次々に切り捨ててきた神、コロス、観客、対話、モノローグ等の演劇にとって
の不可欠な諸要素、つまりは他者性と身体性の根源を成すもの」(22)に我々を再注目させた。
舞踊学者の M.Doubler(1940)は、自意識によって自身の表現から切り離されている現代
人の状況を「彼らは身体を、負担であり、ほとんど統制できない道具であると感じる」と
指摘する。そのような中で、「舞踊は不必要な束縛から身体を自由にし、必須ではない自
制の幾つかを打破することによって、より広い、より満ち足りた生活のために個性を解放
する」(23)と舞踊の価値を高く評価している。
批評家の三浦雅士(1994)は、現代をあらゆる身体のタブーから解放され純粋に身体に向
き合う「身体の零度」と位置付ける。三浦は、身体が単なる身体であり、だからこそ貴重
であると考えられるようになった背景や意味を、近代に遡りながら緻密に探る。20 世紀
になり爆発的な展開を見せた舞踊は、「身体の零度」の確立に重要な意味を持つ。舞踊は、
「身体を基軸に，人間のすべてを考察できる」ものとなり、「農耕民の舞踊も遊牧民の舞
踊も取り込みながら、それらのすべて、精神と身体のすべてを考える場に変容した」(24)と
述べている。
美学・芸術学研究者である尼ケ崎彬(1996)は、「身体芸術としての舞踊は，基本的に身
(25)尼ケ崎彬：「身体と芸術」，井上俊他/編集『身体と間身体の社会学』岩波講座現代社会学 4，155-162 頁，
岩波書店，1996 年．
(26)波平恵美子：『からだの文化人類学』，30-55 頁，大修館書店，2005 年．
(27)稲垣・佐藤：前掲書(14)，81-86 頁．
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体の新しい秩序を提示するものである」と述べ、日本の舞踊と西欧の舞踊を身体の秩序と
いう視点で比較した。西欧の舞踊は何らかの秩序を身体に与えることを課題とするが、我
が国では暗黒舞踏系に代表されるように「意識的に脱秩序化を行おうとする」と述べてい
る(25)。これについて尼ケ崎は、意味を剥奪し構造を逸脱するところに美や真実を見出そう
としてきた日本の文化的伝統と関係があるかもしれないという仮説を提示しており、文化
的視点を加味することで、さらに身体に関する考察を深めている。
現代に生きる我々は、半世紀前までに体験していた生活とは大きく異なる身体の現況の
中で生きている。波平恵美子(2005)によれば、かつて人間は母親にしっかりと抱かれる等、
家族を中心とした親密な身体行為により、自分の身体への意識を保持したり、他の人の身
体と自分の身体は違うことを自然に認識できていたと言う。波平の著作には、身体感覚が
乏しい最近の子どもの事例として、インターネット上で交わされた会話に激高した小学生
が、相手に表現を撤回してもらいたいという欲求を伝えることもしないで、相手の身体に
徹底的なダメージを与えたという事例が報告されている(26)。人間関係を結べない閉じた身
体の有り様、特に子どものそのような状況に非常に危機感を覚える。
以上のような現代社会の閉塞した身体の現況に対して、本節で取り上げた論考は、身体
への着眼点は様々であるが、それらを解放する可能性のあるものとして始原的な行為や芸
術、とりわけ舞踊や演劇の重要性を読み取ることができる。また、社会や文化が投影され
る身体というものの象徴性や意味を改めて確認することができる。
２．保育者の身体
ここでは、教育・保育学の立場から、教師や保育者の身体に言及した論考を概観する。
まず、教育学の立場から、教師としての身体についての研究成果を見てみよう。佐藤は、
教師や子どもの身体や言葉を視点として授業の見直しを図る中で「プログラム化された教
師の身体」の問題を提示している(27)。このような身体で授業が進行される教室では「子ど
もの身体も硬直し生命体としての活力を喪失している」と述べ、これを打開するために「出
来事に開かれた身体」を求めている。
(28)竹内敏晴：『教師のためのからだとことば考』，32 頁，ちくま学芸文庫，1999 年．
(29)斉藤孝：「今こそ求められる教師の身体観」，『体育科教育』10 月号，10-13 頁，大修館書店，2000 年．
(30)西洋子：「保育者の身体性」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，12-19 頁，日本保育学会，2001 年．
(31)津守：前掲書(15)，288 頁．
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演劇の研究所を主宰し、教育大学で研究・教育にも従事した演出家・竹内敏晴(1999)も
同様に制度化された教師の身体の問題を指摘している。相手を見付けて並ぶというレッス
ンで一列縦隊に整然と並ぶ教師の事例を挙げて、それは人を「物」として扱う効率的な方
法であり、「自分の身体さえ客体として扱うしかできなくなっている」教師の身体性に危
機感を募らせている(28)。
現代日本人の身体感覚の再生を目指す「身体感覚の技化(わざか)」等、独自の論を展開
している斉藤孝(2000)は、教師の身体を考える際に重要なのは「自然体」と「レスポンス
(response)する身体」であると述べている。「自然体」とはただ普通にしているということ
ではなく、「地に足がついていて軸はしっかりとしていて、一方で肩の力は抜けていて状
況に臨機応変に対応できる構え」である。また、「子どもが話しかけたり笑いかけたりし
たときに応答できない身体であれば教師の資格はない」と述べ、教育はレスポンスの膨大
な蓄積によってなされるもので、その基本をなすのは、教師の応答する身体であると述べ
ている(29)。
西洋子(2001)の研究では、「柔らかなからだ」を保育者の専門性の１つとして位置付け、
現職保育者が身体表現のワークショップを受講することで保育者として成長を遂げていく
経過が報告されている。「柔らかなからだ」とは、「他者や外界に開かれており周囲の人
と響き合うことができる身体」であり、「柔らかさ」は子どもとの関係性の中での共振や
共有の受容の質の「柔らかさ」であると述べている(30)。このような身体を獲得することで、
保育者は、子どもと豊かに響き合い共感し合う優しいコミュニケーションの世界を生成す
ることができる。以上の研究は、保育者の専門性としての身体の在り方を提示しており、
先述の津守が実践の省察から述べた「保育者は身体によって子どもとかかわる」(31)という
ことの強い裏付けとなっている。これらは本論で目指している新しい身体表現教育構築に
関連する先駆的な研究として重要であり、養成期に多少でも「柔らかなからだ」に近付く
ためには、どのような教育が必要かという課題を見出すことができる。
以上の先行研究からは、学校や教育という制度の中で硬直化した身体の問題が指摘され
る一方で、最近の研究では、子どもとの関わりに対して優れた応答・共振・受容等の能力
(32)Gibson,J.J.(1979)：The Echological Approach to Visual Perception，Houghton Mifflin．(古崎敬・古崎愛子・辻
敬一郎・村瀬旻/共訳：『生態学的視覚論』，サイエンス社，1985 年．)
(33)佐々木正人：『アフォーダンス―新しい認知の理論』，岩波書店，1994 年．
(34)無藤隆：「身体知の獲得としての保育」，『保育学研究』第 34 巻第 2 号，8-15 頁，日本保育学会，1996 年．
(35)榎沢良彦：「園生活における身体の在り方―主体身体の視座からの子どもと保育者の行動の観察」，『保育
学研究』第 35 巻第 2 号，38-45 頁，日本保育学会，1997 年．
(36)森司朗：「幼児の「からだ」の共振に関して―対人関係的自己の観点から―」，『保育学研究』第 37 巻第 2
号，24-30 頁，日本保育学会，1999 年．
(37)草信和世・諏訪きぬ：「現代における保育者の専門性に関する考察―子どもと響き合う保育者の身体知を
求めて―」，『保育学研究』第 47 巻第 2 号，82-91 頁，日本保育学会，2009 年．
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を持つ、教師・保育者の身体が求められ議論されていることが確認できる。
３．保育実践と身体知
保育学の領域で、身体や動きの重要性は，特に発達理論において従来より多くの研究者
から指摘されている。しかし、保育実践における幼児や保育者の身体の在り方が本格的に
研究され始めたのは近年のことである。その背景の１つには、J.J.Gibson(1979)による生
態学的心理学からの新しい概念の提示がある(32)。この新しい概念は、Gibson の造語で「ア
フォーダンス」(affordance)と呼ばれる。「アフォーダンス」とは、佐々木正人(1994)によ
れば、環境が人に与える価値ある情報であり、環境の中にある物がそれを見ている人に提
供する行為可能性についての情報である(33)。この考え方に基づく場合、我々は「アフォー
ダンス」を知覚するために身体を通して環境と接触していることになる。
以上のような理論を基盤として、無藤隆(1996)は、環境との関連性から保育実践におけ
る身体の在り方に着目した。無藤は「幼児を対象とする保育の根底には多様な動きを可能
にするということがあり、そのための場が幼稚園の環境であり、保育はそれを環境設定を
通して援助すること」(34)であると述べ、「身体知」の獲得としての保育という新しい視点
を提示した。
その後、研究者らの身体への関心は高まり、榎沢良彦(1997)の幼児と保育者の行動観察
から身体の在り方を考察する研究や、森司朗(1999)の幼児の身体の共振に着目した研究等
が報告されている(35)(36)。
最近では、保育者に限定して身体知に着目した研究も報告されている。草信和世・諏訪
きぬ(2009)は、乳児と保育者の相互作用を捉え、保育者の暗黙知である身体知を記述して
その身体知の特質を分析・考察した(37)。また、幼児が遊びの中で行う身体接触について先
(38)藤田清澄：「遊びの中で見られる幼児の身体接触の意味」，『保育学研究』第 49 巻第 1 号，29-39 頁，日本
保育学会，2011 年．
(39)文部省：『幼稚園教育百年史』，ひかりのくに，1979 年．（『幼稚園教育要領』1956，1964 の全文について
は左記文献の巻末資料を参照した。）
(40)文部省：『幼稚園教育要領』，フレーベル館，1989 年．
(41)文部省：『幼稚園教育要領』，大蔵省印刷局，1998 年．
(42)文部科学省・厚生労働省：前掲書(1)，9-25 頁．
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行研究が用いた分類を基に観察・分析し、身体知の視点からその意味を考察した藤田清澄
(2011)の研究は、発展的研究と言えるであろう(38)。
Ⅳ．保育者養成における身体表現の授業実践研究
１．保育内容「表現」と身体表現の位置付け
授業実践研究の整理の前に、「表現」領域と身体表現の位置付け及び幼児の身体表現に
関連する研究の動向について簡単に整理する。
我が国の保育内容の変遷の中で領域が示されたのは、1956(昭和 31)年の『幼稚園教育
要領』からである。このときの領域は、「健康」「社会」「自然」「言語」「音楽リズム」「絵
画製作」の６領域であった。小学校の教科を連想させるこれらの領域名称は、誤解を生じ
やすく、小学校の準備教育として幼児教育を捉える傾向が出てきた。1964(昭和 39）年に
は、より幼児期の発達の特質を踏まえ幼児教育の重要性を明確化したものに改訂されたが、
領域名称はそのままであった(39)。その後 25 年を経過して、幼児を取り巻く環境が大きく
変化したことを機に、1989(平成元)年に大幅な見直しが行われた(40)。幼児期の教育は、環
境を通して行うものであるという基本的な考えのもと、新しく制定されたのが「健康」「人
間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域である。以上の領域は、心身の健康、人との関
わり、自然や身近な環境の関わり、言葉の獲得、感性と表現、という幼児の発達の側面か
らまとめられ、発達に必要な経験が内容として記述された。その後 1998(平成 10)年と 2008
(平成 20)年に改訂されたが、領域名称に関わるような大きな変化はない(41)(42)。
2008(平成 20)年告示の「表現」領域は、「感じたことや考えたことを自分なりに表現す
ることを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする」明記されている。
ねらいと内容の記述の抜粋を資料１に示したので、詳しく見てみよう。
本論に直結する身体や動きの表現に関連する内容については、内容の(1)(4)(8)に明確
(43)野波健彦：「自分なりの表現」のとらえ方」，小田豊・神長美津子/編『Ｑ＆Ａでわかる新・幼稚園教育要
領』，124-125 頁，ひかりのくに，1999 年．
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に示されているが、その他にも「感じる」「伝え合う」「考える」「描く」「作る」「歌う」
「楽器を使う」等、種々の行為が示され、幼児の生き生きとした身体や動きが幼児期に経
験させたい表現の基盤になっていることが理解できる。幼児の表現は、言語、音楽、造形、
身体等の表現が、遊びや生活の中で総合的に見られるものであることは疑う余地はないが、
あらゆる表現を支える身体や動きを媒体とする身体表現は、特に基盤的位置付けとも言え
よう。
また、以上に示された内容を援助する保育者の役割は大変重要である。保育者は幼児の
経験や発達の状況を見極めた上で各々の「自分なりの表現」を受容し、自由な表現を創出
できるように、適切な環境を整えなければならない。「自分なりの表現」とは、どのよう
なものであろうか。野波健彦(1999)によれば、この文言には、「自分に合った表現方法を
選んで表現する子ども」「自分で感じたり考えたことを思いのままに表現する子ども」「自
分の表現と同じ表現に出会って共感し自信をもったり、あるいは自分の表現と違う表現に
出会ってそれらを受け止め、受け入れることができる子ども」に成長してほしいという期
待が込められていると言う(43)。
表現に向かう契機・過程・到達点は、一人一人異なる。「自分なりの表現」を実現させ
資料１．「表現」領域のねらいと内容の記述
１ ねらい
(1)いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感受性をもつ。／(2)感じたことや考えたことを自
分なりに表現して楽しむ。／(3)生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
２ 内容　
(1)生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりするなどして楽し
む。／(2)生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。／(3)様々な
出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。／(4)感じたこと，考えたことなどを音
や動きなどで表現したり，自由にかいたり，つくったりする。／(5)いろいろな素材に親しみ，工
夫して遊ぶ。／(6)音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを
味わう。／(7)かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどする。／
(8)自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう。
出典：文部科学省・厚生労働省(2008)『平成20年告示幼稚園教育要領・保育所保育指針〈原本〉』
(44)鈴木裕子・西洋子・本山益子・吉川京子：「幼児期における身体表現の特徴と援助の視点」，『舞踊学』第 25
号，23 頁，舞踊学会，2002 年．
(45)古市久子：「幼児の身体表現における「豊かさ」の概念について」，『保育学研究』第 34 巻第 2 号，24-32
頁，日本保育学会，1996 年．
(46)名須川知子：「幼児の音楽表現における身体の動きの意味」，『保育学研究』第 36 巻第 1 号，52-58 頁，日
本保育学会，1998．
(47)名須川知子：「遊戯作品にみられる動きのリズムの変遷に関する研究」，『保育学研究』第 40 巻第 2 号，
245-251 頁，日本保育学会，2002 年．
(48)西洋子・本山益子：「幼児期の身体表現の特性Ⅰ―動きの特性と働きかけによる変化―」，『保育学研究』
第 36 巻第 2 号，25-37 頁，日本保育学会，1998 年．
(49)本山益子・西洋子：「幼児期の身体表現の特性Ⅱ―身体表現と認識との関連―」，『舞踊学』第 23 号，53-64
頁，舞踊学会，2000 年．
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るためには、幼児への関わりに高度な専門性が必要であり、それ故に遊びの展開や指導・
援助の困難さが従来より指摘されてきた領域でもある(44)。
２．幼児の身体表現と保育者の関わりに関する研究動向
幼児の身体表現と保育者の関わりに関する研究成果を見てみよう。限定された範囲では
あるが、幼児の表現、舞踊、遊びに関する研究論文の掲載について定評のある『保育学研
究』『乳幼児教育学研究』『舞踊学』『幼少児健康教育研究』(1996 年から 2012 年の 17 年
間分)を中心に見直し、整理する。
古市久子(1996)は、身体表現の「豊かさ」の概念を明らかにするために、保育者が「豊
かである」と感じた身体表現の場面の分析を試みた(45)。エピソードの分類から７つの要因
が導き出されており、研究成果は幼児の動きの評価や目標設定等に活用できる。
名須川知子(1998)は、幼児の音楽表現における身体の動きに注目した。具体的な実践事
例の検討により、音と動きが融合したものが幼児の実際の音楽活動に最も近い等の貴重な
知見を得ている(46)。また名須川は、幼児に相応しい「表現」領域構築の手掛かりを得るた
めに、唱歌遊戯作品に見られる身体表現とリズムの歴史的変遷についても論述している(47)。
西洋子・本山益子(1998)は、幼児にある題材を与え自由に身体表現を行わせた場合、高
い確率で社会化の過程で獲得した「定型的な表現」を行うと報告している。「定型的な表
現」とは、例えば「花」という題材であれば指で花が開くような一般化した動きをするこ
とを言う。彼らは、この研究を継続した形で、幼児の表現の題材に関する認識と実際の身
体表現との関連性についても、幼児への聞き取り調査をもとに分析・考察している(48)(49)。
金子直子・松本富子・鈴木武文(1998)は、５歳児を対象に身体表現を行わせ、その特徴
(50)金子直子・松本富子・鈴木武文：「５～６歳児における身体表現の特徴と感覚運動能力・創造的能力との
関係について」，『舞踊学』第 21 号，14-20 頁，舞踊学会，1998 年．
(51)新山順子：「幼児の身体表現におけるテーマと動きの関係」，『幼少児健康教育研究』第 8 巻第 1 号，21-29
頁，日本幼小児健康教育学会，1999 年．
(52)新山順子：「幼児の身体表現におけるイメージと動きの関係」，『岡山県立大学短期大学部紀要』第 7 巻，
53-63 頁，2000 年．
(53)鈴木・西・本山・吉川：前掲論文(44)，23-31 頁．
(54)小池美知子：「保育者の音楽的感受性が幼児の音楽表現に及ぼす影響」，『保育学研究』第 47 巻第 2 号，
60-69 頁，日本保育学会，2009 年．
(55)鈴木裕子：「幼児の感性を具体化する試み―幼児期の感性尺度の開発を手がかりとして―」，『保育学研
究』第 47 巻第 2 号，28-38 頁，日本保育学会，2009 年．
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を作成した評価項目よって明らかにすると共に、運動能力・創造的能力が幼児の身体表現
にどのように関わっているかについて報告した(50)。
新山順子(1999)は、３～５歳の幼児に指定した題材の身体表現を自由に行わせ、出現し
た動きを運動単位で量的に捉えて、動きと題材の関係を発達的に分析した(51)。また、イメー
ジと動きの関係については、事例による質的な方法で分析を行っている(52)。
鈴木裕子・西洋子・本山益子・吉川京子(2002)は、幼児の身体表現遊びにおけるイメー
ジと動きが循環するための活動内容や方法、またその際の援助を具体化する研究を行った。
実験を通しての実証と実際の保育現場での事例検討という２つの手法により、幼児の身体
表現の特性から導き出した援助の視点を明らかにしている(53)。
幼児の表現教育では、「感受性」や「感性」等に価値が置かれているが、文言としては
抽象的で具体性に乏しい。最近では、この点に焦点を当てた研究も見られる。以下の研究
は、身体表現に限定するものではないが、身体表現にも関連・包括する研究であるため取
り上げる。
小池美知子(2009)は、保育者の音楽的感受性を幼児の「自分なりの表現」を支える重要
な要因として取り上げ、保育者の感受性のどのような側面が幼児の音楽的な表現へ影響を
与えるのかということを検討した(54)。鈴木裕子(2009)は、「表現」領域で強調される感性
という文言に着目し、感性の実態に接近する。幼児期の感性尺度の開発に着手し、幼児の
感性を具体化することを試みている(55)。
以上の先行研究からは、1989(平成元)年に「表現」領域が位置付けられて以降、幼児の
身体表現や保育者の関わりに関する研究は、幼児理解あるいは具体的な援助や評価の指標
を求めて、研究がかなり推進され成果が蓄積されていることが確認できる。
(56)該当する研究は，以下の７件（発表年順）である。 ①志賀智江：「教育実習生の幼児理解を支援・評価
する「場面提示法」の開発」，『日本教師教育学会年報』第 6 巻，134-151 頁，日本教師教育学会，1997 年．②
佐藤喜代・小田豊：「保育者養成における反省的実践「園作りプロジェクト」」，『保育学研究』第 38 巻第 2 号，
78-86 頁，日本保育学会，2000 年．③佐伯一弥・箙光夫：「保育者養成課程における事例検討の在り方と手続
きに関する一考察―教科目「総合演習」の実践を振り返って―」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，36-43 頁，
日本保育学会，2001 年．④岩立京子・竹田小百合：「幼児や幼稚園教員に対するイメージの変容に及ぼす幼児
教育心理学の授業の効果」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，52-60 頁，日本保育学会，2001 年．⑤新山・髙橋
：前掲論文(3)，16-23 頁．⑥西洋子・野口晴子：「保育者としての身体的感性を育てる教育―授業での身体表
現の体験による“共振”の形成とその段階の変化―」，『保育学研究』第 43 巻第 2 号，42-51 頁，日本保育学
会，2005 年．⑦池田政子・高野牧子・阿部真美子・沢登芙美子・池田光裕：「ジェンダーに向き合う保育専門
職の養成」，『保育学研究』第 43 巻第 2 号，131-141 頁，日本保育学会，2005 年．
(57)新山・髙橋：前掲論文(17)，16-23 頁．
(58)西・野口：前掲論文(56)⑥ ，42-51 頁．
(59)小林：前掲論文(3)，112 頁．
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３．保育者養成における身体表現の授業実践の研究動向
保育者養成における身体表現の授業研究の動向を整理するにあたり、限定された範囲で
はあるが、保育学・教師教育学・舞踊学の領域の主要な学会誌である『保育学研究』『日
本教師教育学会年報』『舞踊学』(1995 年から 2012 年の 17 年間分)を取り上げて、該当論
文を抽出した。その結果、保育者養成における授業研究の論文は７件であった。そのうち、
表現領域に関するものは以下の２件で何れも身体表現に関する論考であった(56)。
新山・髙橋は、保育者として相応しい身体を養成するための身体表現の授業実践研究を
行った。保育者養成校における身体表現の授業を受講生の内省をもとに分析し、多様な表
現の試みにより受講生が新しい身体的な気付きを得ることを報告した(57)。
西・野口の研究では、保育者として身体的感性を育成することを目指して、身体表現の
「共振」に着目した実践と分析を行っている。これまであまり意識されていなかった「共
振」への着目により身体表現の新たな可能性を見出している点に独自性がある(58)。筆者の
研究では、「即興」に着目して授業実践研究を進めているが、西・野口の研究の授業内容
を見ると、即興的な動きの要素も含まれているように見受けられる。重要な先行研究とし
て、この研究で提示された知見は注目すべきである。
小林は、「表現」領域の位置付けから 15 年を経た時点で「領域『表現』によって起きた
表現に関する関心、議論、研究は、まだ実際の保育や教育を変えるには至っていない」(59)
と述べているが、それから 10 年以上経過した現在も保育者養成の授業に関しては、研究
が十分になされているとは言えない。
教員養成という枠組みではあるが、大橋奈希左・廣兼志保(2011)による体育科「表現運
(60)大橋奈希左・廣兼志保：「教員養成における身体コミュニケーション力育成のための実践的研究―学習者
の相互評価を目指して―」，『舞踊教育学研究』第 13 号，21-29 頁，日本教育大学協会全国保健体育・保健研
究部門舞踊研究会，2011 年．
(61)中野優子・岡田猛：「即興表現を中心としたダンス授業実践とその効果」，『舞踊学』第 35 号，53-64 頁，
舞踊学会，2012 年．
- 31 -
第１章 第２節
動」の授業研究を近接的な研究として取り上げる(60)。この研究では、身体コミュニケーシ
ョンの育成を試みる授業実践とその評価について分析を行っている。その他、大学におけ
る授業実践研究としては、教養教育の授業において即興表現を実践し、その効果を報告し
た中野優子・岡田猛(2012)の研究がある(61)。専門課程で即興表現を学ぶ機会のない大学に
とって「創造性を涵養する基礎的な教養教育の重要な機会」であるとして、授業を受講し
た学生の心理的変容を詳細に分析しており、本論の参考となる知見を報告している。
以上の研究は、身体表現の特性を捉え直し、具体的な実践データの分析により、その教
育的意義を論述した研究として非常に貴重である。しかし、前述の幼児の身体表現の研究
に比較すると、研究数が格段に少なく、未だ研究途上と言える。最近の専門職への関心の
高さを考慮すると、研究の推進が望まれる分野である。
Ⅴ．保育者養成における身体表現教育の総括と課題
本節では、保育者養成における身体表現教育に関する研究の動向を、特に「即興」「身
体」「授業実践（保育者養成・特に身体表現）」という３つのキーワードに基づいて関連
する研究成果を整理した｡これまで述べてきたことを以下に総括する。
第１に、「即興」に関しては、日本の舞踊教育の歴史から、創作的な内容を重視してい
る方向性とその基盤の上に即興表現が技能として加わり、新しい授業展開の可能性が拓か
れたことが確認された。一方、保育実践においても、著名な研究者から即興性が重要なも
のとして指摘され認知され始めていることが判明した。
第２に、「身体」に関しては、様々な身体に関する研究から、現代社会に生きる人々の
閉塞した身体の現況、そしてそれらを解放する可能性のあるものとして、舞踊や演劇の重
要性を読み取ることができた。また、社会や文化が投影される身体というものの象徴性や
意味を改めて確認することができた。身体への関心の高まりは、保育者としてどのような
身体が相応しいかと言う論考や身体知という新しい視点による保育学研究の展開にも繋が
(62)別惣淳二・鈴木篤・龍和飛鳥・渡邊隆信・大関達也・藤原賢二：「小学校教員養成スタンダードに関する
開発的研究―大学卒業時における「教員としての最小限必要な資質能力」の同定と構造化―」，『教育実践学
論集』第 13 巻，25-35 頁，兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科，2012 年．
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っていると言えよう。
第３に、「授業実践(保育者養成・特に身体表現)」に関しては、まず『幼稚園教育要領』
における身体表現の位置付けを確認し、幼児の身体表現と保育者の関わりに関する研究を
整理した。これらの研究は、「表現」領域の制定を契機に、幼児理解あるいは具体的な援
助や評価の指標を求めて、研究が推進され成果が蓄積されていた。身体表現の授業実践に
ついては、幼児の身体表現の研究に比較すると、未だ研究が少なく、専門職への社会的な
関心の高さを考慮すると、喫緊に研究の推進が求められる。
身体表現の授業実践研究が少ない理由としては、研究者と実践者が同一であり、データ
の収集が難しいということが挙げられる。VTR 機器の利用や受講者である学生の内省の
効率的な収集、複数名による観察が可能になる共同研究の体制整備等、研究方法や研究形
態に工夫をしていく必要もあろう。
本節で整理した先行研究の概観を踏まえて、保育者養成における身体表現の実践及び研
究において取り組むべき課題を、以下に述べる。まず、現在蓄積されつつある身体そのも
のや他者との関わりに由来する身体表現の特性に着目した研究（例えば、即興性、共振、
身体コミュニケーション等）をさらに進める。これらは、多様な身体表現の文化から「保
育者養成に相応しい身体表現とは何か」という根本的な命題の解決と身体表現の可能性を
探るために重要な研究である。
次に、限られた保育者養成の教育課程の中で「何をどのように教えるか」という内容と
方法の精査を行う研究が必要である。つまり、通常 90 分× 15 回の授業をどのように組み
立てるかということである。これらの研究では、例えば教員として最小限必要な資質能力
を示した「教員養成スタンダード」(62)の研究の考え方と同様に、保育者としてこれだけは
身に付けさせたい事項を身体表現の領域に関して明確化する必要があるだろう。現代の保
育の方向性も当然加味しなければならない。最近では、障害児への保育の関心が高まって
いるが、保育者養成の身体表現の授業で、障害児を想定した具体的な保育内容の提示や援
助は、未だ本格的な実践・研究には至っていない。
最後に、主に 1990 年代から蓄積された幼児の身体表現の研究で得られた多くの知見を
活用して実践・研究を行い、養成教育の成果が保育実践においても有用であるという視点
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を維持することである。保育者養成校の教員は、学生が将来保育者となり、彼らが幼児に
身体表現を援助している姿を想起しながら授業を行うべきであろう。そして、彼らと共に
ある幼児が生き生きと身体表現をしている姿を忘れてはならない。そこから乖離し過ぎる
と、養成教育と保育実践が円滑に繋がらない。本論では、以上の課題を見据えて、保育者
養成における新しい身体表現教育構築のための研究を推進する。
(1)中村雄二郎：『臨床の知とは何か』，岩波新書，1991 年．
(2)津守真：『保育者の地平』，288 頁，ミネルヴァ書房，1997 年．
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第３節 研究方法と内容の構成
Ⅰ．「即興表現」を導入した授業の実践と検証
本論では、保育者養成における身体表現の授業において、他者と交流しながら即興的に
動きを創出する「即興表現」の価値に着目し、それらを中核とする新しい授業の在り方を
模索する。先述したように、社会の変動を背景に、現代の保育者には一層高い資質・力量
が求められている。養成機関においては、複雑な社会状況に対応できる質の高い保育者を
輩出する使命を持つ。保育者の養成教育は非常に重要であり、現代の保育の本質や保育者
の専門性を踏まえた養成課程の見直しは不可欠である。しかしながら、保育者養成教育に
おいては、担当教員の専門性により様々な授業が行われているのが現状である。本論では、
保育者養成における身体表現の授業に特に着目し、他者と交流しながら即興的に動きを創
出する「即興表現」を導入した授業を実践し、その価値を検証する。また、それらを踏ま
えて保育者養成の新しい身体表現教育の在り方を提示する。
20 世紀の終盤に近代科学の限界を認識した我々に、行為や実践に価値を見出す「臨床
の知」(1)(中村雄二郎，1991)という新しい知の枠組みが提示された。そのような知の再定
義を受けて、「いま・ここ」で起きている事象に価値を置く考え方が浸透してきた。保育
学の領域では、津守真(1997)が、保育者の仕事は「刻々に変化する行為の中に願いや悩み
を読み取り、それに身体で応答する高度の精神作業」(2)と指摘し、保育と身体性への着目
を促した。このことから、保育が「いま・ここ」で起きている事象に積極的に身体で対応
するものであり、高い専門性を要する身体行為が基盤になっていることが改めて認識され
る。
このように保育の本質を捉え直すと、自ずと保育者に求められる資質についても再考が
必要となる。森上史朗(1996)は、これからの保育者に求められるものとして「どのような
“出来事”に出会っても、それを創造的に生かすことのできるように、心とからだが開か
第１章 第３節
(3)森上史朗：「カンファレンスによって保育を開く」，『発達』第 68 号，2 頁，ミネルヴァ書房，1996 年．
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れていて「意図」や「計画」や「予測」という呪縛から解かれること」(3)であると述べて
いる。保育は、遊びを主体に展開するため、予測不能の出来事が起こる可能性も大きい。
計画が実践されなかった場合に、想定外の事態に陥らないようにする保育者の力量は重要
である。さらに、想定外の出来事に対して、単に指導の修正をするだけではなく、子ども
の可能性を引き出したり、新たな遊びの面白さを見出して子どもと共に楽しんだりする力
が保育者には求められる。保育は、実践自体が即興的であると言えよう。
これまで保育者養成では、保育現場の様々な場面を想定して、模擬保育を行ったり映像
教材等を用いたりして、授業の工夫を行ってきた。それらは効果のある授業方法ではある
が、「予期しない出来事を創造的に生かす」、また「出来事に対して心と身体が開かれて
いる」という新しい保育者の在り方を包括してはいない。しかしながら、身体表現の授業
を工夫することで、実際の保育実践に近い即興的な状況や創造的な体験をさせることは可
能である。養成期に多少なりともそのような機会を得ることができれば、特に新任者の保
育実践を強く支えるものになるであろう。
Ⅱ．表現の総合性と研究の視点
幼児教育においては、幼児の表現を捉える場合に、身体、音楽、造形、言語等と分断せ
ずに、総合的に見ていくことが重要であると考えられている。その背景には、既に述べた
ように、表現技術の体得やその成果を発表することに価値を見出していた時代があり、そ
の当時の教育に総合的な見方が欠落していたという反省がある。幼児の表現の在り様は、
様々な表現が並行したり重なり合ったりしながら、重層的に展開されるものであり、本論
においても、その捉え方に異論はないと考える。
しかしながら、本論では、保育者養成における「身体表現」に特に着目した研究を行う。
「表現」という幅広い領域について、現在のところ保育者養成では、「音楽表現」「造形
表現」「身体表現」等、各論で教えられることが多いためである(以上の各論に加えて、「総
合表現」等の科目を置く場合もある)。研究においては、或る限定した枠組みの中で、実
践・検証を行う方が、有用性や汎用性が見出しやすいという利点もある。
本論では、「身体表現」の授業実践を取り上げるが、他の表現との融合を否定するもの
第１章 第３節
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ではなく、逆に効果的に活かすことができるよう考えている。実践では音楽を多用してお
り、進んだ授業では、制作したものを活用して踊る、という造形的な内容も包括する。身
体表現は、身体を媒体にして、他の表現とも容易に繫がりやすい側面を持ち、全ての表現
活動の基盤となる。以上の点は、常に意識しており、総合性への道筋を見据えながら、本
論の核となる授業実践を構想した。
Ⅲ．研究の方法と対象
本論の研究方法として、第２章では第１節が文献研究、第２節と第３節が調査研究、第
３章では第１節から第４節が実践研究、第５節は調査研究である。対象や分析方法等を加
えた詳細は、表１の通りである。
Ⅳ．研究の構成
本論の構成は、次のように構想する。
第１章では、問題の所在を提示し、課題の明確化を行う。まず、第１節において、研究
の背景と問題点を整理する。次に、第２節において、保育者養成における身体表現教育に
関連する先行研究を概観する。具体的には、保育者養成における身体表現教育に関する研
究の動向を整理し、実践及び研究上の課題を明らかにする。特に、筆者が授業実践の中核
とする「即興」、近年保育学の領域で研究が推進されている「身体」、授業研究の内実に
表１．本論主要部分の研究方法と対象
章・節 研究方法 対象 分析方法等
第２章第１節 　文献研究　 『幼稚園教育要領』等 関連文献の整理
第２章第２節 調査研究 ３歳児～５歳児幼児 動きの実験・観察と量的分析
第２章第３節 調査研究 ３歳児～５歳児幼児 動きの実験・観察と質的分析
第３節第１節 実践研究 保育者志望学生 授業概要の整理
第３章第２節 実践研究 保育者志望学生 学生の内省の質的分析
第３章第３節 実践研究 保育者志望学生 学生の内省の量的・質的分析
第３章第４節 実践研究 保育者志望学生・障害児と
その家族　
学生の内省の質的分析
第３章第５節 調査研究 現職保育者（卒業生） 質問紙回答の質的分析
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迫るため「授業実践(保育者養成・特に身体表現)」という３つのキーワードに絞り、関連
する研究成果を取り上げて論述する。さらに、第３節において、本研究の目的、方法、内
容構成を示す。
第２章では、幼児教育における身体表現の位置付けの歴史的変遷、及び保育者として理
解しておくべき幼児期の身体表現の発達特性と援助について述べる。まず、第１節では、
我が国の幼児教育における身体表現の歴史的変遷を整理する。戦後に刊行された『保育要
領』(1948)、『幼稚園教育要領』(1956・1964・1989)の分析等により、「遊戯」から「音楽
リズム」「表現」へ領域の名称を変えながら、幼児教育の重要な内容として展開されてき
た変遷を確認する。次に、第２節では、幼児(３～５歳児)を対象に様々な題材による動き
の実験・観察を行い、題材による動きの現れ方を分析する。幼児の身体表現における特徴
的な運動の出現を確認し、発達的な特性を見出す。さらに、第３節では、第２節と同様の
データを、１つの題材のイメージと動きの関係に着目して、質的に分析する。ここでは、
加齢に伴って動きのイメージがどのように変化するか等について、詳しく考察し、幼児の
身体表現の発達特性と援助に関する理解を深める。
第３章では、保育者養成において、仲間と交流しながら即興的に動きを創出する「即興
表現」を導入した身体表現の授業を構想・実践し、その教育的価値を検証する。まず、第
１節では、即興と交流に価値を置く授業の特徴と概要について、整理する。次に、第２節
では、最も即興性の高い授業を対象に、受講生の内省を収集し、身体的なコミュニケーシ
ョンの様相について質的分析・考察を行う。受講生が、多様な表現の体験から、どのよう
な身体的な気付きを獲得するか等について確認する。また、第３節は、第２節の研究を発
展させたもので、身体表現の授業全７回分を対象に、受講生の内省を収集して、学生の学
びの特性を明らかにする。内省の量的・質的分析を試み、「動きながら学ぶ」授業として
の特性に言及する。さらに、第４節では、授業の発展形である地域の障害児と保育者志望
学生との身体表現による交流実践を対象に、学生の学びの様相を明らかにする。学生の内
省の質的な分析により、学びの枠組みを提示して検討する。最後に、第５節では、養成課
程における身体表現の授業の学びが保育実践に有用であるかについて、保育職に従事した
卒業生への追跡調査により検討する。質問紙調査の自由記述の回答を分析して、具体的な
有用性を明らかにする。
第４章では、本研究の主要部分である第２章と第３章の研究成果を総括して、今後の課
題を提示する。まず、第１節では、我が国の幼児教育における身体表現の位置付けの歴史
(4)佐藤学：『学びの身体技法』，太朗次郎社，1997 年．
(5)斉藤孝：『教師＝身体という技術』，世織書房，1997 年．
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的変遷と、幼児期の身体表現の発達の特性について総括する。次に、第２節では、保育者
養成における身体表現の授業の実践と検証について総括する。さらに、第３節では、保育
者志望学生と地域の障害児が交流する身体表現の実践と、その教育的価値の検証について
総括する。最後に、第４節では、保育者養成における身体表現の授業実践の向上について
述べる。第２章以降の研究の構成は、「基礎・理解」「実践・検証」「総括・展望」の３つ
に区切ることができ、図１のように段階的に積み上げられるイメージである。
図１．研究の構成のイメージ
Ⅴ．用語の統一と倫理的配慮
頻繁に使用する用語で、幾つかの意味を有するものについて、本論での取り扱いを示す。
これまでの記述においても、既にそのようにしてきたが、「幼児」は、１歳から６歳まで
の未就学児を示している。「幼児期」は１歳から６歳までの未就学期を指す。「子ども」
は、０歳から 18 歳未満を示す。これは、児童福祉法の定義を参考にしている。
「身体」については、先行研究においても「身体」、「体」、「からだ」等、表記方法が
著者により異なる。教師の身体の様相を 1990 年代から研究している佐藤学(4)、斉藤孝(5)は、
「身体」を使用しており、本論主要部で論述する保育者としての身体も、以上の研究の系
譜に位置付くため、本論では原則として「身体」という表記を使用する。但し、体育科の
【総括・展望】
【実践・検証】
【基礎・理解】
第４章
第３章
第２章
授業実践の意義と
新しい提案、今後の課題
大学授業実践と地域における
実践交流
段
階
的
に
幼児教育における身体表現の取り扱い、
幼児期の身体表現の発達
(6)佐藤学：前掲書(4)，20 頁．
(7)日本保育学会倫理綱領ガイドブック編集委員会：『保育学研究倫理ガイドブック』，フレーベル館，2010 年．
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「体ほぐし」等、学校教育で使用されている固有の用語については、その通りに用いる。
また、文献引用部分でその著者が意図的に「体」「からだ」と明記している部分は、その
通りに引用する。
また、哲学、心理学、工学等、学問領域により様々な捉え方がある「身体性」という用
語は、直接的な意味は「身体の持つ性質」であるが、本論では教育学領域において再確認
する必要がある。例えば、佐藤は著書の中で、学校教育における知識偏重による子どもの
身体の危機について述べた後、以下のような文脈で「身体性」という用語を用いている。
「学びにおける身体性の回復は、学び手である子どもの身体の在処を確かにすること
から出発するべきではないだろうか。学びに専念している子どもの身体も、学びを
拒絶している子どもの身体も、現実には幾つにも引き裂かれている」(6)
以上から考えられる「身体性」とは、身体を主体とする人間存在の在り方、存在価値等
と関連すると受け止められる。身体が頭脳や知識よりも劣るという風潮に対して、身体の
価値を強く主張している。教育学領域の論述であるが、哲学的な意味も有しているように
捉えられる。本論では、佐藤が述べる「学びに身体性を取り戻す」と同じような意味で「身
体性」という用語を用いる。つまり、「身体性」とは、身体の価値の認識の上に「環境に
能動的に関わる身体の在り方、またはそのような身体の性質」であり、本論ではそのよう
に捉えて用いることとする。
研究の倫理的配慮については、次のような手続きを行った。研究の対象者に対しては、
研究の趣旨を説明し、データを収集することについて、事前に許可を得た。研究発表や論
文として、公表する場合には、個人が特定されないように記号や仮名等に変更して記載に
配慮した。写真を掲載する場合には、使用する写真を当該者に見せて、個別に許可を得た。
以上の倫理的配慮の方法については、日本保育学会の倫理規定(7)等を参考にしている。
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の理解
概 要
第２章では、幼児教育における身体表現の歴史的変遷について論述した。また、幼児
の身体表現の発達に関する理解を深めるために、実際に幼児の身体表現を観察して、動
きの現れ方や発達の特性について述べた。
第１節では、我が国の幼児教育における身体表現の取り扱いの変遷を整理した。戦後
に刊行された『幼稚園教育要領』等を分析した結果、身体表現的な内容は、「遊戯」か
ら「音楽リズム」「表現」へ名称を変えながら、幼児教育の重要な内容として位置付け
られてきたことが確認された。
第２節では、幼児を対象に８種の題材による動きの観察を行い、題材による動きの現
れ方を分析・考察した。幼児の身体表現においては、「走る」運動や「跳ぶ」「ギャロッ
プ」等の運動が頻繁に見られ、空間を広げる重要な手段と捉えられた。
第３節では、前節から引き続き、同様のデータを、特定の題材（「風船」）のイメージと
動きの関係に着目して、質的に分析・考察を行った。この題材においては、加齢に伴って
動きのイメージの固定化が見られ、援助にも工夫が求められることが示唆された。
(1)森上史朗：「劇的表現をめぐって」，平井信義/編『保育研究』Vol.15 No.1，2-16 頁，建帛社，1994 年．
(2)井上邦江：「幼稚園教育における領域｢表現｣の内容について」，『安田女子大学紀要』第 21 号，131-46 頁，
安田女子大学，1993 年．
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いの変遷
Ⅰ．幼児期の表現教育の問題
自らの身体を素材とし、動きを媒体とする身体表現は、幼児にとって最も根源的な表現
手段である。保育の現場でも、身体表現活動は、幼児の遊びの中で重要な位置を占めるも
のと認識されており、従来より様々な取組が行われてきた。しかし、教師の指導性が強く
影響し、指導そのものが難しい分野でもあるため、「何を(内容)」「どう教えるか(指導)」
については、様々な試行錯誤がなされてきた。この点について、森上史朗(1994)は、劇遊
びを例に取り、幼児の発達を踏まえることや自発的な動きから出発することの重要性は理
解されているが、「やはり依然として最後に劇の発表があるといったことが前提になって
いるケースがかなり多い」(1)と保育現場の状況を指摘している。近年では、オペレッタに
代表されるような｢歌い、踊り、演じる」総合的な活動が、保育の中に多く取り入れられ
ているが、それらもやはり「見せる」ことを最終目標としている場合が少なくない。この
ように、保育の内容や指導法が精査されていないという背景には、「表現」領域や幼児の
身体表現の在り方について様々な解釈があり、十分な論議がなされていないということが
推察される。したがって、前述のような保育現場の状況を解決する１つの手掛かりとして
は、「表現」領域の特性を再考した上で、幼児の身体表現の在り方を詳しく検討すること
が必要である。
井上邦江(1993)は、『幼稚園教育要領』における｢表現｣領域の内容の検討を行い、｢遊び
の中での「身体表現活動」が専門分化した芸術領域の「ダンス」へと徐々に学習内容を高
め発展していく方向性」(2)を認め、学習内容の系統化の必要性を指摘している。このよう
な見解は、生涯教育の基盤となる幼児期の表現教育(特に身体表現)の新たな可能性を示唆
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(3)本節は、以下の論文に加筆・修正を加えた。山口茂嘉・新山順子：「幼児教育における身体表現の取り扱
いの変遷に関する研究」，『岡山大学教育学部研究集録』第 107 号，113-119 頁，岡山大学教育学部，1998 年．
(4)文部省：『幼稚園教育要領』，フレーベル館，1989 年．『保育要領』（1948），及び『幼稚園教育要領』
（1956)(1964）の全文については，以下の文献の巻末資料編を参照した。文部省：『幼稚園教育百年史』，ひ
かりのくに，1979 年．
(5)岡田正章・久保いと・坂元彦太郎・宍戸健夫・鈴木政次郎・森上史朗/編：『戦後保育史』第 1 巻第 2 巻，
フレーベル館，1980 年．
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するものである。しかし、この方向を強く推し進めると、保育内容が小学校の教科と密接
に結び付けられ、幼児教育が小学校の準備教育のように捉えられていた「表現」領域位置
付け以前の認識を再び想起させる危惧がある。したがって、「表現」領域における身体表
現の在り方を検討する場合、現在に至る幼児教育の歴史を理解し、様々な角度から十分に
論議しなければならない。
以上のような問題意識により、本節では、戦後の身体表現の取り扱いの変遷を見直し、
身体表現の在り方の整理を行う(3)。なお、見直しの観点としては、『幼稚園教育要領』に
おける取り扱い、及び諸外国から導入された様々な教育方法論の両面から検討を加える。
検討の資料としたのは、表１に示す 1948 年文部省刊行の『保育要領』とそれ以降の３つ
の『幼稚園教育要領』(4)(1956、1964、1989)及び『戦後保育史』(5)(1980)等を中心とする
戦後の保育の歴史を詳述した文献である。これらの検討を通して、幼児期の身体表現教育
に関する基礎的資料を得る。
第２章 第１節
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表１．『保育要領』『幼稚園教育要領』における身体表現の取り扱いの変遷
　　 教育要領
項　目
保　育　要　領
（1948年刊行）
幼稚園教育要領
（1956年実施）
幼稚園教育要領
（1964年改訂告示）
幼稚園教育要領
（1989年改訂告示）
主な特色及び
改訂の要点
・幼稚園，保育所，家庭におけ
る幼児教育の手引き書として
試案の形で作成，刊行され
た。
・保育内容は，見学，リズム，
休息，自由遊び，音  楽，お
話，絵画，製作，自然観察，
ごっこ遊び・劇遊び・人形芝
居，健康保育，年中行事の12
項目とした。
・保育内容の副題を「楽しい幼
児の経験」とし，保育内容の
説明として具体的な経験や活
動を示した。
・「幼児期の発達特質」や「幼
児の生活指導」の項目を設
け，幼児の心身の発達特徴を
具体的に示した。
・幼児の自然の要求を重んじ，
自由な，自発的な活動を重視
した。
・幼稚園の教育課程の基準を示
すものとして刊行された。
・保育内容は，小学校との一貫
性を持たせ，健康，社会，自
然，言語，音楽リズム，絵画
製作の６領域によって示され
た。
・幼児の望ましい経験を「内
容」としてそれを幼稚園教育
の目標に従って，分類したも
のを「領域」とした。
・「幼児の発達上の特質」と
「望ましい経験」を各領域ご
とに示すことにより指導を組
織的に考え，指導計画を立て
るよりどころとした。
・国の基準として公示し，幼稚
園の教育課程の基準として確
立した。
・発達上の特質の欄が省略され
た。
・教育課程は，各領域に示す事
項を組織し，「望ましい経験
や活動」を選択，配列するこ
とにより組織するものとし
た。
・各領域に示す事項は，幼稚園
修了までに幼児に指導するこ
とが望ましいねらいを示すも
のとした。
・ねらいを類似したものをまと
めて，健康，社会，自然，言
語，音楽リズム，絵画製作の
６領域として示した。
・指導上の留意事項をまとめて
記述し，そのほか随所にも明
示した。
・幼稚園教育の基本と目標を分
けて示し，幼稚園教育の基本
は「環境を通しての教育」で
あることを強調した。
・教育課程は，「ねらい」が総
合的に達成されるように具体
的なねらいと内容を組織する
ことにより編成するものとし
た。
・幼稚園修了までに育つことが
期待される心情，意欲，態度
などを「ねらい」とし，「ね
らい」を達成するために指導
する事項を｢内容」とした。
・「ねらい」と「内容」を幼児
の発達の側面からまとめ，健
康，人間関係，環境，言葉，
表現の５領域とした。
・実際の指導のあり方は示して
いない。
身体表現の
位置付け ｢リズム」 「音楽リズム」領域 「音楽リズム」領域 ｢表現」領域
目的・ねらい
など
　幼稚園のリズムの目的は，幼
児ひとりひとり，及び共同の音
楽的な感情やリズム感を満足さ
せ，子供の考えていることを身
体の運動に表させ，いきいきと
生活を楽しませることにある。
５　自由な表現活動によって，
　　創造性を豊かにする。
　（幼稚園教育の具体的な
　　目標５より）
○歌ったり，動きのリズムをす
　ることに興味をもつようにな
　る。（中略）
○自分の考えや気持ちを，音楽
　やリズムや絵画製作で，自由
　に表現するようになる。
○ごっこ，劇遊びなどによっ
　て，生活感情を表現するよう
　になる。
第二章「内容」の「音楽リズ
ム」より
一　のびのびと歌ったり，楽器
　　をひいたりして，表現の喜
　　びを味わう。
二　のびのびと動きのリズムを
　　楽しみ，表現の喜びを味わ
　　う。
三　音楽に親しみ，聞くことに
　　興味をもつ。
四　感じたこと，考えたことな
　　どを音や動きに表現しよう
　　とする。
「表現」領域の「ねらい」より
（1）いろいろなものの美しさな
　　 どに対する豊かな感性をも
　　 つ。
（2）感じたことや考えたことを
　　 様々な方法で表現しようと
　　 する。
（3）生活の中でイメージを豊か
　　 にし，さまざまな表現を楽
　　 しむ。
身体表現に関
する取り扱い
―楽しい幼児の経験―２リズム
より
　唱歌遊び。歌に合わせて遊び
たいという自然の要求からくる
ものである。歌いながらスキッ
プしたり，踊ったり，拍子に合
わせて手をたたいたりして遊び
ながら，だんだん組織ある遊び
をするように訓練されるのであ
る。おとなの考えで振り付けた
遊戯をその形のままで教えこむ
より，できる限り子供の自由な
表現を重んじ，子供に歌詞・歌
曲を理解させて，自分たちの考
えによって振付を創作させた
ら，もっとおもしろいものをつ
くり出すことができるであろ
う。
　リズム遊び。子供は常に生活
の中から強い印象を受けたもの
を音楽に合わせて表現して遊び
たがるものである。（中略）子
供の心にある映像がリズム的に
表現されることにより，感情は
強く新鮮に豊かになってくるの
である。（後略）
５　音楽リズム
（2）望ましい経験より
　1　歌を歌う。
　2　歌曲を聞く。
　3　楽器をひく。
　4　動きのリズムで表現する。
上記4より
○曲に合わせて歩いたり，かけ
　たりする。
○動物や乗り物などの動きをま
　ねて，身体の動きをする。
○楽器の音に反応して，リズム
　的な動きをする。
○曲や歌に合わせて，自由にリ
　ズム的な動きをする。
○自分の感じたこと，考えたこ
　とを，そのまま動きのリズム
　で表現する。
上記二より
（一）のびのびと歩いたり，
　　　走ったり，とんだりなど
　　　して，リズミカルな動き
　　　を楽しむ。
（二）手を打ったり，楽器をひ
　　　いたりしながら，リズミ
　　　カルな動きをする。
（三）曲に合わせて歩いたり，
　　　走ったり，とんだりなど
　　　する。
（四）歌や曲をからだの動きで
　　　表現する。
（五）動物や乗り物などの動き
　　　をまねて，からだで表現
　　　する。
（六）リズミカルな集団遊びを
　　　楽しむ。
（七）友だちのリズミカルな動
　　　きを見て楽しむ。
上記四より　(一)(二)(三)は省
略
（四）感じたこと，考えたこと
　　　を，自由にからだで表現
　　　する。
（五）友だちといっしょに，感
　　　じたこと考えたことをく
　　　ふうして歌や楽器やから
　　　だで表現する。
｢内容」より
（1）生活の中で様々な音，色，
　　 形，手触り，動きなどに気
　　 付いたり楽しんだりする。
（2）生活の中で美しいものや心
　　 を動かす出来事に触れ，イ
　　 メージを豊かにする。
（3）様々な出来事の中で，感動
　　 したことを伝え合う楽しさ
　　 を味わう。
（4）感じたこと，考えたことな
　　 どを音や動きなどで表現し
　　 たり自由にかいたりつくっ
　　 たりする。
（5）いろいろな素材に親しみ，
　　 工夫して遊ぶ。
（6）音楽に親しみ，歌を歌った
　　 り簡単なリズム楽器を使っ
　　 たりする楽しさを味わう。
（7）かいたりつくったりするこ
　　 とを楽しみ，遊びに使った
　　 り飾ったりする。
（8）自分のイメージを動きや言
　　 葉などで表現し，演じて遊
　　 ぶ楽しさを味わう。
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Ⅱ．『保育要領』から『幼稚園教育要領』への変遷
身体表現は、1989 年に制定された『幼稚園教育要領』からは、｢表現｣領域に位置付け
られている。従来、幼児教育における身体表現は、音楽活動に付随するものとして扱われ
ることが多かったが、この改訂により、身体表現本来の特性を生かした保育が志向される
ようになった。ここに至るまでに、身体表現は、その位置付けや内容を改訂ごとに大幅に
変えており、その変遷を見直すことは、幼児期の身体表現教育を考える上で非常に重要で
ある。
『幼稚園教育要領』は、その時代の我が国の幼児教育観を反映しており、身体表現の在
り方もそのような全体性の中で捉えていく必要がある。『幼稚園教育要領』は、周知の通
り、1956 年に刊行され、現在(2014 年)までに４度の改訂を行ってきている。ここでは、『幼
稚園教育要領』の前身である戦後の『保育要領』より刊行の背景や特色を探り、続けて 1956
年、1964 年、及び大きく変更した 1989 年の『幼稚園教育要領』を取り上げて、全体的な
変遷を把握する。1998 年、2008 年のものは 1989 年版を基盤として、大きな変更がないの
で、本節では取り上げていない。
『保育要領』は、国が作成した最初の幼児教育の手引き書で、1948 年に刊行された。
保育内容は、｢幼児の楽しい経験」として、見学、リズム、休息、自由遊び、音楽、お話、
絵画、製作、自然観察、ごっこ遊び・劇遊び・人形芝居、健康保育、年中行事の 12 項目
を取り上げている。この『保育要領』では、その「前書き」において、教育目標の出発点
となるのは、｢子供の興味や要求であり、その通路となるのは子供の現実の生活である」
と強調されている。また、｢幼稚園における幼児の生活は自由な遊びを主とする」として
おり、このようなことからも、『保育要領』は全体として非常に幼児に即した考え方であ
ったことが窺える。しかし、このような新しい保育の指針を実際の保育の現場で具体化す
ることはかなり難しく、『保育要領』は１つの理想的なものとして受けとめられるに留ま
ったようである。
『保育要領』は、試案であり、参考書的な手引きであったため、その反省や検討と共に
に、幼稚園の教育課程の基準となるものが要求された。そのような動きを経て、作成され
たのが 1956 年の『幼稚園教育要領』である。この『幼稚園教育要領』では、｢小学校との
一貫性」がその「前書き」で明示されており、全体に系統性や計画性をもたせた教育が強
調されている。そのため、それまでの『保育要領』のように雑然と「望ましい経験」が列
- 45 -
第２章 第１節
挙されるのではなく、健康、社会、自然、言語、音楽リズム、絵画製作の６領域が設けら
れた。しかし、すべて整然と系統的に割り切るだけでなく、一方で幼児の生活経験の重要
性も主張したため、そこに混乱が生じた。さらに、領域についても小学校の教科と同様に
扱われるという誤った見解を生み出すことにもなった。
その後、小学校･中学校･高等学校の『学習指導要領』が文部省告示という形で出された
ため、それらと関連して『幼稚園教育要領』も 1964 年に改訂告示された。また、この改
訂は、1956 年版で問題となった幼児教育を小学校教育の準備教育のように見なす風潮を
是正するという目的も持っていた。前回の大きな問題点は、望ましい経験が領域別に示さ
れていたことから、領域別指導に偏る傾向が見られたことである。そこで、1964 年の改
訂では、この点を考慮し、領域の考え方について大きく見直しを図っている。すなわち、
領域とは幼稚園修了時までに、幼児に指導することが望ましいねらいを示したもので、そ
のねらいは、具体的で総合的な経験や活動を通して達成されるものであるとした。このよ
うに改訂後の『幼稚園教育要領』は、幼児の経験や活動を重視するものであったが、６領
域がそのまま踏襲されたため、教科的な指導の傾向も本格的に是正されるまでには至らな
かったのである。
その後、20 年以上経過し、乳幼児を取り巻く生活環境も大きく変化した。『幼稚園教育
要領』も、社会の急激な変化に対応するべく、また小学校の教科に直結しがちな６領域へ
の反省も含めて、1989 年に再び改訂される運びとなった。前回の教育要領では、幼児の
経験や活動を取り上げ、それに含まれているねらいを抽出し、類似したものをまとめて領
域としていた。そのため、６領域は「ねらい群」あるいは「目標群」であるという性格を
持っていた。これに対し 1989 年の改訂では、この領域の全面的な見直しが行われた。ま
ず、ねらいを達成するために指導する事項として、その内容が示されている。そして、こ
のようなねらい及び内容を幼児の発達の側面からまとめて、新たに、「健康」「人間関係」
「環境」「言語」「表現」の５領域が設けられた。その結果、教師の指導性が強調されが
ちであった「望ましい幼児の経験や活動」の記載はなくなり、全体的に整然とした体裁に
なっている。
Ⅲ．身体表現の位置付けや内容の変化
幼児教育における身体表現活動は、長年、音楽主導型で進められ、音楽に合わせて踊る
(6)参考として、戦前の保育内容について記す。『幼稚園保育及設備規程』(1899)では、「遊嬉、唱歌、談話、
及手技」の 4 項目、『幼稚園令施行規則』(1926)では、「遊戯，唱歌，観察，談話，手技等」の 5 項目が保育
内容として挙げられており、身体表現的な活動は「遊戯（遊嬉）」で行われていた。
(7)坂元彦太郎は、『戦後保育史』第 2 巻における「回想「音楽リズム」」(435-436 頁)という小文の中で、｢リ
ズム｣及び｢音楽リズム｣という名称が誕生した経緯について詳細に述べている。
(8)文部省：『幼稚園のための指導書・音楽リズム編』，明治図書出版，1953 年．
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ということに重点が置かれていた。また、そのような指導の成果を発表会等で｢見せる｣た
めに活用されてきた部分も少なくない。このような教育の在り方は、歴史の中でどのよう
に生まれ、そして、それが現在へどのように繋がっているのだろうか。これらの問題を中
心に、前述の『幼稚園教育要領』の変遷を踏まえた上で、身体表現の位置付けや内容につ
いて検討する。
１．「遊戯」から「リズム」へ
明治・大正から昭和初期にかけて、身体表現活動は「遊戯」として保育の中に位置付け
られていた(6)。これに代わるものとして「リズム」という名称が使われ始めたのは、1948
年の『保育要領』以降である。『保育要領』を作成する際に参考にしたアメリカ合衆国の
文書に「Rhithms」とあったのに着想を得て、坂元彦太郎が使用したのがその始まりであ
る。坂元は、「遊戯」を刷新するためには律動的な身体的表現を「リズム」と表現するの
が幼児に相応しいと考え、『保育要領』では「リズム」という名称を使用したと述べてい
る。「リズム」で示された内容は、「唱歌遊び」と「リズム遊び」で、幼児の自由な表現
を重んじる方向性は、『保育要領』全体の主旨と合致している。その後、坂元は、音楽と
リズムは、幼児にとって一体的な活動であるから両者を切り離さないで、「音楽リズム」
という１つの領域として考えた方が良いとし、この主張は次の『幼稚園教育要領』へ引き
継がれる(7)。
このようにして生まれた「音楽リズム」という名称には、「リズム」という言葉を「音
楽」に付けることで、踊ることに代表される身体を動かす活動も含まれ、そこに小学校以
上の「音楽」とは違う特色が付加されると考えられた。その後、『保育要領』は試案であ
ったため、さらに改善を図るために、翌年には保育要領改訂委員会が設置され、「リズム」
についても研究が行われることになった。委員には、新しい舞踊家の邦正美や省内外の関
係者が招かれ、最初は活発な論議が交わされていた。しかし、この研究は、文部省の改組
等を経て十分な検討がなされないままに、『幼稚園のための指導書・音楽リズム編』 (8)
(9)この指導書に示された音楽リズム指導の目標と幼児に経験させるべき事柄は、「幼児にいろいろの音楽的
経験を与え、美しい心情を養い、幼児の生活を豊かにする。（中略）イ．よい音楽（声楽，器楽）をたくさん
聞く。ロ．いろいろな種類の歌を歌う。ハ．リズムに合わせて自由にからだを動かす。ニ．いろいろな楽器
やその音色に親しむ。ホ．自分の声で、いろいろな音を出してみる。」とあり、音楽的側面が強いことが読み
取れる。
(10)坂元彦太郎：「回想「音楽リズム」」，岡田正章・久保いと・坂元彦太郎・宍戸健夫・鈴木正政次郎・森上
史朗/編：『戦後保育史』第 2 巻，435-436 頁，フレーベル館，1980 年．
(11)坂元彦太郎/編：『幼稚園教育要領解説』，99-118 頁，フレーベル館，1964 年．
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(1953)を刊行して終了した(9)。この経緯については、「リズム」の草案者である坂元も、
音楽と身体的な表現の一体化についての研究を開始したはずが、結局「音楽の方に傾斜し
た参考書をつくったりすることで終わってしまった」(10)と研究の不十分さを悔恨している。
２. 「音楽リズム」の確立
1956 年の『幼稚園教育要領』制定により、「音楽リズム」は領域として確立された。こ
の『幼稚園教育要領』では、「自由な表現活動によって、創造性を豊かにする」という表
現活動に関する目標のもとに、「１．歌を歌う。２．歌曲を聞く。３．楽器をひく。４．
動きのリズムで表現する。」という４点が「音楽リズム」の望ましい経験として示された。
さらに 1964 年の改訂においても「リズム」に代わる適切な言葉がないため、「音楽リズム」
という名称がそのまま使用されることになった。
1964 年の改訂では、「のびのびとした表現活動を通して、創造性を豊かにするようにす
ること」という表現活動に関する幼稚園教育の基本方針のもとに、「音楽リズム」のねら
いは、次のように示された。「１．のびのびと歌ったり，楽器をひいたりして表現の喜び
を味わう。２．のびのびと動きのリズムを楽しみ、表現の喜びを味わう。３．音楽に親し
み聞くことに興味をもつ。４．感じたこと、考えたことなどを音や動きに表現しようとす
る。」以上の４つのねらいは、音楽表現と身体表現に関するねらいを包括しており、表現、
鑑賞、創作の観点から提示されていた。『幼稚園教育要領解説』(11)(1964)では、この「音
楽リズム」の独自性として、従来小学校教育では体育科の中に含まれているリズム運動が
ねらいとして打ち出されていること、また鑑賞よりも表現を先に挙げていること(小学校
音楽科では、鑑賞、表現、創作の形式)等を挙げている。しかし、幼稚園でも動きのリズ
ムの体育的なねらいは、「健康」領域に含まれているとも述べられており、身体表現の多
様な特性が「音楽リズム」という領域だけでは包括できないという状況を示唆している。
(12)大場牧夫・高杉自子・森上史朗/編：『幼稚園教育要領解説』，フレーベル館，1989 年．
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３. 「音楽リズム」から「表現」へ
1989 年の『幼稚園教育要領』では、言語、音楽、造形、身体などの表現活動がまとめ
られて「表現」という新しい領域となった。この統括の背景には、前回の教育要領に対す
る次のような反省がある。従来の「音楽リズム」「絵画製作」という扱いでは、大人が要
求した技術を与える形の指導が主流であったという点、また最終的には発表会等で「見せ
る」という活動が主になり、子どもの自発性や表現の喜び、楽しさ等が疎かにされがちで
あったという点である。以上については、解説書にも明記されている(12)。
表現活動に関する幼稚園教育の目標は、新しく「多様な体験を通じて豊かな感性を育て、
創造性を豊かにするようにすること」と示された。これを踏まえて表現領域のねらいは、
「（1）いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。（2）感じたことや考え
たことを様々な方法で表現しようとする。（3）生活の中でイメージを豊かにし、様々な
表現を楽しむ。」の３点にまとめられた。このねらいのもとに、８つの内容が示されてい
るが、身体表現に直接関わりのある内容としては、「感じたこと、考えたことなどを音や
動きなどで表現したり自由にかいたりつくったりする」また「自分のイメージを動きや言
葉などで表現し、演じて遊ぶ楽しさを味わう」である。これらの内容は、動きの表現や創
作が中心となり、動きのリズムに関する記述は姿を消している。「表現」領域は、活動等
の具体的な記述は避けられ、全体として表現の総合性が強調された内容となった。長年の
教科教育的な方法論、領域論を打ち崩す方向性が強く見られる。
以上のような身体表現の位置付けや内容の変遷から、なぜ音楽主導型の指導が進められ
てきたか、また、なぜ技術や指導の成果を「見せる」ことに重点が置かれたのかという前
述の問題に対する答えを見出すことができる。前者の問題に対しては、「リズム」という
音楽寄りの名称で多様な身体表現活動を表そうとした限界、専門家による十分な議論の不
足、さらに教育の現場へ正しい理解を浸透させることができなかったこと等が要因として
考えられる。また、後者の問題に対しては、特に 1964 年からの『幼稚園教育要領』にお
ける、活動の内容がねらいや目標に直結するという考え方に影響を受けていたと考えられ
る。すなわち、この考え方によって、「～の活動ができる」ということに価値が見出され、
身体表現活動もその影響を強く受けていたものと考える。
(13)小林美実：「「音楽リズム」「わらべうた」」，岡田正章・久保いと・坂元彦太郎・宍戸健夫・鈴木正政次
郎・森上史朗/編：『戦後保育史』第 2 巻，432-438 頁，フレーベル館，1980 年．
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Ⅳ．諸外国からの教育方法論の導入
従来の「遊戯」から、『保育要領』が提唱する新しい「リズム」教育への移行は、保育
者側の「リズム」に関する知識や経験が少なかったため、容易ではなかったと推察される。
そして、その後の『幼稚園教育要領』も具体的な指導法を詳細に記すものではないため、
保育の現場では、その指導法に行き詰まり諸外国の教育方法論を導入することで、指導の
手掛かりを得ようと試みた。そのため、幼児教育における身体表現の取り扱いの変遷を論
じる場合、『幼稚園教育要領』と共に、諸外国から導入された様々な教育方法論を併せて
検討する必要がある。以下、豊富な史料の提示により戦後の保育の展開をまとめた『戦後
保育史』から、小林美実(1980)が「音楽リズム」と「わらべうた」の変遷を論述した部分
に焦点を当て、諸外国の教育方法論の導入と影響について、その概要を整理する(13)。
諸外国からの教育方法論の導入の歴史は古く、昭和初期の小林宗作、天野蝶による
E.J.Dalcroze のリトミック(rythmique)の紹介に始まる。しかし、最初のリトミックは、ご
く一部の人に紹介されただけで戦時下はほとんど知られず、幼稚園等に広まったのは、戦
後の天野蝶の努力によってである。これらは、「天野式リトミック」と呼ばれ、日本の教
育に合うよう変えられた部分が多く、現在は国立音楽大学の板野によるリトミックが普及
している。しかし、リトミックについては、型に嵌り過ぎているという指摘もあり、現在
でも賛否両論の意見に分かれる。
1960 年代には、ドイツの C.Orff の音楽教育が、彼自身の来日を機に日本に紹介された。
言葉と身体の動きを音楽の出発点とし、即興性を重んじたこの教育方法は、幼児・児童の
ための技術的にも無理のない美しい楽器演奏とともに、一時期日本の音楽教育に良い刺激
を与えた。しかし、そのシステムや使用曲をそのまま取り入れようとしたことに無理があ
り、また即興重視ということにも当時は対応できず、現在ではあまり浸透していない。
同じ時期にハンガリーの作曲家・教育家である Z.Kodaly による教育方法も、羽仁協子
らによって紹介された。自国語で自国の音楽で歌うことから音楽教育を始めるという基本
姿勢は、コダーイ・システム(Kodaly system)と呼ばれ、当時保育の場で活用されていなか
ったわらべ歌を復活させ、民謡や伝統音楽への関心を高めた。この影響を受け、幼児教育
(14)高杉自子・小林美実他/編：『音楽リズム＜新内容講座５＞』，231-232 頁，光生館，1982 年
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の現場では、わらべ歌だけでなく、手遊び、指遊び等も重要視され始め、新しい幼児の遊
び歌の創作や音楽の遊び化等もこのシステムの刺激によるものであると言われている。た
だし、中にはあまりにもわらべ歌を信奉するあまり、わらべ歌のみで保育を行う等、偏り
のある保育が行われる場合も見られ、それに対する反対も起こった。しかし、保育におけ
るわらべ歌、遊び歌に教育的意義を見出したという、このシステムの功績は大きく、現在
でもその傾向は受け継がれている。
その後、1970 年代後半には、幼児の創造性を育てることに関心が高まり、この１つの
方法として、イギリスのムーブメント(movement)やアメリカ合衆国のクリエイティブ・
ドラマティックス(creative dramatix)が注目され始めた。これらは、先の日本式リトミック
と異なり、徹底的に幼児自身の即興性やイメージの表出などを重視している点に特色があ
る。
以上、諸外国から導入された方法論の大きな特徴としては、何れも身体表現を重視し、
型に嵌らない自由な表現や技術に頼らない自然な動きを大切にしている点が挙げられる。
中でも、Orff の音楽、踊り、言葉の関係性や総合性を大切にする理念等は、現代の幼児教
育における「表現」領域の考え方に通底するものがあり、非常に先進性があると考えられ
る。しかし、全般的にこのような方法論は、特定のシステムに偏って排他的になる傾向も
あり、それが逆に、幼児の可能性を狭めているとも指摘されている(14)。
何れにしても、これらを日本の幼児教育にそのまま活用することは難しい。今後も、情
報量が増加し価値観が多様化する現代社会においては、このような教育方法は、保育現場
の要求に対応して、次々と紹介されるであろう。保育者には、幼児期の発達の姿を正しく
知り、様々な方法論を厳しく見極めていく姿勢が強く求められる。また、既成の方法論に
左右されない、我が国独自の幼児期の表現教育の方向性を確立していく必要がある。
本節では、戦後に刊行された『保育要領』及び『幼稚園教育要領』を分析・検討するこ
とによって、幼児教育における身体表現の取り扱いの変遷を捉えることができた。また、
それを補完するような形で、諸外国の教育方法論が取り入れられつつ身体表現の指導が進
められてきたという歴史を『戦後保育史』等の論述から確認することができた。我々は、
このような歴史の理解を踏まえて、今日の保育の場での幼児の身体表現の在り方について
議論を深めなければならない。
(1)大場牧夫・高杉自子・森上史朗/編：『幼稚園教育要領解説』，131 頁，フレーベル館，1989 年．
(2)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子：「幼児の身体表現におけるテーマと動きの関係」，『幼
少児健康教育研究』第 8 巻第 1 号，21-29 頁，日本幼少児健康教育学会，1999 年．
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Ⅰ．幼児の身体表現の理解とより良い援助の方法
幼児は、身近な事物のイメージを捉えて容易にそのものになりきることができる。幼児
が遊びの中で、模倣・変身遊びを楽しむ様子は、どこの幼稚園・保育所でも見られる。こ
のような遊びは、幼児期に欠かせない遊びであり、幼児の遊びの主要な部分を占めている。
しかし、以上のようなイメージを伴う幼児の身体表現は、造形表現等の分野と比較すると、
発達過程の解明や指導法について、長く研究の遅れが指摘されていた。大場牧夫(1989)は、
「表現していく喜びなどが、どこから生まれ、どう変化し、どう育つかというおさえが非
常に欠落しており、「やればできる」という発想で指導されてきた」(1)と、保育者が強く
主導する当時の保育現場の状況を述べている。その後、新しい領域の考え方が浸透し、前
章の先行研究の動向で述べたように、幼児の身体表現の発達や指導法の研究は、次第に成
果が積み重ねられてきた。特に、動きの発達の研究により、援助の手掛かりが増えている。
発達の研究では、個々の幼児の個性や独創性から創出される動きと、一般的な発達の到達
としての動きがあり、その読み取りは難しい。さらに多様な視点から研究を展開する必要
がある。
本節では、幼児の身体表現を理解し、より良い援助の方法を探るために、選定した題材
による動きの表現の調査(実験・観察)を行った。各題材による運動の現れ方を分析し、そ
れらを通して、題材と動きの関係や表現に現れた運動の特性について考察を行った(2)。
Ⅱ．対象と手続き
対象は、岡山県内Ｆ幼稚園、岡山県内Ｔ幼稚園の３歳児学級の幼児 20 名(平均年齢４歳
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(3)運動の種類は、躯体の運動を中心に以下の 20 種類の運動に整理して分析に使用した。①歩く、②走る、
③跳ぶ、④ギャロップ、⑤スキップ、⑥滑る、⑦曲げる、⑧伸びる、⑨捻る、⑩回る、⑪振る、⑫波動、⑬
回す、⑭倒、⑮側転、⑯平均、⑰押す･引く、⑱這う、⑲複合（同時に２つの運動をする）、⑳その他、であ
る。
(4)題材の収集には、以下の論文及び文献を参考にした。題材の表記は、常用漢字を用いて示した。常用漢字
で表記できないものは、平仮名及び片仮名で表記した。池田裕恵・三原みどり：「幼児期にふさわしい身体表
現の題材」，『湘北短期大学紀要』第 8 号，39-46 頁，湘北短期大学，1987 年．村田芳子・安江美保：「創作ダ
ンスにおける学習内容の選定に関する基礎的研究―小学校児童と題材との関係から―」，『岡山大学教育学部
研究集録』第 93 号，79-89 頁，岡山大学教育学部，1993 年．文部省：『小学校学習指導要領指導書・体育編』，
東洋館出版社，1989 年．
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２か月)、４歳児学級の幼児 20 名(平均年齢５歳１か月)、５歳児学級の幼児 20 名(平均年
齢６歳０か月)であり、各年齢児における男女の内訳は、すべて男児 10 名、女児 10 名ず
つであった。期間は、1996 年７月１日、７月３日、７月 11 日、７月 16 日、７月 17 日、
９月 20 日であった。
実験・観察の手続きは、以下の通りである。(1)幼児の身体表現に相応しいイメージを
有する題材を選定する。(2)選定した題材について、絵カードを用意する。(3)年齢ごとの
グループに（１グループ４名）「変身遊びをしましょう」と呼びかけて、絵カードを提示
する。(4)幼児に自由に身体表現を行わせ、全員の表現が終わったら、次の題材に移る。
実験者は、筆者である。実験・観察の際には、幼児の自発的な表現を重視するため、でき
るだけ指導的な言語は控えることとした。また、表現時間は規定せず、音楽は使用しない
こととした。以上を VTR に記録し、題材別・年齢別に運動の種類(3)、連続、表現時間を
分析し、表１に示すような動きの分析表を作成した。また、この分析表をもとに、題材に
よる運動の現れ方の違いが比較できるように、表現時間に対する運動の割合を図に示した。
さらに、幼児の題材の捉え方を知る手掛かりとして、表現中の発語にも着目した。
Ⅲ．題材の選定
今回の実験では、３～５歳児の幼児が対象であるため、これらの年齢に相応しい動きの
イメージを喚起しやすい題材の選定が必要である。身体表現には、多様な題材が考えられ
るため、まず実験に先立ち、先行研究や関連文献から幼児に適当と考えられる題材を 50
種収集した(4)。この 50 種の題材については、様々な視点から題材の有用性が判断できる
ように、表２のように分類表を作成した。参考とした視点は、資料１に示した。
第２章 第２節
資料１．題材選定の視点
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・形があり、具体的 
・動きは具象的で、非日常的、空想的 
・形が不定形で、情景的 
・形がなく、抽象的 
・抽象的で、引喩的 
形に関する視点 
 
 
・ 軽い、柔らかい感じ 
・ 硬い、機械的な感じ 
・ 楽しい、にぎやかな感じ 
・ 激しい、力強い感じ 
・ 鋭い、瞬発的な感じ 
・ 粘る感じ 
・ 対立、対応する感じ 
 
質感に関する視点 
  
動物、植物、自然現象、物質、遊び・ス
ポーツ、人と生活、夢・物語、感情・快・
不快、感覚、抽象 
種類に関する視点 
 
 
・ 単発的 
・ 総合的、統合的 
形に関する視点 
歩く、走る、跳ぶ、ギャロップ、
スキップ、滑る、曲げる、伸びる、捻る、
回る、振る、波動、回す、倒、転がる、
側転、平均、押す・引く、這う
運動に関する視点
表１．動きの分析表（１部抜粋）３歳児学級の幼児による「風船」の表現
被験者 年齢・性別 表現時間 テーマ 観察された動き
①K.Y ３歳８か月
男児
16秒 風船 走る
16”
②N.H ３歳７か月
男児
13秒 風船 走る
13”
③Y.S ４歳０か月
女児
12秒 風船 走る－複合(回る＋走る)
５”
④F.S ４歳３か月
女児
12秒 風船 走る
12”
⑤K.R ４歳５か月
男児
18秒 風船 歩く－跳ぶ
16”　２”
⑥A.S ４歳３か月
男児
17秒 風船 歩く－止・座り込み床をさわる
11”　３”
⑦K.N ４歳４か月
女児
25秒 風船 歩く－止・手を叩く－跳ぶ(両足跳び)
15”　３”　　　　　11”
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表２．題材50の分類
収集した題材50
有
形
・
具
体
具
象
・
空
想
不
定
形
情
景
無
形
・
抽
象
単
発
的
複
合
的 動きの感じ・質感
予想される
主な運動
自然・生活
思想・感情
10分類より
備　考
うさぎ ○ ○ 軽い、楽しい 跳、走 動物 予備実験済
象 ○ ○ 重い、力強い 歩 動物
りす ○ ○ 軽い、楽しい 歩、走 動物
きりん ○ ○ 重い 歩、走 動物
猫 ○ ○ 柔らか 歩、転 動物
犬 ○ ○ 軽い、にぎやか 走 動物
⑧K.E ３歳７か月
女児
34秒 風船 歩く－跳ぶ－止・膨らますふり－走る
15”　８”　５”　　　　　　　６”
⑨A.N ４歳２か月
男児
10秒 風船 走る－歩く－伸びる(上へ)
２”　４”　２”
⑩F.Y ３歳８か月
男児
12秒 風船 跳ぶ－走る
２”　10”
⑪Y.Y ４歳５か月
女児
11秒 風船 複合(跳ぶ＋走る)
11”
⑫S.A ４歳５か月
女児
９秒 風船 走る
９”
⑬S.Y ４歳４か月
男児
60秒 風船 跳ぶ(両足跳び)－ギャロップ－走る
11”　　　　　　19”　　　　30”　
⑭N.R ４歳５か月
男児
60秒 風船 跳ぶ(両足跳び)－ギャロップ－走る
10”　　　　　　13”　　　　37”
⑮S.M ３歳８か月
女児
60秒 風船 跳ぶ(両足跳び)－ギャロップ･跳ぶ－走る
16”　　　　　　24”　　　　　　 20”
⑯Y.M ３歳９か月
女児
60秒 風船 跳ぶ(両足跳び)－ギャロップ･跳ぶ－走る
16”　　　　　　24”　　　　　 　20”
⑰S.H ４歳４か月
男児
25秒 風船 跳ぶ(両足跳び）
25”
⑱T.R ４歳５か月
男児
26秒 風船 走る－跳ぶ(両足跳び)
16”　10”
⑲E.K ４歳２か月
女児
34秒 風船 跳ぶ(両足跳び)－ギャロップ－跳ぶ
10”　　　　　　７”　　　　17”
⑳G.M ３歳11か月
女児
10秒 風船 跳ぶ(両足跳び)
10”
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ねずみ ○ ○ 軽い、にぎやか 走 動物
小鳥 ○ ○ 軽い、にぎやか 歩、走、跳 動物 予備実験済
魚 ○ ○ 軽い 這う、走 動物 予備実験済
蛇 ○ ○ 粘る 這う、歩 動物 予備実験済
かえる ○ ○ 軽い 跳 動物
かに ○ ○ 硬い 這う、歩 動物
かめ ○ ○ 硬い 這う、歩 動物
ちょう ○ ○ 軽い、楽しい 歩、走、跳 動物（虫）
あり ○ ○ 軽い、にぎやか 這う、歩、走 動物（虫） 予備実験済
ばった ○ ○ 軽い 跳、歩 動物（虫）
こおろぎ ○ ○ 軽い、にぎやか 這う、歩 動物（虫）
かたつむり ○ ○ 粘る 這う、歩 動物（虫）
どんぐり ○ ○ 軽い、楽しい 回転 植物 予備実験済
竹の子 ○ ○ 固い 伸 植物
たんぽぽ ○ ○ 軽い、楽しい 歩、走 植物
風 ○ ○ 多様 走、転 自然現象 予備実験済
波 ○ ○ 多様 走、跳 自然現象
雪 ○ ○ 多様 走 自然現象
嵐 ○ ○ 多様 走、転、跳 自然現象
忍者 ○ ○ 多様 多様 夢・物語 予備実験済
おじいさん ○ ○ 多様 多様 人と生活
おばあさん ○ ○ 多様 多様 人と生活
お母さん ○ ○ 多様 多様 人と生活 予備実験済
アニメのヒーロー ○ ○ 多様 多様 夢・物語
お化け ○ ○ 多様 多様 夢・物語
電車 ○ ○ 硬い、重い 歩、走、這う 人と生活
バス ○ ○ 硬い、重い 歩、走、這う 人と生活
オートバイ ○ ○ 硬い、機械的 歩、走、這う 人と生活
飛行機 ○ ○ 硬い、鋭い 歩、走、跳 人と生活
船 ○ ○ 硬い、重い 歩、走、這う 人と生活
車 ○ ○ 硬い、にぎやか 歩、走、這う 人と生活 予備実験済
おもちゃ ○ ○ 楽しい 多様 人と生活
まり ○ ○ 軽い、柔らか 跳、転 人と生活
風船 ○ ○ 軽い、柔らか 歩、走、跳 人と生活 予備実験済
しゃぼん玉 ○ ○ 軽い、柔らか 歩、走、跳 人と生活
たこ ○ ○ 軽い 歩、走、跳 人と生活
こま ○ ○ 硬い 回転、倒 人と生活 予備実験済
ロボット ○ ○ 硬い、機械的 多様 人と生活
遊園地の乗り物 ○ ○ にぎやか 多様 人と生活
花火 ○ ○ にぎやか 走、跳 人と生活
お祭り ○ ○ にぎやか 多様 人と生活
魔法の国 ○ ○ 多様 多様 夢・物語
ジャングル探検 ○ ○ 多様 多様 夢・物語
宇宙探検 ○ ○ 多様 多様 夢・物語
(5)予備実験は、1995 年 11 月 30 日、12 月 14 日に岡山県内Ｆ幼稚園の 3、4、5 歳児学級の幼児各 6 名ずつを
対象に行った。
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以上の分類作業と並行して、幼児の遊びや生活に関わりが深いと思われる 12 種の題材
について、予備実験を行った(5)。取り上げた題材は、「うさぎ」「小鳥」「蛇」「魚」「あり」
「どんぐり」「風」「こま」「車」「風船」「忍者」「お母さん」である。
予備実験の結果、以上の題材の中で「魚」「あり」「風」「忍者」「お母さん」は、幼児
にとって、動きのイメージが喚起されにくいことが分かった。例えば、「魚」は水の中の
動き、「あり」は地面や土の中の動き等が捉えにくいようであった。また、「風」は、無
形で、具体的な動きに結び付かないようであった。「忍者」は、非日常のもので、捉え方
の個人差が大きく、反対に「お母さん」は身近な存在ではあるが、動きが細かく複雑なの
で表現するのが困難に捉えられた。
以上の予備実験の結果を踏まえて、題材の選定にあたり、以下の点を留意事項とした。
まず、第１に、「具体的で形がある」題材であること。第２に、「動物」「植物」「人と生
活」等、幼児に身近な題材であること。第３に、幼児によく見られる「走る、跳ぶ、回る、
転がる、這う」の運動が予想される題材であること。第４に、幼児期の特性を考慮し、軽
快な楽しい感じ、面白い感じのする題材であること。第５に、単発的な題材であること。
これは、調査としての実施であるため、総合的・統合的題材は適当ではないと考えられた
ためである。最終的に、予備実験の結果や題材の分類、さらに上記の留意点等を総合的に
考慮して、次の８種の題材、「うさぎ」「小鳥」「蛇」「どんぐり」「車」「飛行機」「風船」
「こま」を動きの実験・観察の題材として選定した。
Ⅳ. 題材と動きの関係
８種の題材は、運動の現れ方から、特定の運動が高い割合を占めたものと、複合的な運
動を含めた数種の運動が観察されたものとに分けることができた。
１．特定の運動が高い割合を占めた題材
８種の題材のうち、特定の運動が高い割合を占めたものは、「うさぎ」「蛇」「どんぐり」
「車」「飛行機」であった。運動の様相を図１～５に示した。各題材の運動の種類、運動
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の連続について、詳しく見てみよう。
「うさぎ」の表現では、両足で「跳ぶ」運動が高い割合を占めた。「うさぎ」の表現時
間中「跳ぶ」運動が占めた割合は、３歳児 79.8 ％、４歳児 79.6 ％、５歳児 80.6 ％であっ
た。そして、空間を移動する際には、両足で「跳ぶ」―「ギャロップ」という運動の連続
が多く見られた。
「蛇」の表現では、「這う」運動が高い割合を占めた。「蛇」の表現時間中、「這う」運
動が占めた割合は、３歳児 89.7 ％、４歳児 85.0 ％、５歳児 84.1 ％であった。尚、這い方
には、「腹這い」と「四つん這い」があり、両方とも観察された。また、「這う」に比較
すると、割合は少ないが、正座姿勢で膝で「滑る」、また仰向けに寝た姿勢で「滑る」と
いう独自性のある動きも見られた。運動の連続としては、「滑る」―「這う」を中心に、
「這う」―「転がる」―「滑る」等、床を移動する動きが観察された。
「どんぐり」の表現では、「転がる」運動が高い割合を占めた。「どんぐり」の表現時
間中「転がる」運動が占めた割合は、３歳児 67.2 ％、４歳児 88.3 ％、５歳児 95.4 ％であ
った。転がり方は、寝た姿勢で横向きに転がる横転が多く観察された。その他には、前転
及び側転が観察された。また、「どんぐり」に対して動的なイメージが持てないためか、
四つん這いでポーズしたまま動かない、あるいは体を丸めたままポーズして動かない、等
静止した表現も幾つか観察された。
「車」の表現では、「走る」運動が高い割合を占めた。「車」の表現時間中「走る」運
動が占めた割合は、３歳児 69.6 ％、４歳児 58.9 ％、５歳児 75.2 ％であった。また「走る」
に次いで四つん這いで「這う」運動も多く観察された。動きの連続では「這う」―「走る」
が多く、この他、「転がる」―正座姿勢で「滑る」、「走る」―俯せで「寝てポーズ」等も
見られた。
「飛行機」の表現も、同様に「走る」運動が高い割合を占めた。「飛行機」の表現時間
中「走る」運動が占めた割合は、３歳児 99.1 ％、４歳児 99.7 ％、５歳児 93.7 ％であった。
動きの連続では、「走る」―「跳ぶ」等もわずかに観察されたが、主となったのは「走る」
という単一の運動のみの表現であった。
以上５つの題材の表現では、ある特定の運動が高い割合を占める結果となった。すなわ
ち、「うさぎ」の表現では、両足で「跳ぶ」運動、「蛇」の表現では、腹這い、四つん這
い等の「這う」運動、「どんぐり」の表現では、横転を中心とした「転がる」運動、また、
「車」、「飛行機」の表現では、両題材とも「走る」運動が高い割合を占めることとなっ
(6)松本千代栄：「動きの表現」，坂元彦太郎・松本千代栄・依田明/編『情操と表現』幼児教育学全集第 6 巻，
249-317 頁，小学館，1971 年．
- 58 -
第２章 第２節
た。なぜ、これらの題材の表現は、特定の運動が高い割合を占める結果になったのだろう
か。まず、要因としては、これらの動植物や事物には、「慣習的な動きの形」(6)（松本，1971）
があり、それ以外の独自の動きを創出することは難しかったのではないかと考えられる。
また、指導的な言語を制御した環境であったため、幼児自身がこのような慣習的な動きの
イメージを崩して、新しい動きを創造するのは難しかったのではないかということが推察
される。
図１．「うさぎ」の表現時間に対する運動の割合 図２．「蛇」の表現時間に対する運動の割合
図３．「どんぐり」の表現時間に対する運動の割合 図４．「車」の表現時間に対する運動の割合
図５．「飛行機」の表現時間に対する運動の割合
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２．複合的な運動を含めた数種の運動が観察された題材
８種の題材の中で、複合的な運動を含めた数種の運動が観察された題材は、「小鳥」「こ
ま」「風船」であった。運動の様相を図６～８に示した。各題材の運動の種類、運動の連
続について、詳しく見てみよう。
「小鳥」の表現では、「走る」(３歳児 62.5 ％、４歳児 72.4 ％、５歳児 41.4 ％)、両脚
で｢跳ぶ｣(３歳児 6.8 ％、４歳児 15.9 ％、５歳児 37.3 ％)、両脚跳びからの「ギャロップ」
(３歳児 15.6 ％、４歳児 6.7 ％、５歳児 12.3 ％)等の運動が観察された。また、「走りなが
ら跳ぶ」などの複合的な運動が、３・４・５歳児ともに観察された。運動の連続では、「ギ
ャロップ」―「跳ぶ」、「跳ぶ」―「走る」などの連続が見られ、「跳ぶ」―「走る」―「跳
ぶ」などの運動の繰り返しも観察された。さらに、４・５歳児では両脚で「跳ぶ」―「ギ
ャロップ」-「走りながら跳ぶ」等の３つ以上の運動が組み合わされた複雑な動きが観察
された。
「こま」の表現では、「回る」(３歳児 57.7 ％、４歳児 49.4 ％、５歳児 60.5 ％)、「転が
る」(３歳児 1.5 ％、４歳児 14.6 ％、５歳児 2.5 ％)、「倒」(３歳児 4.8 ％、４歳児 7.9 ％、
５歳児 8.4 ％)等の運動が観察された。また、「跳びながら回る」、「回りながら歩く」等の
複合的な運動が他の題材に比べて多く観察された。また、加齢に伴い足運びが確実になり、
その場で自転するだけでなく、「回りながら走る」運動が増えた。運動の連続では、回り
すぎて倒れるという「回る」―「倒」の運動の連続が多く観察された。
「風船」の表現では、「歩く」(３歳児 11.5 ％、４歳児 7.5 ％、５歳児 11.1 ％)、「走る」
(３歳児 37.5 ％、４歳児 30.5 ％、５歳児 33.8 ％)、両脚で「跳ぶ」(３歳児 33.0 ％、４歳
児 50.6 ％、５歳児 23.8 ％)、両脚跳びからの「ギャロップ」(３歳児 12.1 ％、４歳児 8.3
％、５歳児 8.1 ％)等、どの題材よりも多くの運動を観察することができた。特に、「跳ぶ」
運動は、３歳児では、両脚跳びが中心であったが、４歳児になると片脚で踏み切って跳ん
だり、開脚跳びなど多様な跳び方が観察された。さらに、「回りながら走る」「跳びなが
ら走る」等の複合的な運動も観察された。運動の連続では、「跳ぶ」―「ギャロップ」―
「走る」、「ギャロップ」―「歩く」―「跳ぶ」等の３つ以上の運動の連続、また、「ギャ
ロップ」―「跳ぶ」―「走る」―「跳ぶ」―「走る」―「転がる」等、繰り返しを伴う複
雑な運動の連続も観察された。この他、風船の割れる様子、膨らむ様子を劇的に表現する
幼児も見られた。
以上、３つの題材では、複合的な運動を含めた数種の運動が確認される結果となった。
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なぜ、これらの題材の表現では、先の５つの題材に見られなかった複合的な運動や様々な
種類の運動が現れたのだろうか。その要因を検討してみよう。
まず、「小鳥」の表現では、全体に両脚で「跳ぶ」という運動を基本に、さらに空間広
げていく形で様々な運動が展開された。また、「こま」の表現では、全体に「回る」運動
を基本に、他の運動と組み合わされて多様な運動が展開された。したがって、「小鳥」「こ
ま」の表現では、ある運動を基本にして、その運動の面白さを基軸に複合的な運動や様々
な種類の運動が展開され、表現の幅が広がったと考えられる。
一方、「風船」の表現では、幼児自らが風船の「膨らむ」「弾む」「上にあがる」「割れ
る」等の様々な場面を想定して表現することで、多様な運動が展開されたと考えられる。
その根拠となるのは、幼児が、実験中発していた様々な言葉である。特に「風船」の表現
では、「ふわふわ」(５歳児)、「ばん、割れちゃった」(３歳児)、「こんなに跳べるの、見
てて」「どっかーん」(４歳児)等、「風船」の多様な場面が推察できるような言葉を多く
発していた。さらに、「風船」の表現では、風船の柔らかさを感じさせるような緩やかな
「歩く」運動等も観察され、事物の質感を表すことでも動きの幅が広がったと考えられる。
図６．「小鳥」の表現時間に対する運動の割合 図７．「こま」の表現時間に対する運動の割合
図８．「風船」の表現時間に対する運動の割合
(7)石黒節子・山下尚美：「リズム運動によって育まれるもの―子どもにおける「走」と表現―」，『児童心
理』9 月号，38-45 頁，金子書房，1992 年．
(8)三浦望慶：「跳ぶ」，浅見俊雄・石井喜八・宮下充正・浅見高明・小林寛道/編『身体運動学概論』，191-203
頁，大修館書店，1976 年．
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３．表現に現れた運動の特性―表現空間を広げる運動
最後に、表現中頻繁に観察された「走る」「跳ぶ」「ギャロップ」という運動について、
表現における特性を考えてみよう。
まず、移動の手段として、様々な題材の表現中に現れたのが「走る」運動であった。石
黒節子・山下尚美(1992)は、幼児の表現の中の「走る」運動に注目し、「走る」運動は、「子
どもの世界の拡大をもたらす重要な運動」(7)であると述べている。
また、両脚で「跳ぶ」運動も様々な題材の中で観察された。三浦望慶(1976)は、幼児の
「跳ぶ」運動の発達について、２～３歳でその場から跳ぶ垂直跳びなどの発現が見られ、
４～５歳で跳躍跳びとしてのまとまりを持つと述べている(8)。したがって、両足跳びは、
幼児にとって、最も容易で慣れ親しんだ跳び方であると考えられるだろう。
表現の中では、この両足跳びが、さらに空間を拡大していく場合に、自然なリズムで「ギ
ャロップ」に変化した。このような両脚跳びから連続する「ギャロップ」は、「うさぎ」
や「風船」の表現に多く観察された。「走る」運動と共に、この両脚で「跳ぶ」―「ギャ
ロップ」という運動の連続は、幼児の表現において空間を広げていくための重要な手段と
しての意味を持つと考えられる。本節では、幼児を対象に８種の題材における身体表現の
実験・観察を行い、運動の現れ方を分析した。また、それらを踏まえて、題材と動きの関
係や表現に現れた運動の特性について考察を深めた。本節で確認できたことは、幼児の身
体表現を援助する際に、題材の選定や活動方法の工夫に役立つものと考える。実験・観察
においては、幼児の自然な姿を捉えたいと考えたため、指導の言葉も極力抑え、音楽も使
用しない形で実験を進めた。今後は、これらの条件を付加した場合の動きの変化等も検討
する必要がある。
(1)西洋子・本山益子：「幼児期の身体表現の特性Ⅰ」，『保育学研究』第 36 巻第 2 号，25-37 頁，日本保育学
会，1998 年．
(2)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子：「幼児の身体表現におけるイメージと動きの関係」，
『岡山県立大学短期大学部研究紀要』第 7 巻，53-63 頁，岡山県立大学短期大学部，2000 年．
(3)西・本山：前掲論文(1)，25-37 頁．
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第３節 幼児期の身体表現に見られるイメージと動きの
関係
Ⅰ．イメージと動きの関係への着目
最近の幼児の身体表現の研究では、幼児にある題材を与えて自由に身体表現を行わせた
場合、高い確率で社会化の過程で獲得した｢定型的な表現」を行うと西洋子・本山益子
(1998)は報告している(1)。「定型的な表現」とは、例えば「花」というテーマであれば手
指で花が開くような一般化した動きをすることを言う。
本論では、幼児期の身体表現に関する理解を深め、その援助のための基礎的な資料を得
るという目的で、３～５歳児の身体表現のデータを収集してきた。前節では、それらのデー
タをもとに、幼児の動きを個々の運動単位で数量的に捉えて分析し、題材と動きの関係を
探った。本節では、引き続き同様のデータをもとに、幼児の身体表現を事例単位で質的に
分析し、考察を試みる(2)。事例単位で質的に分析することで、数量的な分析では捉えにく
かったイメージと動きの関係や発達的な差異を確認することが可能である。西・本山が指
摘している「定型的な表現」(3)の影響についても再確認する。
Ⅱ．対象と手続き
１．実験・観察の方法
対象は、岡山県内Ｆ幼稚園、岡山県内Ｔ幼稚園の３歳児学級の幼児 20 名(平均年齢４歳
２か月)、４歳児学級の幼児 20 名(平均年齢５歳１か月)、５歳児学級の幼児 20 名(平均年
齢６歳０か月)であり、各年齢児における男女の内訳は、すべて男児 10 名、女児 10 名ず
第２章 第３節
(4)題材の選定方法については、前節に示した。
(5)名須川知子：「幼児の身体表現の「意味」についての研究」，『兵庫教育大学紀要』第 14 号，161-173 頁，
兵庫教育大学，1994 年．
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つであった。期間は、1996 年７月１日、７月３日、７月 11 日、７月 16 日、７月 17 日、
９月 20 日、計６日であった。
手続きは、以下の通りである。①幼児の身体表現の実験に相応しいイメージを有する題
材を選定する。②選定した題材について、絵カードを用意する。③年齢ごとのグループに
(１グループ４名)「変身遊びをしましょう」と呼びかけて、絵カードを提示する。④幼児
に自由に身体表現を行わせ、全員の表現が終わったら、次の題材に移る。以上を VTR に
記録する。実験者は、筆者である。
実験・観察の際には、幼児が楽しく表現できるように配慮するが、幼児の自発的な表現
を重視するため、指導的な言語は控えることとした。また、表現時間は規定せず、音楽は
使用しないこととした。使用した身体表現の題材は、「うさぎ」「小鳥」「蛇」「どんぐり」
「車」「飛行機」「風船」「こま」である(4)。
２．事例分析の方法
上記の方法で収集された幼児の身体表現の映像データについて、事例単位で分析を行っ
た。分析では、幼児が絵カードで提示された題材から何をイメージし、それをどのような
動きで表現したか、また動きの中でイメージがどのように変化したかを読み取る。読み取
りの対象には、先行研究から多様な動きが観察された題材である「風船」の表現の事例を
取り上げた。本節では、60 名の「風船」の表現の事例から特に動きが活発であった 12 名
の事例を年齢ごとのグループで考察する。
分析の手順は、以下の通りである。①幼児の動きを VTR 映像から書き起こした資料を
用意する。②上記の資料を参照しながら、筆者を含む５名が同時に映像を鑑賞し、幼児の
動きからイメージを読み取る作業を行う。③その後、５名が共通にイメージの読み取りが
できた部分を整理して考察を行う。
以上のような事例分析の方法は、名須川知子(1995)が行った幼児の動きを実験者も含め
た複数人が同時に VTR 映像を鑑賞し意味を付与する方法に示唆を得ている(5)。名須川が
検証しているように、このような方法であれば数人の視点で確認することで主観的になり
がちな質的な分析が客観化されると考えられる。なお、この事例分析の作業は 1996 年 12
第２章 第３節
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月６日、岡山大学教育学部にて、幼児教育・舞踊教育専攻大学院生らの協力を得て行った。
Ⅲ．３歳児の「風船」の身体表現とイメージの変化
表１は、３歳児のグループに「風船」の絵カードを提示したときの一人一人の動きとそ
の動きから読み取れるイメージを整理したものである。ここで、まず注目した動きは、何
度も繰り返される両脚跳びであった。３歳児は、床に両足を打ち付けるように激しく両足
で跳び続けており、このような動きから「風船」の弾むイメージ、あるいは地面から離れ
て上に舞い上がるイメージを読み取ることができた。さらに、３歳児は、両足跳びのリズ
ムで自然にギャロップを始め、表現空間を拡大していった。このようなギャロップやこの
後に続く走る動きは、「風船」が空中を漂ったり浮遊したりする状態を表現しているよう
に捉えられた。
さらに、男児 N.R が後半「ひゅっー」と言って走り出す場面は、声の出し方や両手を
前に突き出した様子が非常に繊細で、「風船」の柔らかさ等の質感を意識しているのでは
ないかと推察された。また、表現中、頭の上に両手で丸い輪を作っているのは、「風船」
の丸い形を表現しているものと読み取れた。以上のような動きから、３歳児は、弾んだり、
上に舞い上がったり、浮遊したりする「風船」の特徴的な動きを捉え、しかも質感や形も
自分なりに捉えて表現していることが窺えた。
男児 N.R は、表現の始まり部分では「風船」になりきって動いていたが、両足跳びを
続けるうちに「花火！」と叫んだ。前半の表現の早い時期だが、ここで一旦「風船」の意
識は途切れたように見受けられた。また、後半では「きーん」と言いながら両手を広げて
走っており「飛行機」になって飛んでいるように読み取れた。男児Ｎ.Ｒの動きのイメー
ジの変化を整理すると、表現中に「風船」→「花火」→「風船」→「飛行機」と移り変わ
っており、３歳児のイメージの持続は短く断続的であると捉えられた。固執がなく、次々
にイメージを展開させる自由さをもつとも考えられる。
また、後半の全員が走る動きでは、同心円状になってぐるぐる走っており、走っている
うちに楽しそうな声も出ていた。同じ運動を繰り返すうちに、運動自体の面白さに惹かれ、
なりきっていたもののイメージは途切れてしまったようである。
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表１．３歳児学級の「風船」の表現（1996/07/17撮影，岡山市内Ｔ幼稚園）
事例１　男児S.Y(４歳４か月)
 の動きとイメージ
事例２　男児N.R(４歳５か月)
の動きとイメージ
事例３　女児S.M(３歳８か月)
の動きとイメージ 
事例４　女児Y.M(３歳９か月)
の動きとイメージ 
その場で両足跳びをする。頭
の上に両手で輪を作ってい
る。
(風船が弾むイメージ)
↓
↓
ギャロップで移動する。
(風船が漂う、浮遊するイメー
ジ)
↓
走る。両手を胸の前に水平に
突き出している。
(風船の柔らかな質感、風船が
浮遊するイメージ)
↓
同心円状に走る。
(走るのが楽しく、風船イメー
ジが途切れている)
↓
↓
表現終了。
(表現時間：65秒)
その場で両足跳びをする。
(風船が弾むイメージ)
↓
１回万歳の手をして、大きく
跳ぶ。両手をひらひらさせて
「花火！」と言う。
(両手を動かすうちに花火のイ
メージへ)
↓
両足跳びで移動する。跳びな
がら回ったりする。
(風船が漂うイメージ)
↓
少しギャロップをして走り始
める。
(風船が漂うイメージ)
↓
少し立ち止まり「ひゅー」と
言って走り始める。両手を胸
の前に突き出している。
(風船の軽い質感、風船が浮遊
するイメージ)
↓
両手を飛行機のように広げて
走る。「きーん」と言う。
(飛行機のイメージ。走ってい
るうちに風船のイメージが途
切れている)
↓
表現終了。
(表現時間：63秒)
その場で両足跳びをする。
(風船が弾むイメージ)
↓
↓
ギャロップで少し移動する。
(風船が漂うイメージ)
↓
その場で両足跳びをする。
(風船が弾むイメージ)
↓
少しギャロップをして走る。
(風船が漂うイメージ)
↓
走りながら、両手をバタバタ
させる。両足跳びで移動しな
がら、両手をバタバタさせ
る。
(手を回して跳ぶのが楽しい。
または、鳥のイメージ)
↓
走る。
(ふらふらしながら、走る。走
ることに一生懸命である)
↓
表現終了。
(表現時間：58秒)
その場で両足跳びをする。
(風船が弾むイメージ)
↓
時々、高くジャンプする。手
はひらひらさせている。
(風船が弾むイメージ)
↓
ギャロップで少し移動する。
(風船が漂うイメージ)
↓
両足跳びで移動する。
(風船が弾むイメージ)
↓
少しギャロップをして走る。
(風船が漂うイメージ)
↓
一瞬立ち止まる。
↓
走る。両手を胸の前に突き出
している。
(風船が浮遊するイメージ)
↓
同心円状に走る。
(走るのが楽しく、風船のイメ
ージが途切れている)
↓
表現終了。
(表現時間：58秒)
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Ⅳ．４歳児の「風船」の表現とイメージの変化
表２は、４歳児のグループ一人一人の動きと読み取れたイメージを整理したものである。
まず、４歳児の動きでは、躍動的な跳躍に注目した。４歳児は、両足跳びでも、リズムや
形にあまり変化のない３歳児と比べて、個々に変化のある跳躍に挑戦していた。また、３
歳児と比べると格段に跳躍の高さがあり、跳び過ぎて体のバランスを崩しそうになるくら
いであった。さらに、片足踏み切りで跳んで、そのまま倒れ込むような大胆な跳躍も見ら
れた。高さのある跳躍は、「風船」が弾んで上にあがる様子を表していると読み取れたが、
それに続く着地や倒れ込みには、女児 H.A のように「ばーん」等の「風船」が割れるよ
うな発語が伴っていることもあった。
また、女児 M.K が表現の途中で、自分なりの心地良い律動で跳びながら回り続ける様
子は、「風船」が空中を漂うような浮遊感あるいは「風船」の軽い質感を表現しているよ
うに読み取ることができた。そしてさらに、女児 H.A は表現中、身体を小さくして丸く
なって転がっており、身体全体で「風船」の丸い形を意識して表しているように捉えられ
た。以上のような動きから、４歳児では「弾む」「飛ぶ」「割れる」「漂う」「上にあがる」
「落下する」等、「風船」の様々な動きをより躍動的で複雑な変化のある動きによって表
現している様子が窺えた。さらに、質感や形の捉え方には、幼児一人一人の独自性とイメー
ジの広がりを見ることができた。
前半部では、全員が概ね「風船」になりきって動いているように見受けられた。後半部
で、女児 H.A は、ジャンプして「ばーん」と言って倒れる動きを繰り返しながら、「すご
い爆弾でしょう」と言った。おそらく女児 H.A は最初は「風船」が割れるイメージで動
いていたと推察できるが、倒れる運動を繰り返すうちに、他のイメージ(ここでは爆弾が
爆発するイメージ)に変化したものと考えられる。
また、幼児は表現の後半部では、部屋の隅に置いてあった移動式階段から飛び降り始め
た。最初は、胸の前で両手を合わせて飛び降りており、飛んだときに手を開いたりして、
「風船」のふわりと飛ぶイメージ等を読み取ることができた。しかし、この飛び降りを繰
り返すうちに、この運動が楽しくなり「風船」のイメージは次第に薄れていくように見受
けられた。このようなことから、４歳児も３歳児と同様に、運動の繰り返しの面白さによ
って、なりきっているもののイメージが途中で変化したり、途切れてしまう様子を確認す
ることができた。
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表２．４歳児学級の「風船」の表現（1996/07/16 VTR撮影，岡山市内Ｔ幼稚園）
事例５ 男児S.H (５歳４か月)
の動きとイメージ
事例６ 男児Y.H (５歳３か月)
の動きとイメージ
事例７ 女児M.K (５歳２か月)
の動きとイメージ
事例８ 女児H.A (４歳10か月)
の動きとイメージ
その場で両足跳びをする。頭
の上に輪を作っている。
「ジャンプ」と言って思い切
り跳んで倒れ込む。倒れ込ん
だ後に、床に手を広げてポー
ズをする。
(風船が弾む、風船が落下する
イメージ)
↓
少し走って移動する。
↓
両足跳びをして、思い切り跳
んで倒れ込む。
(風船が張り裂けるイメージ)
↓
起き上がってまたその場で両
足跳びをする。「せーのー
で」と言って倒れ込む。
↓
起き上がって階段へ向かう。
階段から飛び降りる。
(風船が落下するイメージ)
↓
再び「ぴょーん」と言って階
段から飛び降りる。
(階段から飛び降りるのが楽し
く、風船のイメージは途切れ
ている)
↓
表現終了。
(表現時間：45秒)
両足跳びで移動する。
(風船が弾むイメージ)
↓
階段へ向かう。階段から「ぴ
ょーん」と言って飛び降り
る。飛び降りるとき両手を胸
の前から開く。
(風船が落下する、割れるイメ
ージ)
↓
階段から飛び降りることを繰
り返す。
(階段から飛び降りるのが楽し
く、風船のイメージは途切れ
ている)
↓
↓
窓の方へ行ってぼんやり外を
見る。
(風船のイメージは途切れてい
る)
↓
↓
↓
表現終了。
(表現時間：45秒)
両足跳びで移動する。
(風船が弾むイメージ)
↓
大きく跳んで倒れ込む。
(風船が弾む、落下するイメ
ージ)
↓
両足跳びで回りながら移動
する。
(風船の軽い質感、風船が漂
う、浮遊するイメージ)
↓
横方向へギャロップで移動す
る。
(風船が漂う、浮遊するイメー
ジ)
↓
ギャロップして階段へ向か
う。階段から飛び降りる。
(風船が落下するイメージ)
↓
階段から飛び降りることを繰
り返す。
(階段から飛び降りるのが楽し
く、風船のイメージは途切れ
ている)
↓
↓
表現終了。
(表現時間：46秒)
走って画面外へ。走り込んで
倒れている。
↓
走ってジャンプして倒れ込
む。
(風船が弾む、落下するイメー
ジ)
↓
両足跳びをして、すぐに倒れ
込む。
(風船が割れるイメージ)
↓
走ってジャンプして「ばー
ん」と言って倒れる。そのま
ま、体を丸めて転がる。
(風船が割れるイメージ)
↓
「ちゅうちゅうぽぽぽぽ」と
言いながら、手をぶらぶらさ
せて走る。ジャンプして倒れ
込む。「ばーん」「すごいば
くだんでしょう」と言う。
(風船が割れるイメージから、
爆弾が爆発するイメージへ)
↓
階段の方へ走る。階段には昇
らず、走って画面外へ。ま
た、階段へ向かい「こわい
よ」と言いながら飛び降り
る。
(風船のイメージは途切れてい
る)
↓
表現終了。
(表現時間：46秒)
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Ⅴ．５歳児の「風船」の表現とイメージの変化
表３は、５歳児のグループ一人一人の動きと読み取れたイメージを整理したものである。
まず、５歳児の動きでは、２人の男児 N.Y と N.M が両手を繋ぎ、関わり合いながら動き、
表現していることに注目した。彼らは、おどけた様子で「ばん、ばん」と言いながら、手
を組み合ったり打ち合ったりしていた。その様子からは、「風船」が弾み合い、触れ合い
割れるイメージを読み取ることができた。また、女児Ｅ.Ｍが、両手で頭の上に輪を作り、
走ったり歩いたりする動きは、動きの速さの変化が見られ、「風船」が空中で浮遊する様
子を表しているように捉えられた。しかし、この２点以外は、５歳児の表現では特に目立
った動きはなく、４歳児に見られたような躍動的な動きも見られず、また他の運動の面白
さに惹かれることもなく、早々に表現は終了した。
５歳児は、表現時間が短いこともあり、「風船」のイメージは最後まで持続しているよ
うに見受けられた。例えば、女児 E.M は、動きの途中で男児とぶつかりそうになっても、
「風船」の丸い形を表したような両手で頭の上に輪を作った状態を止めずに、動きの終了
までその形を保持していた。５歳児の動きは、「風船」以外の他のテーマの表現でも全般
に変化に乏しく淡々としており、早々に終了していた。３・４歳児のように表現するうち
にイメージが変化したり、途切れたりすることはないが、一方で、表現を楽しんではいる
が、様々な動きを試したり挑戦したりする積極性を捉えることができなかった。絵カード
の提示者の言うことも正確に分かり、理解力・運動能力ともに４歳児より格段に発達して
いる様子が窺えるが、動きについては変化に乏しく一定の表現に充足している様子が見受
けられた。このように、自由な身体表現の場を与えているにもかかわらず、変化に乏しい
５歳児の動きについては、先行研究に示唆を得ながら次項でさらに詳しく検討する。
(6)黒川健一・小林美実：『保育内容「表現」』，1 頁，健帛社，1989 年．
(7)黒川・小林：前掲書(6)，38 頁．
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Ⅵ．幼児の身体表現の発達と援助の在り方
一般に表現とは、「自分が心の中で感じること・思うことを、心の外の何かに置き換え
て表し示すこと」(6)であり、特に保育の中では感性や創造性の育成と深く結び付いたとこ
ろに表現の重要性が位置付けられている。中でも、身体の動きによる表現は、「さまざま
な表現の中でもっとも流動的で自由なもの」(7)で、幼児の豊かな創造性が十二分に発揮さ
れるところであり、この創造性を最大限に援助していくことが保育のねらいと考えられる。
しかし、西・本山(1998)は、幼児の自由な身体表現の実践を進める中で、例えば「花」
であれば手の平の開閉で表すような「定型的な表現」を多くの幼児が用いることに気づい
た。彼らは、このような「定型的な表現」について、次のような疑問を抱いた。
表３．５歳児学級の「風船」の表現（1996/07/03 VTR撮影，岡山市内F幼稚園）
事例９ 男児N.Y (６歳０か月)
の動きとイメージ
事例10 男児N.M (６歳０か月)
の　動きとイメージ
事例11 女児E.M (６歳１か月)
の　動きとイメージ
事例12 女児S.S(６歳１か月)
の動きとイメージ
男児N.M と「ばん、ばん」と
言いながら、２人で跳ね歩き
ながら移動する。
(風船が弾み合い触れ合って割
れるイメージ)
↓
↓
↓
２人で関わりながら、ふざけ
ている。
(風船の意識は途切れている)
床に寝転がる。
↓
表現終了。
(表現時間：22秒)
男児N.Yと「ばん、ばん」と
言いながら、２人で跳ね歩き
ながら移動する。
(風船が弾み合い触れ合って割
れるイメージ)
↓
↓
↓
２人で関わりながら、ふざけ
ている。
(風船の意識は途切れている)
床に寝転がる。
↓
表現終了。
(表現時間：22秒〉
両足跳びで移動する。頭の上
に両手で輪を作っている。
(風船が弾むイメージ)
↓
走る。
(風船が浮遊するイメージ)
↓
ぼんやりした様子で歩く。
(風船が浮遊するイメージ)
↓
男児２人とぶつかりそうにな
り、振り払うように走り出
す。
↓
立ち止まる。
(頭の上に両手で輪を作ってい
るため、風船のイメージは途
切れていない)
↓
表現終了。
(表現時間：22秒)
その場で少し両足跳びをして
ギャロップで移動する。両手
を頭の上に付けている。
(風船が弾む、浮遊するイメー
ジ)
↓
手を降ろして、女児E.M を追
うように、ぼんやりした様子
で歩く。
(風船が浮遊するイメージ)
↓
両手を再び上に挙げて走る。
(風船が浮遊するイメージ)
↓
立ち止まる。
(頭の上に両手で輪を作ってい
るため、風船のイメージは途
切れていない）
↓
表現終了。
（表現時間：22秒）
(8)西・本山：前掲論文(1)，25-37 頁．
(9)西・本山：前掲論文(1)，25-37 頁．
(10)松本千代栄：「動きの表現」，坂本彦太郎・松本千代栄・依田明/編『情操と表現』幼児教育学全集第 6 巻，
249-317 頁，小学館，1971 年．
(11)松本：前掲書(10)，259 頁．
(12)松本：前掲書(10)，259 頁．
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「幼児たちは、「定型的な表現」を行うことで、題材の特性を自分自身の動きを通し
て理解したり、共通の象徴動作を介して仲間と身体表現を楽しむことが可能である。
しかし、その反面、発達に伴い「定型的な表現」を身に付けることによって、周囲の
人たちと同じ表現に固執する度合いが強まるのではないか」(8)
そこで、この問題を検証するために「定型的な表現」の獲得の実態調査やそこから自発
的で自由な表現へ向かうための具体的な援助の方法の検討を試みた。この実態調査では、
例えば「うさぎ」で「両手に耳を作る」表現が全体の 78 ％、さらに５歳児では「両足で
跳ぶ」動きが 90 ％と「定型的な表現」を行う割合が高い数値を示すという興味深い結果
を得ており、創造的な表現へと向かうためには援助に工夫が必要であると指摘した。
本節で取り上げた「風船」の表現においても、「風船」の形を表すために、「頭の上で
両手を繋いで輪にする」等、「定型的な表現」を多く観察することができた。また、特に
５歳児は３・４歳児と比較して表現時間が短く、「創造的なプロセスを省略して、既に獲
得している定型化した表現を行うことで、表現の欲求が充足してしまう」(9)という西・本
山とほぼ同様の実態を確認することができた。本節では、「風船」以外の題材について取
り上げられなかったが、他の題材でも概して同様の結果を得ている。
このような幼児の「定型的な表現」については、これまで実証的な調査はあまりなされ
ていなかったが、以前から指摘はされていた。松本千代栄(1971)は、幼児の「定型的な表
現」を「慣習的な動きの形」あるいは「模写的表現」として、幼児の表現の１つの発達的
な段階として先見的に捉えていた(10)。松本は、このような決まった型の表現の効用や発達
的な可能性について論じており、これらの表現は「より高次の表現を見出そうとする試み
の中では繰り返し表れ、その循環の中で表現力を高める」(11)ものであり、これらの時期を
経て幼児の表現は創造的な段階へと移行していくと述べている(12)。
西・本山は、創造的な方向へ幼児を導くためには、題材を直に観察する環境を整えたり、
会話を通してこれまでの経験を喚起する働きかけを行うことが効果的である、と述べてい
(13)西・本山：前掲論文(1)，25-37 頁．
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る(13)。保育の現場では、幼児の「定型的な表現」の獲得の実態など、発達に関する基礎的
理解の上に、援助の工夫や探求が求められる。
Ⅶ．動きのイメージの固定化の受容から新しい創造へ
本節では、３～５歳児の「風船」の身体表現事例の質的な分析により、イメージと動き
について、以下のような点を確認することができた。まず、３・４歳児では、「風船」の
特徴的な動きや形や質感を捉えて表現を行うが、動いている間に運動自体の面白さに惹か
れて、なりきっているもののイメージを途切れさせてしまう様子を確認することができた。
また、５歳児では、既に獲得している「定型的な表現」により、理解力、運動能力が増し
ているにもかかわらず、動きのイメージが固定化していて自由な表現へ発展しにくい様子
を確認することができた。
事例分析の結果で特に注目すべき点は、動きのイメージが固定化することで、加齢によ
る表現の伸びが見られない様子が確認されたことである。調査では、幼児の身体表現につ
いて、できるだけ付加的事項の少ない生のデータを収集し、分析に使用した。これらのデー
タ収集においては、表現を促す音楽や指示的な言葉も控えている。したがって、本論で確
認された事項は、幼児本来の表現に向かう自然な姿であると考えられる。保育者は、幼児
の社会的な発達による動きのイメージの固定化を十分に受容・理解し、次の新たな創造的
な表現の段階へ導く援助を模索しなければならない。本節で取り上げた結果は、１つの題
材に限定されている。幼児の身体表現については、さらに多様な題材を取り上げて、総合
的多面的な捉え方で発達を見直すこと、援助の環境について具体的な方策を探ることが必
要である。
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の授業
概 要
第３章では、保育者養成において、仲間と交流しながら即興的に動きを創出する「即
興表現」を導入した身体表現の授業を構想・実践し、その教育的価値を検証した。
第１節では、即興と交流に価値を置く授業の特徴と概要について、整理した。
第２節では、最も即興性の高い授業を対象に受講生の内省を収集し、身体的なコ
ミュニケーションの様相について質的分析・考察を行った。受講生は多様な表現の
体験により、新しい身体的な気付きを得ることが確認された。
第３節では、前節の研究を発展させて、身体表現の授業全７回分を対象に、受講
生の内省を収集して、学びの特性を明らかにした。内省の量的・質的分析から「動
きながら学ぶ」授業としての特性が浮かび上がり、仲間との交流でより深められる
ということが明らかになった。
第４節では、保育者志望学生と地域の障害児との交流の実践を対象に、交流の中
で獲得される学生の学びを明らかにした。自ら動きの表現をしながら援助を行う等、
次第に成長する学生の学びの様相や過程を確認できた。
第５節では、保育者養成における身体表現の授業の学びが保育実践に有用である
かについて、保育職に従事した卒業生への追跡調査により検討した。その結果、「自
己の身体表現経験の再現」、「表現に対する自己の在り方の変容」等を含めた４つの
枠組みに整理して有用性を確認することができた。
(1)即興課題は、舞踊教育の課題の中から保育者養成に相応しい物を選択して、新たに指導方法を検討して授
業に使用した。特に参考にした文献を以下に示す。村田芳子：『最新楽しいダンス・表現運動』，小学館，1998
年．
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Ⅰ．即興表現を導入した身体表現の授業―そのねらいと内容
対象とする授業は、保育士養成を行っている O 大学の「保育内容Ⅰ(音楽・身体表現)」
(保育士養成必修科目)で、身体表現の内容を教授する７回分の授業である。授業の実践者
は、筆者である。O 大学では、身体表現に関連する科目として、２年次開講の「保育内容
Ⅰ(音楽・身体表現)」（全 15 回のうち身体表現は７回）、３年次開講の「保育内容Ⅱ(音楽・
身体表現)」（全 15 回のうち身体表現は８回）、及び４年次開講の「保育内容Ⅱ(総合表現)」
(全 15 回)がある。２年次の身体表現の授業のねらいは、身体表現の特性を理解した上で、
学生自身の身体や動きの表現力を高めること、仲間との動きの関わりの中で身体的なコミ
ュニケーション力を磨くこと、である。３年次の身体表現の授業では、指導計画作成・教
材制作・模擬保育等、乳幼児への具体的な指導法を教授し、４年次の総合表現の授業では、
音楽表現や言語表現を専門とする教員も加わり劇制作・発表を行わせる等、より実践的な
内容となる。２年次前期に開講される「保育内容Ⅰ(音楽・身体表現)」は、その後に開講
される科目の基盤となる重要な科目と言える。７回の授業の詳細は、表１の通りである。
１回の授業は 90 分で、「体ほぐし」と「本日の課題」で構成される。「体ほぐし」では、
図１のように、２人組で行うストレッチやリズムにのって自由に踊る形式のウォーミング
アップを行う。多様な表現を可能にするための体作りであり、表現に向かうための体の準
備である。日常を切り離して表現への意識を高めるという意味もあり、毎回授業の始めに
30 分程度入念に行う。
「本日の課題」は、授業の主たる活動である。人と関わりながら即興表現を行うもので、
実践者が提示する即興の課題は毎回異なる(1)。基礎的な段階では、２人組の活動が中心で
ある。図２の「ミラーワーク」のように相手と対面して動きの真似をする等、簡単な動き
第３章 第１節
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を体験する。応用的な段階では、３～４人の小グループで活動し、イメージに相応しい動
きを探る。総括的な段階では、５～６人のグループで３分程度の即興作品を創作して発表
する。「体ほぐし」と「本日の課題」以外には、必要に応じて VTR 映像を鑑賞したり、授
業の最後に簡単なリズムダンスをする場合がある。
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表１．授業のねらいと内容
段
階 回数 授業の内容 課題の内容とねらい
基
礎
的
段
階
１
概要説明／VTR視聴／本日の課題：
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／２人組で行う
簡単なリズムダンス①
２人組で座姿勢で背中を伸ばしたり開脚をしたりす
る。弾むリズムの楽曲で、リーダーの真似をして踊
る。＊授業の概要や方向性の理解。初回の緊張を解
放し、体ほぐしに取り組む。
２
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／本日の課題；
２人でいろいろ／２人組で行う簡単
なリズムダンス②
２人組で手を繋いで回ったり、跳んだり、脚の間を
くぐったり等、相手と関わりながら動きを創出す
る。＊２人組で関わりながら動くことで様々な動き
が創出されることを知る。
３
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／本日の課題；
1本の棒を使って・ミラーワーク
２人組で棒を媒介して相手の動きを察知しながら繊
細に動く。鏡の前という状況設定で、相手の動きを
受容・模倣しながら様々な動きを試す。＊相手と対
面して多様な動き方を学ぶ。
応
用
的
段
階
４
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／本日の課題；
スポーツの動きを表現にしよう／
VTR視聴
スポーツの動きをデフォルメして表現的に動く。緩
急を意識して動いたり気に入った動きを繰り返した
りする。３～４人で短い即興作品を作る。＊イメー
ジに相応しい動きを模索する。
５
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／本日の課題；
街の風景や人を表現にしよう
３～４人でカルタを使って遊び感覚で即興的に動き
を創出する。身近な生活の中から表現に相応しい場
面を選択し、短い即興作品を作る。＊イメージを広
げて多様な動きに挑戦する。
総
括
的
段
階
６
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／本日の課題；
簡単な即興作品の創作
５～６人のグループで「スポーツ」または「街の風
景や人」のどちらかを選択しテーマを設定して簡単
な即興作品を作る。＊動きを組み合わせて、テーマ
に相応しい場面を作る。
７
体ほぐし（ストレッチ＆リズム・ウ
ォーミングアップ）／本日の課題；
作品の仕上げと発表
「始め・中盤・終わり」を意識して場面を繋げて作
品としてまとめる。作品の仕上げと発表を行い、感
想や意見を交換する。＊作品を仕上げて発表する。
他グループの作品鑑賞から学ぶ。
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図１．「体ほぐし」の場面 図２．「ミラーワーク」の場面
Ⅱ．活動の詳細
１．２人組から始まる動きの創出
授業では、２人組の活動を多用する。２人組は、身体的な表現活動を行う際のコミュニ
ケーションの原点である。図３のように、対面する相手の動きの真似をすることから始め
ると無理がない。第２回の授業では、２人組でどのような動きが創出できるか動きながら
試す。まずは、２人で手を繫いで軽快にスキップをする。他の人に接触しないで、空間を
スキップで滑るように移動することは簡単に見えて難しい。次に、２人組で手を繋いだま
ま、小走りで空間を駆け抜ける。止まれの合図で、身体を捻ったり足を浮かせたりして、
意識的に不安定な体勢を取る。一斉に止まると、それぞれの不安定な体勢が彫刻のポーズ
のように見えて、非常に表現的であることに気付かされる。
思うままに動くことに慣れてくると、図４のように躍動的な動きが自然に現れる。その
他、動的な関わり方の例としては、片手同士を繋いで、相手と引き合う方法がある。繋い
だ手から伝わってくる相手の力を感じながら、強く引く。お互いの引き合う力のバランス
が取れる地点を確認できたら、高く跳んでお互いの位置を交代する。上手に引き合うこと
ができたら、手を繋いで遊園地の乗り物のように、同心円を描きながらぐるぐると回るこ
ともできる。速度が増した時の吹き飛ぶような感覚や、回り終わった後の眩暈のような感
覚は、幼児期に回転する遊具等で経験した原初的な感覚を思い出させる。
最後に「リフト」にも挑戦する。１人がもう１人を持ち上げる「リフト」は、舞踊の専
門家が行う高度な技術というイメージが強いが、１人を背中に乗せて高い位置でポーズを
取るだけでも立派な「リフト」になる。２人で関わりながら、どのような「リフト」がで
第３章 第１節
(2)棒を使って「感じ合いながら動く」は、以下の文献の「わりばしを使って」を参考にして、授業化を試み
た。村田芳子：前掲書(1)．
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きるか試すことも、動きの探索として学びが広がる。授業で取り上げる動きの例を資料１
に整理した。
図３．２人組で相手の真似をする 図４．２人組でさらに躍動的に
２．物を媒介してさらに自由に動く
第３回の授業では、１本の棒を使って「感じ合いながら動く」(2)という活動を取り上げ
る。これは、目を閉じて２人組で自由に交流しながら、即興的に動く活動で、表現的であ
りながら自己や他者の身体理解を促がす要素を持つ内容である。
活動内容について、詳しく説明しよう。この活動では、まず２人組になり直径 1cm 長
さ 20cm 程度の棒を、図５のように人差し指で支え合う。上手く支え合えたら、その状態
でどのような動きができるか自由に試してみる。この段階では、未だ目を開けたままで行
資料１．授業で取り扱う２人組で行う様々な動きの例
・両手を繋いで…スキップや小走り、走る～止まる（止まったとき不安定なポーズをとる）、回る、等
・片手を繋いで…引き合う、引き合いながら跳ぶ、回る、等
・止まってポーズ…反対のポーズをとる（大きいポーズと小さいポーズ、高いポーズを低いポーズ）、
　身体の一部を付ける～離れる、等
・その他…相手の足の間をくぐる、相手を跳び越える、リフト、等
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う。実践者は、できるだけ棒を落とさないように相手と感じ合いながらゆっくり動くよう
に注意を促す。次に、お互いに相手の存在を感じ合いつつ呼吸を合わせて動けるようにな
ったら、目を閉じて動いてみる。慣れてきたら、図６のように多少不安定な動きにも挑戦
してみると面白い。棒を介在させることで日常ではあまり体験できない、不安定で独特な
身体の形や動きを体験することができる。活動の後半は、目を閉じて動くことが多いので、
最後にクラス全体を半分に分けて互いに鑑賞する。鑑賞の時間を持つことで、体験の分か
ち合いができる。動く時には、気持ちが安定し集中できる音楽を BGM として流すと動き
やすい。
以上の活動は、身体的なコミュニケーションの様相等を最もよく捉えやすいものとして、
次節で取り上げて詳しく分析を行った。
図５．１本の棒を挟んで動く 図６．多様な動きに挑戦
３．イメージに相応しい動きの発見と作品創作
交流しながら動きを作る方法や自由に動く感覚を十分に得た後に、第４回以降の授業で
は、イメージに相応しい動きを見出す活動を行う。ここでは、身の回りの生活や遊び、人
の仕事の動きを表現的に表わしたり創作したりする。図７のように、鏡をイメージして、
対面する相手の動きを真似して動いたり、図８のように、スポーツの動きの特徴を捉えて
表現的に動くことも試みる。２人組の活動から、次第に３～４人組で動きを創作する活動
へと発展する。
以上の体験を積んだ後に、第６回・第７回では、授業の総括としてグループで作品創作・
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発表を行う。学生は自分達で主題を決めて、３つの場面構成による短い作品を仕上げる。
作る時間は構想も含めて約 60 分である。主題に相応しい音楽は使用するが、BGM として
流すのみである。音楽に合わせて、細部まで振り付けることはない。大まかな流れとイメー
ジに合う動きを繋いで短時間で作るため、発表時に多少動きが変わることもあるが、それ
は特に問題視しない。完成度よりも、動きの新鮮さが重要である。このような作品の作り
方を「即興で作品を作る」と言う。音楽に合わせてはいないので、人の動きを「きっかけ」
として、それを目視しながら自分も動きを出しつつ踊る。動きの「きっかけ」の積み重ね
で作品が成立している。作品発表をして、鑑賞した友人の作品について感想を述べ、お互
いに批評を行い授業を終える。
図７．鏡の前という設定で動く 図８．スポーツの動きを表現する
(1)全国保母養成協議会：『保母養成教育課程シラバス』，1997 年．
(2)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子・髙橋敏之：「保育者としてふさわしい身体を養成する
身体表現の可能性とその実践」，『保育学研究』第 41 巻第 2 号，16-23 頁，日本保育学会，2003 年．
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現の実践
Ⅰ．保育者の専門性と身体表現
本節は、保育者として相応しい身体を養成するための身体表現の授業実践とその実践研
究について述べる。保育者養成校では、保育に必要な専門性の１つとして身体表現の授業
を行っている。その主目的は、保育者自身の身体表現力と乳幼児の身体表現の援助のため
に基礎的な技術や知識を身に付けさせることである(1)。しかし、身体を媒体とする表現で
ありながら、身体そのものへの意識が稀薄であることを指摘できる。担当教員は、受講生
が様々な表現活動を通して、身体に対しての気づきや理解を深めていくことを経験的にも
感覚的にも知っているが、望ましい身体の在り方を捉え直して授業を組み立ることは、あ
まり行われていない。その理由は、限られた教育課程の中で、授業内容に優先順位を付け
ざるを得ないからである。そこには、ある程度の表現力と表現を援助する力が育成できれ
ば十分であるという考え方が存在する。しかし、近年注目され始めたのが、保育者として
相応しい身体の獲得という新しい概念である。本節では、すべての保育行為の基盤である
身体への直接的なアプローチを視点に、保育者養成における身体表現の授業内容を再検討
する。具体的には、身体的コミュニケーション能力の高い身体の養成や、その基礎を培う
ような学習成果を得るための授業実践を報告し、身体的自己発見と保育実践との関連性を
考察する(2)。
Ⅱ．保育者として相応しい身体の養成
１．自由・即興・交流を主題とした授業
第３章 第２節
(3)「棒を使って感じ合いながら動く」は、以下の文献の「わりばしを使って」を参考にして授業化を試みた。
村田芳子：『最新新しい表現運動・ダンス』，小学館，1998 年．
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O 大学短期大学部の１年次開講の「保育内容Ⅰ(身体表現)」の授業から、分析対象の活
動を選定する。主な活動内容を資料１に示した。短期大学部の教育課程であるため、前節
の表１で示した授業内容と一部異なり、科目名、開講時期が変わるが、即興表現を重点化
した授業展開やねらいは同様である。短期大学部の授業では、全 15 回で、１～７回は、
自由で即興的な表現活動を中心に進め、８～ 15 回は、学内公演に向けての創作活動が中
心となる。本節では、特に「棒を使って感じ合いながら動く」(3)と言う活動を取り上げる。
これは、目を閉じて２人組で自由に交流しながら、即興的に動く活動で、表現的でありな
がら自己や他者の身体理解を促がす要素を持つ内容である。したがって、身体的なコミュ
ニケーションの様相等を最も良く捉えやすいものと考えられる。
この活動では、２人組で関わりつつ、しかも２人の関係性の中に物を差し挟むことで体
や動きの表現の幅を広げることをねらいとしている。活動者は棒の操作を２人で行いなが
ら、知らず知らずのうちに動いてしまい「いつの間にか表現できてしまった」という感覚
を味わう。表現に恥ずかしさや抵抗感・緊張感のある初学者には、最適の活動であろう。
同時に、この活動では身体への気づきや身体相互のコミュニケーション能力を高めること
が可能である。目を閉じたまま、指１本で相手のエネルギーを受け止めて動きを繋いでい
く踊りの連続は非日常的な身体感覚の錬磨となる。
２．受講生の授業後の内省記述から
受講生には、毎回授業後にその日の活動について、B ５用紙１枚に簡単な内容のまとめ
と反省を自由記述させた。本節では、この記述をもとに学習成果の分析を行う。分析に使
第３章 第２節
資料１．身体表現の主な活動内容
Ⅰ．自由即興的な表現活動（第１～７回）
オリエンテーション／リズムに乗って関わりながら踊る／２人組でできる様々な動きを見つける／
棒を使って感じ合いながら動く／鏡の世界を体験する／スポーツの動きを表現する／日常の動きを
表現する
Ⅱ．作品創作と学内公演開催（第８～15回）
班別作品創作／クラス全員作品の練習／学内公演開催／鑑賞と反省
(4)Ariety,S. (1976)：Creativity；The Magic Synthesis，p.237，Basic Books，Inc.，New York．(加藤正明･清水博
之/訳：『創造力―原初からの統合』，203 頁，新曜社，1980 年．)
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用する「棒を使って感じ合いながら動く」活動を行った際の授業後の記述は、２年度分（1999
年５月６日と 2000 年５月 11 日の授業)で 100 枚である。その中から、活動と関わりのあ
る内省を抽出すると 339 文であった。内省の自由記述の整理の視点は、いろいろ考えられ
るが、ここでは、受講生が活動から何を感じ何を学んだかということが重要である。した
がって、文を区切って数量的に分析するよりも、意味のまとまりで示し、受講生の実感に
着目しながら代表的なものを例に質的分析を行う。内省記述の下線は、筆者による。
(1)難しいという印象から面白いという実感へ
この活動に入る前の身体表現の授業は、資料１に示すように、リズムに乗って自由に人
と関わりながら動いたり踊ったりする活動を中心に行っていた。つまり、全身を使って跳
んだ弾んだりする動きが多かった。「棒を使って感じ合いながら動く」では、それらと大
きく変わって、目を閉じて棒の先にいる相手の気持ち感じ合いながら、繊細にゆっくり動
かなければならない。内省１･２は、そのような戸惑い記述している。活動に慣れてくる
と余裕が出てきて、動きや関わりの面白さを感じ取れるうになったり、それまでとは違う
新しい体験を喜んだりしている。また、「音楽を聴きながら自然に動けるようになった」
という内省２は S.Ariety(1976)の「音楽と舞踊とのつながりは、そのリズム的成分の存在
から由来する」(4)とう記述を裏付けるものであり、自己の身体の中から生成される律動性
内省１：最初は、どう動けばよいのか戸惑った。目を閉じた時は、相手の動きを感じとるのに一生懸命
だった。でも次第に、微妙な動きをするのが面白くなってきた。（2000年度受講生）
内省２：最初はどぎまぎしていたけど、目を閉じて音楽を聴きながら自然に動けるようになった。相手
の動きに集中して合わせていくのがとても難しく感じた。今までとは違ったことが分かって、いい体験
だった。（2000年度受講生）
内省３：こんなに難しいとは思わなかった。目を閉じた方が、集中しやすいし相手を感じやすかった。
目を閉じたまま、自分達の格好をイメージするのが面白かった。（2000年度受講生）
内省４：お互いに感じ合いながら動くことは難しいと思う。目を閉じてしまうと指の先の世界が想像で
きない。でも棒の動きで今こんなことをしているのかな、じゃあ私はこう動こうなどと考えて楽しくな
った。（1999年度受講生）　
(5)中村雄二郎：『共通感覚論』，60 頁，岩波現代文庫，2000 年．
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と音楽の調和がこの活動を活性化させていると確信できる。
内省３は、目を閉じることで、想像力を膨ませながら動くことの面白さに気づいている。
また、視覚を遮断した方が、集中力を高め内的感覚を鋭敏にすることにも触れている。中
村雄二郎(2000)は、「近代世界での視覚の独走、あるいは視覚の専制支配」に対して「触
覚や聴覚の回復を図ること、その方向で五感の組み換えを行うこと」(5)の必要性を説いて
いる。「目を閉じて感じ合いながら動く」活動は、学習方法としては特殊であるが、敢え
てそのような教育の場を作り出していく必要があるだろう。
内省４の記述は、相手のことを考えながら自分も動いていくことの難しさや、目を閉じ
て１歩先さえ見えない不安について語られている。不安定な状況の中で、自分以外の誰か
と気持ちを合わせて動くことの難しさに、初めて気づく姿がよく読み取れる。また、それ
を乗り越えて、ひとたび呼吸を合わせて動くことができ始めた時の気持ち良さや楽しさへ
の心の変化も見逃せないだろう。
(2)息を合わせることとその感動
「息を合わせる」という言葉は、「歩調を合わせる」と同様に、人が共同で作業を行う
時に使われるが、前者の方が人との関係性においては、より親密さと繊細さが要求される。
例えば、演劇のような通常複数の人達によって共同で行われる創造活動の場合には、どん
内省５：相手と息を合わせて体を回転できた時は感動した。目を閉じても相手の動きを感じながら動く
ことができた。（1999年度受講生）
内省６：落さずにできるのかなと始めは思ったけど、実際やってみるとできたので感激した。目を閉じ
ても、お互いの動きに合わせて力加減をしたらできる。２人の息を合わせてやることが大切だと思っ
た。（1999年度受講生）
内省７：目を閉じても２人の息がぴったり合っていれば棒を落すことはない。踊りには、たくさんの動
きがあることに感動した。今日は「すごい」の連発だったと思う。（1999年度受講生）
内省８：一番印象に残ったのは、目を閉じている２人が相手の動きを感じることによって、棒を落とさ
ずに動けたことだ。お互いの気持ちが通じていれば「まさか」と思う動きまで可能にしているように見
えた。（1999年度受講生）
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な場面であろうと「息の乱れ」は、作品の完成度に大きな影響を与えてしまう。
今回の活動において受講生は、身体表現により息を合わせることを具体的に体験するこ
とができただろう。図１に示すように、息の乱れは棒を支えている指に微妙な力加減の変
化を起こす。２人は、棒を落さず滑らかに動き続けるために、相手の呼吸を聞き取るくら
いの繊細さで動いたであろう。内省５･６･７では、息を合わせて動くことで成し遂げられ
ることや、その積み重ねで表現が多様に広がっていくことに対して、素直に感激や感動を
記述している。
図１．感じ合いながら動く(最初の頃)
実際に、１本の細い棒を人差し指だけで支えながら床を転がるような動きは、目を開け
た状態で挑戦してもなかなか上手くいかない。したがって、鑑賞の時間に見る他のペアの
動きに本当に圧倒され、その驚きと感動を内省８で述べている。視覚を遮断した集中度の
高い状態で、相手の息を感じ取りながら自分の呼吸を合わせ、力加減を調整することは、
受講生にとって印象深い実際的な身体的コミュニケーョンの体験となったと言える。
(3)見えない世界で見えてくるもの
内省９：普段、目にすごく頼っていることを実感した。目を閉じると不安になるし、人にぶつかったり
する。今まで当たり前だと思っていたことがありがたく思えた。（2000年度受講生）
内省10：相手と感じ合いながら動くのは、とても不思議な感覚だった。少しでも相手の思っていること
を感じ取らなければ、すぐに棒は落ちてしまう。笑ったり喋ったりは、決してない。本当に不思議だっ
た。（2000年度受講生）  
(6)Read,H.(1956)：The Art of Sculpture，p.30，The Trustees of the National Gallery of Art, Washington．（宇佐見英
治/訳『彫刻とはなにか』，87 頁，日貿出版社，1980 年．）
(7)中村：前掲書(5)，65 頁．
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我々は、多くの情報を視覚を通して得ている事実を当然のこととして受け止めている。
内省９では、目を閉じて人と動くという活動によって、そのような当たり前の日常から離
れた時の素直な気づきが書かれている。視覚が機能しない時、人はそれ以外の感覚に頼ら
ざるを得ない。この活動では、触覚が特に重要で、触れることから伝わってくるものに注
意力を集中させることになる。そのような世界は、内省10･11･12で述べられているように、
非日常的で神秘的であり不思議な実感を誘発する。身体感覚としての内触覚性については、
造形美術の領域においても注目されている。例えば、H.Read(1956)は、V.Lowenfeld(1947)
の研究に言及し、「盲目児童の彫刻の一般的な形体は多数の触覚的印象からつくりあげら
れている。その特徴は、内部の身体的感覚、筋肉の張力や反射神経の自覚から由来するも
のである」(6)と述べ、彫刻制作と内触覚的身体感覚の関連性を指摘している。また活動を
続ける中で、ある種の心地良さを感じていることが読み取れる。それらは具体的に言うと、
内省11の「静寂な真剣な気持ち」であったり、内省12の「静かでふわふわと浮いいるよう
な気分」だったりする。そしてさらに、目を閉じて他者と感じ合いながら動く不思議の世
界では、内省12のように「何か新しいもの見えた」り、感じたりする。
彼らが得た新しい「何か」とは何であろうか。これは、他者に導かれながら自分も導い
ていくという豊かな関わりの世界そのものなのではないだろうか。中村(2000)は、「おそ
らく触覚とは、ものとの皮膚接触にとどまるものではなく、精神の中で、ものが持つ生命
そのものと触れ合うことではないだろうか」(7)と述べ、触覚が先行する世界の深遠さと可
能性を示唆している。見えない世界で見えてくるものが確かにあり、このような非日常的
な状況に身体を置く体験は、他者との繊細な触れ合いの世界への導引となっていることが
窺える。
内省11：相手の動きを目を閉じて感じ取ることが不思議な感じがして真剣になった。何だかとても心地
良かった。目を閉じた方が静寂な真剣な気持ちになれる。（2000年度受講生）
内省12：すごく神秘的でびっくりした。一人一人が何とも言えない動作と雰囲気を作り出していて感動
した。静かでふわふわと浮いているような気分になって心地良かった。何か新しいものが見えた気がし
た。（2000年度受講生）
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(4)感覚の覚醒と深化
内省13では、難しいと感じる気持ちの中で、このような活動で動きの技術以外にも大切
なことがあることに気づき、幾つか挙げている。集中力、相手を思いやる気持ち、適応す
ること、コミュニケーションの大切さ等である。単に難しいということを超えて、活動へ
の客観的な振り返りがなされており、自分の気持ちの持ち方や相手との関係性にまで学び
が深まっていことが理解できる。
内省14では、「自分を引き出してくれるもの」を活動から感じ、音楽と身体表現の関連
性について書いていると同時に、自分と一緒に動く相手と共に２人で創造していく世界を
象徴的に捉えている。２人で創造することを楽しめるようになれば、図２のように大胆な
動きも可能になり、学習がさらに深まるであろう。
図２．感じ合いながら動く(慣れてきた頃)
内省13：集中力もいるし、相手を思いやる気持ちや、適応すること、コミュニケーションの大切さな
ど、体の動きの他にも大切なことがたくさん含まれていたと思う。（1999年度受講生）
内省14：目を閉じることが、こんなにも自分を引き出してくれるものだとは思わなかった。集中したら
本当に相手の意思が伝わってくる感じがして、音楽の中に自分と見えない人が１人だけいるように思え
た。（2000年度受講生）
内省15：目を閉じても、神経を集中すると相手の動作が見える気がした。新鮮な感覚だった。決めのポ
ーズは、目を開けるとすごいポーズだった。なかなか良かった。（2000年度受講生）
内省16：１本の棒で、あんなにいろんなことができるので驚いた。目を閉じても落とさずにできて嬉し
かった 。細い棒の中にもっと細い芯があることを指先で感じた。（1999年度受講生）
(8)Brooks,C.V.W.(1974)：Sensory Awareness，p.225，Ross-Erikson，Inc．，New York．(伊藤博/訳：『センサリー
･アウェアネス』，286 頁，誠心書房，1986 年．)
(9)佐々木正人：『からだ：認識の原点』，5 頁，東京大学出版会，1987 年．
(10)Frobel,F.(1826)：Die Menschenerziehung, die Erziehungs=, Unterrichts=, und Lehrkunst，p.36，angestrebt in der
allgemeinen deutschen Erziehungsanstalt zu Keihau,．(荒井武/訳：『人間の教育』(上)，71 頁，岩波書店，1971
年．)
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内省15では、感覚が覚醒していく様子を「新鮮な感覚」という言葉で表している。同様
に、内省16では、「棒の中の細い芯を指先で感じる」という表現で指先で捉えた新しい感
覚につい記述している。C.Brooks(1974)は身体の内に潜む感覚の覚醒を目指した Sensory
awareness という触れ合いのワークを通して｢豊かな感受性と静かな情動の率直さの中で非
常に直接的で深い人間の出会いが起こる」(8)と述べている。この活動でも、新しい身体感
覚や知られざる自己及び他者との出会いが喚起されていること確認できる。
Ⅳ．身体的自己発見と保育実践の関連性
人類史において、複雑な情報化社会へと変貌を遂げる現代ほど、身体が分断され置き去
りにされた時代はないだろう。例えば、佐々木正人(1987)は「現代の科学はからだをその
本来の姿が見えないほどバラバラに切り刻み、沈黙し、従属するモノとして描いている」(9)
と述べている。このような趨勢の揺り戻しとして、身体への回帰性が叫ばれるのは、当然
のことかもしれない。身体を基点とする自由な表現が見直されつつあるのも、その現象の
１つであろう。特に、身体を軸にして人と触れ合ったり、繋がったりする活動の重要性が
再認識されている。人と人とが関わり合う中で創出される自由で即興的な動きの表現は、
教育的活動としての取組みとして、あるいは障害者と健常者が共に行うコミュニティアー
トとして、その活動の成果が期待されている。身体の実感が稀薄な時代だからこそ、逆に
身体表現という始原的なものへの関心が高まっていると言えよう。
教育学の領域で、幼児が身体を使って遊んだり表現したりすることの意義は、F.Frobel
(1826)が「遊戯は、幼児の発達の最高の段階である。というのは、遊戯とは、内なるもの
の自由な表現にほかならないからである」(10)と述べ、J.Dewey(1915)が「遊戯は子どもが
自分自身のイメージと興味とを、満足のいくような形で具体化する際に、自分の能力、思
(11)Dewey,J.(1915)：The School and Socity and The Child and the Curriculum，p.118，The University of Chicago Press，
Chicago & London．(市村尚久/訳：『学校と社会』，186 頁，講談社，1998 年．)
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考力、身体的運動の一切を自由に働かせ、相互に働かせる」(11)と指摘しているように、従
来より十分認識され、多くの指導法が研究されてきた。また近年では、幼児と表現という
視点だけでなく、身体表現活動による保育者の身体性の変容等も研究されている。身体表
現の新しい概念は、表現する身体を生成するだけではなく、身体に対する見方と考え方や
身体自体の変容を促がす可能性も示唆する。つまり、幼児の心身を広やかに解放するには、
保育者自身が解放された心身を持つことが条件であるという論理である。
幼児の精神の解放には、保育者の精神の解放が不可欠であるという考え方は、「幼児の
目線で考える」「幼児の心を失わない」というような表現で、これまで重要視されてきた。
しかし、「幼児の身体を失わない」ことの大切さは、まるで無視されている。身体が有形
的存在であるため、幼児の身体ではないことが、視覚的に明らかだからである。しかし議
論の焦点は、若く、しなやかで、瑞々しい体ではなく、「柔らかく」「開かれた」「応答す
る」身体を持った保育者と保育との関係である。筆者は、①身体表現の教育は身体的コミ
ュニケーション育成に有効である、②幼児の身体の解放と保育者の身体の解放は連動する、
という考え方をもっと明確な形で保育者養成と保育実践に浸透させる必要があると考え
る。
(1)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子・西山修：「保育者養成における即興表現の授業実践と
学びの特性」，『保育学研究』第 52 巻第 2 号，110-122 頁，日本保育学会，2014 年．
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Ⅰ．保育者養成における授業実践研究の深化
前節では、保育者養成における自由・即興・交流を主体とした「身体表現」の授業を取
り上げ、受講した学生の内省を分析した。その結果、学生が仲間と交流しながら自由に動
きを創出する体験を通して、身体や動きによるコミュニケーションの面白さや重要性を認
識すること等が確認された。また、そのような方法に基づく授業実践の可能性や保育者と
して相応しい身体について考察した。貴重な知見を得ることができたが、前節の実践研究
では、授業の特徴を最も表している１事例しか取り上げることが出来ていない。そのため、
科目としての構成が見えず、授業の在り方や学生の学びを深く論じることが難しい。
そこで本節では、連続する授業７回分を取り上げ、授業の内容と関連付けながら、即興
表現における学生の学びの特性を明らかにする(1)。
Ⅱ．授業実践の概要と手続き
１．対象の授業とそのねらい
対象とする授業は、保育士養成を行っている O 大学の「保育内容Ⅰ(音楽・身体表現)」
(保育士養成必修科目)で、身体表現の内容を教授する７回分である。授業の実践者は、筆
者である。O 大学では、身体表現に関連する科目として、「保育内容Ⅰ(音楽・身体表現)」
(２年次開講)、「保育内容Ⅱ(音楽・身体表現)」(３年次開講)」、及び「保育内容Ⅱ(総合
表現)」(４年次開講)がある。
この授業のねらいは、身体表現の特性を理解した上で、学生自身の身体や動きの表現力
を高めること、仲間との動きの関わりの中で身体的なコミュニケーション力を磨くこと、
である。７回の授業の詳細は、第３章第１節の表１に示している。
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(2)KHCoder：内容分析(計量テキスト分析)もしくはテキストマイニングのためのフリーソフトウェア。
http://khc.sourceforge.net/dl.html よりダウンロードできる。
(3)ChaSen(茶筅)：奈良先端科学技術大学院大学松本研究室で開発された形態素解析ツール。
(4)松本裕治：「形態素解析システム「茶筅」」，『情報処理』第 41 巻第 11 号，1208-1214.頁，2000 年．
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受講学生の即興表現は、課題に真摯に向き合い様々な動きを探索する中で、各人らしい
特色のある動きが出現していた。新奇性や独創性が秀逸というわけではないが、講義の授
業では見られない個性を発揮している者も多く見受けられた。総じて、動くことを楽しみ、
笑顔で積極的に取り組んでいた。
分析に使用するのは、2013 年４月から５月にかけて行われた O 大学２年次生対象の「保
育内容Ⅰ(音楽・身体表現)」で、身体表現の授業実践(全７回)後に学生が記述した内省で
ある。授業終了時に毎回、記述用紙１枚(A ４)を渡し、３日以内に提出するよう学生に依
頼した。用紙の上部は、授業の内容を箇条書きで整理するようになっており、下部には「授
業を受講して気付いたことや学んだことを記述しなさい」とコメントが付されている。罫
線が 18 行あり、これを利用して 400 字から 600 字程度の記述が可能である。記述の分量
は、自由で制限を設けていない。実践者と距離を置き、自宅で落ち着いて授業内容を思い
出しながら記述するように伝えた。学生には研究の趣旨を説明し、結果を公表する際には
匿名性を確保することを伝え、承諾を得た。受講学生は 23 人で、授業７回分の内省の記
述用紙は、合計 158 枚である。分析方法は、まずテキストマイニング(text mining)による
量的分析を行い、内省の全体的傾向や着目点を確認する。次に、代表的な事例抽出による
質的分析を行い、より具体的にデータに接近して考察する。このように本論では、即興表
現を中核とする身体表現の授業実践後、受講学生が記した膨大な内省記録を学びの特性を
読み解く手掛かりとし、量的・質的アプローチから結果を明示する。
Ⅲ．量的分析による学生の内省の傾向
１．KHCoderによる量的分析
即興表現を中核とした授業における、学生の内省の全体的傾向等を検討するため、全記
述データを対象にテキストマイニングソフト・KHCoder(Ver.2. beta.30b)(2)による分析を試
みた。KHCoder は、ChaSen(3)(松本裕治，2000)による形態素解析(4)を行った上で、抽出さ
第３章 第３節
(5)樋口耕一：「社会調査における計量テキスト分析の手順と実際―アンケートの自由回答を中心に」，石田基
広・金明哲/編『コーパスとテキストマイニング』，共立出版，119-128，2012 年．
( 6)樋口耕一：『 KHCoder2.x リファレンス・マニュアル』， http://khc.sourceforge.net/diagram.html（閲覧
2013/6/23）．
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れた語の詳細な計量的分析を行う。質的データにある種の数値化操作を加えることで、量
的な検討が可能となる。KHCoder は、自動的に取り出した語の統計分析、コーディング
結果の統計分析、元のテキストを確認するための検索や閲覧などの機能を持ち、柔軟な分
析の環境を提供する(5)(樋口耕一，2012)。質的なテキストデータを数値データと同じよう
に扱うため、恣意的になりがちな作業を避け、膨大なテキストデータに潜む情報を要約し
理解するには非常に有用である。
２．形態素解析と共起ネットワーク
まず、全記述データを ChaSen により分かち書きし、50,879 語を抽出した。抽出語の種
類は 2,484 語であった。その中から 2,110 語が分析に用いられた。分析に用いた品詞は、
KHCoder の品詞体系に従った。また、一部の語を分けずに分析するため、強制抽出の処
理を行った(例えば「身体表現」「体ほぐし」)。資料１には、頻出語上位 30 語とその出現
回数を示した。
次に、学生による内省の全体的傾向を把握するため、出現数 50 前後を目安に「共起ネ
ットワーク」の検討を行った。共起ネットワークとは、「出現パターンの似通った語、す
なわち共起の程度が強い語を線で結んだもの」(6)である(樋口，2013)。図１には、授業回
を見出しとして含めた共起ネットワークを示した（表示語数 48 語(入力語数 58 語)、表示
共起関係 90(入力共起関係 355)，Jaccard 係数 0.3 以上)。その結果、42 の語の固まりが抽
出された。
共起ネットワークでは、布置された位置よりも、線で結ばれているかどうかに意味があ
る。線が太いほど共起の関係は強い。また出現数の多い語ほど大きな円で示されている。
作成した共起ネットワーク図では、先程の頻出語一覧をより視覚的に捉えることができ、
授業と頻出語の関連も一目で理解することができる。例えば、第１回の授業では、幼稚園
児・小学生が、自由に踊っているビデオ映像を視聴したので、強く印象に残った「子ども」
「自由」等の言葉が布置されている。授業が最終に近づくと、線に繋がる語が増え、図が
より複雑さを呈する。特に、授業の総括として、グループで即興作品を創作する第６回は、
図１．学生の内省の頻出語による共起ネットワーク 
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線は細いが様々な語と繋がり合う。学生は、持てる力を総動員して創作に向かっていたと
捉えられる。多様性・独自性が重要であり、総括的である創作という活動の特性を象徴す
る。
資料１．学生の内省における頻出語（上位30語）
動き(578)／思う(491)／表現(340)／ダンス(280)／見る(187)／楽しい(180)／動く(176)／リズム
(175)／人(175)／授業(174)／体(166)／考える(150)／自分(147)／相手(147)／難しい(128)／最後
(127)／グループ(126)／感じる(118)／分かる(118)／踊る(118)／作品(112)／スポーツ(105)／良い
(104)／今回(93)／テーマ(91)／発表(84)／場面(91)／使う(90)／ウォーミングアップ(89)／他(81)
※括弧内は出現回数。
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３．重要語のコーディングと時系列分析
KHCoder の主要な機能の１つである「コーディング結果の統計分析」機能を援用し、
学生による内省の時系列的な変化について検討した。まず、特に出現回数が高く、表現活
動に関連する主要な語を選出した。
これらは、頻出語一覧、共起ネットワーク、さらに記述データ内での用いられ方を検索・
閲覧するコンコーダンス分析から、語と語のまとまりを導き出した。このような作業から
コーディングルールを作成し、各回における学生の記述を時系列的に検討するための着目
点とした。KHCoder では、コーディングの仕方により様々な側面から分析が可能である
が、今回は授業の性格が「動きながら学ぶ授業」であるため、「行為」すなわち品詞とし
ては動詞を中心にコーディングを行った。出現した「行為」を表す語を整理することで、
学生の主体性や能動性を基軸とした学びを見ることができる。
着目点の１つは、「動く」「作る」「見る」等の身体表現の主要行為に関わる語である。
授業は、１回の実践の中に、即興の課題をもとに動いたり踊ったりすること、簡単な作品
を作ること、それらをお互いに鑑賞すること、以上３つの活動を意図的に入れ組み立てて
いる。当然、これらの語の出現頻度は高いと予想されたが、これら基本的な３つの行為の
関連や変化等を確認する必要がある。
コーディング単位として文を選択し、集計単位としては「授業回」とした。これにより、
授業回ごとに、各コードが与えられた文が、どれだけ出現したかという結果が得られた。
図２には、この結果を折れ線による時系列的な変化として図示した。
図２．身体表現の主要行為の時系列変化
この結果から、以下のことが考えられる。「動く」に着目すると、授業の基礎的段階(第
１～３回)においては、２人組でイメージ等を考慮せず、即興で連続的に動きを創出する
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内容で、「動く」ことに関心が高まっていることが分かる。応用的段階に入ったところ(第
４回)で、「動く」ことへの関心は下降する。応用的段階では、イメージを考慮する、２
人組から３～４人組で動く等、課題が複雑になるため、これまでのように「動く」ことだ
けに集中することはできない。「動く」こと以外の別の点にも意識を向ける必要があった。
「作る」は、その日の授業のまとめである即興作品の創作を反映して出現する言葉である。
課題は、次第に難しくなり、第６回は、殆どの時間が作品創作であるため、グラフもそれ
を顕著に表している。「見る」ことは、授業の中でその日に創作した動きや簡単な作品を
お互いに鑑賞することを反映して出現する。「見る」は、７回の授業を通して、大体同様
の割合で安定して出現している。授業では、動いたり作ったりすることに費やす時間が多
いため、実践者が確保している鑑賞の時間は、あまり多くない。そのような状況にもかか
わらず、常に「見る」ことで学びを深めている学生の様子が推察される。この点について
は、質的分析でも取り上げる。
もう１つの着目点は、「動く」「作る」「見る」の主要行為以外に、どのような行為を表
す語が出現したかという点である。「感じる」等に代表される「感覚的行為」、「伝わる」
等に代表される「関係性から生じる行為」、「考える」等に代表される「思索的行為」、「分
かる」等に代表される「理解や判断の行為」、以上４つのコードで整理した。図３には、
これらの時系列的な変化を図示した。
図３．その他の行為の時系列変化
この結果から、以下のことが考えられる。「感覚的行為」は、授業の基礎的段階(第１～
３回)に多く出現する。この段階では、２人組で対面して行う活動が中心なので、相手を
意識して感覚を鋭敏にして動くことができたと考える。「思索的行為」は、第６回のグルー
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＊感覚的行為･･･感じる，感じ，感動 ，実感 ，感覚，等
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(7)西洋子：「保育者と身体性」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，12-19 頁，日本保育学会，2001 年．
(8)Flick,U.(1995)：Qualitative Sozialforschung，Rowohlt Verlag GmbH，Reinbek bei Hamburg．(小田博志・山本
則子・春日常・宮地尚子/訳：『新版質的研究入門―〈人間科学〉のための方法論』，春秋社，2011 年．)
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プで作品を創作する時に最多になっている。作品を作るために、動きを「考える」ことに
没頭したのであろう。授業内容と行為が合致していると捉えられる。「関係性から生じる
行為」については、授業が進行しても常に２人組、３～４人組、５～６人組と仲間との交
流の中で動くので、一定のレベルを保持していることが理解できる。興味深いのは、感覚
的行為とほぼ同じように推移している点である。この授業においては「感じる」ことと「伝
わる」ことは、かなり親和性があるのではないかと推察する。「理解や判断の行為」は、
第１～２回で多くなり、第３～５回で安定して、また第６～７回で多くなる。授業の最初
の頃は、様々な気付きや発見があり、また最後の頃には、仲間と創作したり授業を振り返
ることで理解が深まっているのであろう。
全体を見ると、第３～５回の授業の中盤の時期は、突出した行為もなく、安定して授業
に参加しているように読み取れるが、授業に慣れて新鮮な発見が少なくなっているとも考
えられる。「理解や判断の行為」が、もう少し多くなるような授業上の仕掛けや工夫が必
要であろう。
Ⅳ．学生の内省事例の質的分析
１．「身体表現の主要行為」より「見る」行為に着目して
ここでは、受講学生の内省を具体的に取り上げ、考察する。その際、ここまでの量的分
析の結果を踏まえ、内省事例の質的な検討を試みる。方法論については、西洋子(2001）、
U.Flick(1995)等の研究を参考にした(7)(8)。
まず、身体表現の主要行為「動く」「作る」「見る」のうち、特に「見る」行為に着目
する。量的分析で示されたように、受講学生は７回の授業を通して、常に内省で「見る」
ことに触れており、「見る」ことで学びを深めている様子が推察された。では、何を見て、
そこからどのような学びを獲得しているのか、実際の内省の記述により確認する。「見る」
の出現回数が多い第１回、第４回授業より、代表的事例を挙げる。内省中の下線は、筆者
が付した。
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第１回授業では、対象授業の概要を説明した。この際、即興表現への理解を深めるため、
子どもが様々なリズムの音楽に乗って、自由に踊るビデオ映像を視聴した。内省１は、そ
の映像を見て子どもの持つ豊かな創造性に触れたものである。VTR 視聴が、これから始
まる授業への効果的な動機付けになっていることが理解できる。内省２は、第４回授業の
後に記述されたもので、スポーツを題材にして、班別に短い即興作品を作った時の実感で
ある。自分達も独自の発想を持ち楽しく作品を創作したが、他班の作品を鑑賞すると、ま
た別の着想で作品を創作している。表現の多様な世界やその魅力が、見ることにより深め
られた様子がよく表わされている内省である。
２．「感覚的行為」より「感じる」に着目して
次に、「感覚的行為」より「感じる」等の行為に着目する。「感じる」は、量的分析で
は、第１回と第３回授業の内省で、多く確認された。何を感じて(何に感動して)、そこか
らどのような学びを獲得しているのか、実際の内省の記述を見てみよう。
内省１：VTRでは小学生の子どもが特に指示もなく自由にダンスをしている様子を見て、人前であるこ
とを気にせず自由にダンスをしている姿がとても楽しそうで、大学生である私達より遥かに創造力が豊
かであると思いました。(学生A ；第１回授業2013/04/12 )
内省２：私達は、野球・バレー・テニスの順で作品を作りました。作りながら意外とアイディアが浮か
んできて、こだわりを持って作りました。(中略)他のチームを見ていても楽しく、スポーツの選択が面
白い班もあって、「そういう考え方もあるのか」と気付かされた部分もありました。(学生B ；第４回授業
2013/05/10)
内省３：ストレッチ中、人の体に触れて、その感覚を覚えることや、慣れることを意識していました。
そうすることで、普段人に触れた時には感じにくい人の体の温度や触れた部分の固さや柔らかさを感じ
ることができたと思います。（学生C；第１回授業2013/04/19）
内省４：「棒を使って」では、相手の動きを体で感じ取る必要がありました。目を開けた状態で動いた
時は、お互いの動きをよく見ることができたのですが、今まで見たことのない動きをしていたので、と
ても神秘的で思わず見とれてしまいました。あの感動はなかなか言葉では表現できないですが、今まで
感じたことのない気持ちが押し寄せてきました。（学生D；第３回授業2013/04/26）
(9)山口創：『子供の「脳」は肌にある』，光文社新書，18 頁，2004 年．
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第１回は、初回であるため、２人組でのストレッチ等、体ほぐしを丁寧に行った。２人
組のストレッチでは、１人がペアを組んだ人の補助を行い、背中を押したり首の筋を伸ば
したりする。ストレッチをする役と、補助役は交代で行う。内省３では、このような活動
を通して、普段殆ど意識しない身体の体温や固さ等を、他者に触れることで、直接的に感
じ取り学んでいる。その後、全員で円になって波のように動いたり、２人組で手を繋いだ
まま立ったり座ったり等、音楽を流しながら簡単な動きを行う。第３回授業では、２人組
で約 20 ㎝の１本の棒を人差し指で挟んだまま、様々な動きを試みる。内省４では、相手
の動きに集中して、緩やかに繊細に表現するこの活動を通して、感覚が研ぎ澄まされる体
験をしている。この授業を中心に分析した前節の研究でも、同様の結果を得ている。図４
のように、棒によって敢えて相手と距離を保つことで、身体に触れて感じることとはまた
違う身体の感覚が磨かれる。また、皆が黙して真剣に表現に向かう非日常的な空間、その
不思議さに目を見張り、心が揺り動かされたことも重要である。心理学者の山口創(2004)
は、「体の持つ「感じる力」、すなわち身体感覚・皮膚感覚というのは、豊かな心を育む
ためには不可欠」(9)であると述べている。身体で感じる、そして心が動く、という学びの
経験は、保育で大切にされている子どもの感性の育成にも直結するであろう。
図４．「１本の棒を使って」の場面
(10)平田オリザ・蓮行：「コミュニケーション力を引き出す―演劇ワークショップのすすめ」，PHP 新書，23-25
頁，2009 年．
- 97 -
第３章 第３節
３．「関係性から生じる行為」より「伝わる」に着目して
ここでは、「関係性から生じる行為」より「伝わる」「触れ合う」等の行為に着目する。
これらの行為は、量的分析では、第１回と第５回授業の内省で、多く確認された。
内省５では、第１回授業の体ほぐしを通して、触れ合いを楽しむことで他者との距離が
縮小する等の気付きを得ていることが窺える。また、触れ合いやダンスによるコミュニケー
ションの可能性が記述されている。第５回授業では、街の風景や生活の中から主題を得て、
短い即興作品を作った。内省６を記述した学生は、誘拐事件を主題に作品を作っており、
自分達の作品の問題点の把握が客観的になされている。また、鑑賞者に表したい場面が確
実に伝わるように、身体や動きで表現する方法への深い関心が読み取れる。現代に生きる
我々にとってのコミュニケーションの問題は、実は表現力の低下ではなく、「自分の意志
を他人にどうしても伝えなければならないという局面に殆ど立たない」ことであると平田
(2009)は述べる。それは、特に子どもにおいて顕著であり、「伝える技術」よりも「伝え
たい気持ち」の育成がまず必要であると言う(10)。身体や動きによる表現で作品を創作・発
表するという状況に直面して、学生の記述からは伝えたいという気持ちが強く生成されて
いることが分かる。以上の点も、授業における学びの一側面として捉えられる。
４．「思索的行為」より「考える」に着目して
さらに、「思索的行為」から「考える」等の行為に着目する。「考える」は、量的分析
内省５：皆で円になって体ほぐしをした時、全員が笑顔で楽しんでいて、普段あまり話したりしない人
との距離も触れ合って楽しむことで縮めていくことができ、コミュニケーションに最適なのは触れ合い
やダンスなのかなと思った。（学生E；第１回授業2013/04/12）
内省６：私達の班は「誘拐事件」を主なテーマとし、事件発生から犯人の追跡、確保までの一連の流れ
を表現しようとしました。しかし、台詞をたくさん用いてしまったせいで、劇のようになってしまいま
した。他のグループの発表を見てみると、言葉を使わずに上手く身体を使って表現していました。相手
に場面が伝わるように身体で表現するにはどのような工夫が必要かこれからも考えていきたいと思いま
す。（学生F；第５回授業2013/05/17）
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では、第４回と第６回授業の内省で、多く確認された。
第４回授業では、スポーツを題材に即興作品に取り組んだ。３つのスポーツを選択して、
その名場面（各１分程度）を繋いでオムニバス形式の即興作品に仕上げる。内省７では、
人の動きと物の動きの関連や動き方の工夫、身体表現に相応しいスポーツの選択等につい
て、動きを積み重ねる中で、重要な考察に至っている。第６回授業では、スポーツまたは
生活や街の風景から題材を選択して、最終発表のための作品を創作した。内省８では、班
員５～６名のうち主役だけが動くのではなく、主役を引き立てるような動きを全員ででき
るように考えを巡らしている。表現の場面を様々に工夫している様子も十分窺われ、発表
に向けての意気込みが伝わる。
５．「理解や判断の行為」より「分かる」に着目して
最後に、「理解や判断の行為」から「分かる」「決める」等の行為に着目する。これら
の行為は、量的分析では、第２回と第６回の授業の内省で、多く確認された。
第２回授業では、内省９で記述されているように、２人組で多様な動きの体験をする。
跳躍や回転等、躍動的に動くと表現性が高まることに気付き学んでいる。受講学生らは、
内省９：２人で手を繋いで回ったり、引っ張り合ったりするだけでなく、そこからさらにジャンプを取
り入れたり、クルクル回りながらお互いに離れていったりすると、よりダイナミックな動きになり、ダ
ンスらしさが現れることが分かりました。（学生Ｉ；第２回授業2013/05/10）
内省10：私達の班は「スポーツ」をテーマにすると決めてから何のスポーツにするかなかなか決まら
ず、思い浮かぶスポーツを皆で出し合ったところ、「縄跳び・長縄」に決まりました。次にストーリー
を大まかに決めました。そこまで決めたら実際に体を動かして動きを考えました。（学生Ｊ；第６回授業
2013/05/24）
内省７：一番難しく感じたのは、バドミントンの動きだったと思います。２人組でダブルスの試合をす
るという設定でしたが、シャトルはバスケットボールと違って滞空時間が長いため、誰が打つか戸惑う
場面がありました。このことから選択するスポーツは、よく考えるべきだと思いました。（学生G ；第４
回授業2013/05/10）
内省８：前回行った面白い動きを取り入れながら、グレードアップして表現したり、リズムを変えるた
めにスローモーションにする場面を作りました。主役の動きはたくさんありますが、脇役の動きがなく
なってしまう時があります。しかし、私達は、皆がどんな時も表現が止まることにないように、考えを
出し合いました。（学生H ；第６回授業2013/05/24）
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このような動きの体験は初めてと推察され、新しい発見、理解や納得の記述が多く見られ
た回であった。第６回授業では、先述したように最終発表のための作品を創作した。内省
10を見ると、創作では、題材や物語の粗すじ等、決定することが連続的に浮上することが
分かる。限られた授業の時間の中で、優先順位を付けて次々と決めていく必要があり、協
調性や柔軟性、一方でリーダーシップや推進力が必要である。今、何が重要で優先すべき
ことは何か、ということを複数で考えつつ進めるということは、保育の場でも大変重要で
あり、学生は創作活動を通して実践的な学びを展開している。
Ⅴ．即興表現で獲得される学びとは
以上、量的分析及び質的分析により、受講学生の内省を詳細に検討した。即興表現を中
核とする授業における学びの特性は、行為に着目した場合、図５のように図示できる。す
なわち、「身体表現の主要行為」である「動く」「作る」「見る」を中心に、「感覚的行為」、
「関係性から生じる行為」、「思索的行為」、「理解や判断の行為」等の出現を見ることが
でき、端的に言えば、学生は動きながら、感じたり、考えたり、伝えたり、判断したりし
ていることが明らかになった。行為は複層的であり、実際に動きながら多種の行為を同時
に行っている学生の学びの姿が浮き彫りになった。また、その具体的な内容は、身体や動
きへの新鮮な驚きや実感から、作品の見せ方や表現の工夫まで、広がりがあり、仲間との
関係性の中で深められていく様子も確認することができた。
図５．即興表現における学びのイメージ
(1)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子・髙橋敏之：「保育を学ぶ学生と障害児が交流する身体
表現の実践とその教育的価値」第 21 巻第 1 号，5-15 頁，日本幼少児健康教育学会，2013 年．
(2)内閣府：『障害者基本法の一部を改正する法律』（平成 23 年法律第 90 号）第 16 条より抜粋，2011 年．
(3)柴崎正行：「特別な支援を必要とする乳幼児の保育に関する動向」，『保育学研究』第 47 巻第 1 号，82-92
頁，日本保育学会，2009 年．
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Ⅰ．保育を学ぶ学生と障害児との交流
１．保育における障害児の援助の問題
本節では、保育を学ぶ学生と障害児が交流する身体表現の実践から、学生の学びの様相
を明らかにし、保育者養成における新しい授業の在り方を構想する手掛かりを得る(1)。
2007 年度に特殊教育から特別支援教育への転換が図られ、共生社会の形成の基礎とな
るべき教育の在り方が示された。これを受けて幼稚園や保育所においても心身に障害のあ
る子どもを受け入れ、他の子どもと一緒に成長を見守るという考え方が浸透してきている。
このような考え方を実践したものは、以前から「統合保育」として認知されていたが、2011
年の障害者基本法改正により強化される方向に進んでいる。同法の第 16 条には「可能な
限り障害者である児童及び生徒が障害者でない児童及び生徒と共に教育を受けられるよう
に配慮しつつ、教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な施策を講じなければな
らない」(2)と明記されている。障害児も一人の子どもとして最善の利益を保証されること
は当然であり、この考え方は世界的な動向でもある。
しかし保育現場では、このための人的・物的環境の整備が遅れているのも事実であり、
柴崎正行(2009)は、発達障害への対応等、幾つかの課題において「保育現場の混乱」(3)を
指摘している。保育現場では、園内研修による保育実践の見直しや専門家による研修等を
度々実施し、障害のある子どもとない子どもが共に学び合う保育の在り方を求める模索が
続いている。特に「統合保育」の場で、集団に馴染めない障害児を、どのような保育の工
夫で遊びに導くのかという点が重要な課題となっている。
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(4)厚生労働省：「保育士養成課程等の教育課程について(中間まとめ)」，2010 年．
(5)石塚謙二：「これからの特別支援教育に期待すること」，岡崎祐士・青木省三・宮岡等/監修『こころの科
学』第 163 号，23 頁，日本評論社，2012 年．
(6)柴崎：前掲論文(3)，87 頁．
(7)柴崎：前掲論文(3)，87 頁．
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２．保育者養成の教育課程における問題
一方、保育者養成機関は、以上のような保育現場に対応できる、より専門性の高い保育
者を輩出する使命がある。現在、保育者養成教育においては、「障害児保育」等の科目を
必修科目として履修させて、障害児を理解し援助する力量を育成している。2011 年度に
改訂された保育士養成の教育課程では、今まで以上に「実践力や応用力をもった保育士を
養成する」という方針が明確に打ち出されており、「障害児保育」は、単位数が１単位か
ら２単位へ変更され、重要度を増した(『保育士養成課程等の改正について（中間まと
め）』(4))。「障害児保育」等の科目の充実は、保育者養成教育にとって不可欠であるが、
この科目の特性は、障害の理解、種類や特徴、援助の基礎を学ぶことが主であるため、実
際の遊びの内容や方法まで学びを深めることは難しい。実際の保育で障害児の遊びを展開
する力量を育成するためには、「保育内容」５領域系列の科目の一部を充当したり、ある
いは養成機関独自の新たな専門科目を開講し補完する方法が考えられる。
限られた教育課程の授業の中で、子どもの日々の遊びと直結する表現領域の科目は、特
に重要である。これからの「インクルーシブ教育システムの構築」(5)(石塚謙二，2012)に
向けて、障害のある子どもとない子どもが一緒に遊ぶ場面を想定して、授業内容を再考す
る必要があるだろう。柴崎は、障害児が集団活動に参加するためには「リズミカルな身体
と言葉を基にした動きを、楽しく繰り返しながら共有していく活動そのものが有効」(6)で
あると述べている。また、保育実践の中で「どのような音楽やリズムを取り入れていけば
発達に障害のある子どもたちも楽しく積極的に参加していけるのか」(7)という課題を保育
の基礎研究として積極的に積み重ねるべきであると指摘している。以上の知見からも、障
害児における表現活動の重要性が認識されると共に、この領域の研究が強く求められてい
ることが分かる。保育者養成の段階から障害児への対応を考慮して表現領域の科目を充実
させることができれば、新卒保育者を力強く支えるものになるだろう。
筆者は、これまで保育者養成における「身体表現」の授業実践について研究し、身体表
現の持つ新たな可能性を提示してきたが、障害児との関わりを念頭に置いた授業設計では
第３章 第４節
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なかった。これからの保育者養成における身体表現教育は、これまでの方法論を基盤とし
て、障害児への対応も視野に入れた新たな授業の在り方を考える必要がある。
そこで筆者は、保育を学ぶ学生が、身体表現を通して地域の障害児と触れ合う場を構築
することに着手し、実践を計画した。本節では、参加した学生の内省を分析し、学生の学
びの様相を通して実践の教育的価値を検証する。
Ⅱ．実践の概要と研究の手続き
１．実践の概要
保育を学ぶ学生が障害児と触れ合う場を構築するにあたって、大学が立地する地域の障
害児とその家族の会の協力を得ることができた。保護者からは、学生との触れ合いによる
子どもの余暇の充実に対して大いに期待を寄せられた。保護者の要望に応え、取組みにお
いては、学生が学びを深める場であると同時に、子どもにとっても自己実現を促す楽しい
学び合いの場となることが重要である。
筆者の実践は、障害児の療育を目的に行われるものではない。実践者は、医療の専門家
ではないので、何かを治癒したり発達を促進することのみを目的に実践を進めることはな
い。障害の特性の基礎的な理解は必要であるが、人と関わりながら身体表現を楽しむこと
を最重要とした。子どもには、振付けを正確に再現することよりも、一人一人の主体的な
動きを引き出すような援助を目指す。学生は援助しながら、子どもと表現し、その関わり
の中で自らの表現を磨く。
実践は、図１のように段階的に進めるように計画した。本節で取り上げるのは、第１段
階の部分である。第１段階の活動内容は、子どもの発達(障害の理解)及び興味・関心を把
握するために、舞踊教育や幼児教育で取り扱う様々な教材を活用して、１回完結型の内容
とした。この実践で、子どもと学生は身体表現を通して、信頼関係を築きながら楽しさや
喜びを共有し、学び合う。保護者と実践者は、子どもや学生に対して成長への期待を持ち
ながら実践を支える。また子どもは保護者に見守られることで安心感を持ち、認められる
ことで充実感を持つ。以上の関係性を図示すると、図２のようになる。
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２．実践と研究の手続き
O 大学を拠点とするこの活動を「OPU キッズダンスワーク」とした。「OPU キッズダン
スワーク」は、2009 年 10 月に保護者と研究会を持ち、2010 年１月から月に１回の活動を
開始した。参加した子どもは、ダウン症児５名、自閉症児１名、ダウン症・自閉症重複児
１名、発達障害児１名、そのきょうだい児４名、計 12 名である。定型発達児のきょうだ
いも一緒に活動した。年齢は３歳から 10 歳(2010 年４月現在)である。ダウン症や自閉症
であり、知的な遅れのある者も数名いた。多様な子どもの集合体であることが「統合保育」
的な場となり、実践の意味があると考え、障害種別で区分はしていない。子どもの特徴や
配慮すべき点については、事前に保護者から聞き取りを行い、個人カルテを作成して確認
した。学生は３・４年生の希望者７名でゼミの研究・教育活動の一部として位置付けた。
実践の主たる進行は、筆者が担当した。
実践に参加した学生と保護者には、この活動は大学の教育の一部であり、且つ実践的な
研究の対象であるため、倫理的配慮には十分注意をした上でデータ収集や結果を公表する
こともある旨、説明をして許可を得た。活動は毎回 VTR に撮影し、参加した学生には事
後に情報カード１枚(400 字程度記入可能)に内省を記述させた。記述に際しては実践者(筆
者)の意図が入り込まないように、記述中の学生への声掛けは敢えて行わず記述に専念さ
せた。保護者とは子どもの様子について活動前後に話をしたり、不定期ではあるが活動の
感想の記述を依頼した。実践者も事後に実践の省察を記録した。本節では、学生の内省を
   
【子どもの発達・興味・関心の把握】 
舞踊教育や幼児教育で取り扱う様々な教材を活用した
内容を１回完結型で行う。 
第１段階 
  
【子どもの自信や充実感に繋げる】 
これまでの体験を踏まえて、お互いの動きを鑑賞した
り、保護者や第三者に対して発表を行ったりする。 
第３段階 
  
【子どもの発達を踏まえ、興味・関心のある内
容を伸ばす】 
特に興味・関心のある内容を連続して行う。 
第２段階 
 
学生 
実践者 保護者 
子ども 
 
楽しさ・喜び 
 信頼関係 
指 導 安心感 
 成長への期待 
図２．実践における学び合いの関係性
図１．段階的な実践の計画
(8)川喜田二郎：『発想法』，中公新書，1967 年．
(9)中嶋夏：「子どもの身体とダンス」，佐藤学・今井康雄/編『子どもたちの想像力を育む』，304-323 頁，東
京大学出版会，2003 年．
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中心に、KJ 法等の方法論を参考にして整理して、分析・考察を行った(8)。実践者の記録、
保護者のコメント、映像記録等は、内省の正確な読み取りのために補足的に活用した。使
用した学生の内省からは、学生及び障害児の実名が特定できないように配慮した。
３．具体的な実践の内容
実践内容の構成は、地域の障害児のためのダンス実践を先行して行っている中嶋夏
(2003)の実践(9)を参考に「①体ほぐしと遊び、②本日の課題、③学生によるリズムダンス
指導」以上３つの活動を柱とした。
導入の「体ほぐしと遊び」では、学生と子どもが手を繋いで円になって回ったり、体で
トンネルを作って遊んだりする。また、図１に示すように床を転がる動きや軽いジャンプ
等をして、体をほぐす。体と体が自然に触れ合うことで、お互いに緊張感を取り除き、心
と体が表現に向かうよう準備を整える。「本日の課題」では、「音」や「物」を手掛かり
に人と関わりながら即興的に動いたり遊んだりする活動や簡単な振付けで律動的に踊る活
動を行う。ここで準備した「物」は、人との間に柔らかく存在し動きを創出しやすい物、
ビニール製のボールや大きな薄い紗の布、図２に示すようなパラバルーン等である。「学
生によるリズムダンス指導」では、学生が子どもと踊りたい楽曲を準備し、簡単な振付け
を考えて一緒に踊る活動とした。活動時間は途中休憩を入れて、全部で１時間程度である。
活動場所は、O 大学リズムダンス室である。月１回、日曜日の午前 11 時から行った。実
践内容は、資料１の通りである。
図１．体ほぐしの一場面 図２．パラバルーンと踊る
(10)玉川邦夫：『ダウン症のこどもたちを正しく見守りながらサポートしよう』，16-17 頁，日東書院，2012 年．
(11)日本自閉症協会：『自閉症ガイドブックシリーズ 2 学齢期編』，14-16 頁，シンソー印刷，2003 年
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Ⅲ．子どもの反応と参加学生の内省分析
１．実践における子どもの特性と関心
一般にダウン症児は、様々なことに好奇心を持ち人に対して親密性がある(10)。参加して
いるダウン症の子どものほとんどは、活動に興味をもって参加していた。全体に動作はゆ
っくりであるが、模倣能力が高い子どももおり、踊ることに抵抗がない。自閉症児は、場
に慣れるのに少し時間がかかったり、自分なりのこだわりがあることが多い(11)。参加して
いる自閉症児の中には、円滑に活動に入れない子どももいた。保護者が一緒であれば参加
できる子どもは、保護者の協力を得ながら進行した。
参加している多くの子どもは、律動的な音楽に関心があり、簡単な振付けであれば、真
似して踊ることができた。「〈大きな栗の下で〉をサンバで踊ろう」、「ムシキングサンバ
で踊ろう」は、サンバ調の短い律動的な楽曲で簡単な振付けを皆で踊った。間奏や後奏の
部分は、自分の好きな動きで踊ることにしたが、学生や友達と自由に関わりながら踊るこ
とができた。表現的な活動では少し困惑する場面も見られた。「新聞紙で遊ぼう」では、
新聞紙を投げて掴む、新聞紙の動きを真似する(新聞紙になる)、等の活動をした。振付け
資料１．実践内容（第１段階：2010年１月～11月)
第１回(１月)：体ほぐしと遊び，「新聞紙で遊ぼう」，リズムダンス「それいけ！アンパンマン」．第
２回(２月)：体ほぐしと遊び，「〈大きな栗の木の下で〉をサンバで踊ろう」，リズムダンス「いろい
ろな動物」．第３回(３月)：体ほぐしと遊び，「まねっこフリーダンス」，リズムダンス「ハッピージ
ャムジャム」．第４回(４月)：体ほぐしと遊び，「ふわふわボールと遊ぼう」．第５回(５月)：体ほぐ
しと遊び，劇遊び「狼なんて怖くない」，リズムダンス「ＷＡになって踊ろう」．第６回(６月)：体ほ
ぐしと遊び，「この音なあに」，リズムダンス「ＷＡになって踊ろう」．第７回(８月)：体ほぐしと遊
び，「大きな布で遊ぼう」，リズムダンス「大きな栗の木の下で（サンバ）」．第８回(９月)：体ほぐ
しと遊び，「ムシキングサンバを踊ろう」，リズムダンス「ドラえもんの歌」．第９回(10月)：体ほぐ
しと遊び，「フロートで遊ぼう」，リズムダンス「勇気100％」．第10回(11月)：体ほぐしと遊び，「パ
ラバルーンで遊ぼう」，活動後に茶話会． ※下線は「本日の課題」
- 106 -
第３章 第４節
等はなく、即興的に動きを創出する活動である。この実践では、新聞紙という無機物の動
きを真似することについて、理解に時間を要した。同様に「ふわふわボールと遊ぼう」の
活動は、ボールの感触を楽しみながら遊ぶことはできたが、「ボールの回りを走ろう」等、
ボールを象徴的に置いて動きを展開すること、あるいは「ボールを西瓜に見立てて食べよ
う」等、見立てからの動きの展開は浸透するのに時間を要した。
２．実践後の学生の内省
分析に使用した内省は、活動に毎回参加していた４年生の学生Ａ、学生Ｂ、学生Ｃ、以
上３名のものから抽出した。抽出した内省は、資料２に示すように、子どもへの援助に関
するもの、個別課題への対応に関するもの、子どもへのリズムダンス指導に関するもの、
以上３つの枠組みに整理することができた。下線は、筆者が内省の中で特に重要と思われ
る部分に付した。子どもの名前は、仮名である。
資料２．枠組み別に整理した学生の内省
枠組み 番号 学生の内省の内容
(1)子どもへの
　 援助
１ 前回一度会ってはいたものの、まだあまり顔も覚えていなかったので、どのように接していけばよいの分からな
かった。また、首にコルセットをしている子どももいたので、関わることに少し不安も感じた。しかし、活動の
様子を見ていると、ジャンプや転がる等の動きができていたので、怪我のないように見守ることが大切だと思っ
た。(学生Ａ;2010/01/10)
２ ダンス室のおもちゃや機材に目がいっている子どもに対して、近くに行き同じような動きができるように関わっ
ていくと、楽しそうに活動できたりする。寝転んでいる大人の背中を転がるという動きのとき、転がっていなく
ても上に乗るなどしている子どもがいるが、同じような雰囲気は味わえているのではないかと思った。(学生Ａ;
2010/02/27)
３ 全員で行うときに輪に入れていても、だんだん時間が経つにつれて、１人で遊んでしまう子や多動な子は、お父
さんお母さんではなく、私達学生が対応できるようになりたいと思う。そのためには、もう少し回数を重ねて様
子を見てみるのも大切だと思う。活動自体は、ほとんどの子どもがダンスや表現を楽しめているので、とても有
意義な時間になっていると思う。(学生Ｂ;2010/03/28)
４ 徐々に子どもが慣れてきてくれてダンス以外の時（休憩等）にも楽しく遊ぶことができた。「寝転んで回る」等
の活動ができない子どもに、どのようにすれば参加しようという気持ちになってもらえるのか難しいと思った。
(学生Ａ;2010/06/26)
５ １つの動き（回ったり、転がったり）をやり出すと、その動きを続けて「目が回るー」と言ってはしゃいでい
た。楽しそうだった。進行の指示はある程度通り、動きが分かると大きく身体を動かして活動によく参加できて
いた。私は子どもの動く様子を見て「ゆっくりでいいよ」「目が回るね」と子どもが動きすぎて疲れないように
声掛けをした。しかし、大丈夫そうだったので褒めたりしながら動いていた。(学生Ｂ;2010/06/26)
６ 全体的には、活動の流れに沿って動きを誘導していく感じで、参加して楽しいよ！ということを自らが動くこと
で伝えようとした。上手に出来たことを褒めながら積極的に参加できるように促した。学生はそれぞれに役割が
あると思うが、私は全体の中で動きについていく子ども達をサポートしていく感じで、個別に対応が必要な子ど
もと関わることが少ないと思った。援助者同士の動きを見ながら臨機応変に動くようにしたいと感じた。(学生Ｂ
；2010/10/11)
７ 今回で最後だったので、子ども達とたくさん関わって楽しもうと思い取り組んだ。子ども達については最初はど
う関わったらいいか分からない部分も多くあって、大変なときもあったけど、回を重ねるに連れて様々な関わり
を持ててよかったと思う。(学生Ｂ；2010/11/28) 
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Ⅳ．学生の内省から読み取れる学びの様相
資料２に整理した学生の内省から、実践における学びの様相を分類した３つの枠組みに
沿って分析・考察する。
１．子どもへの援助
(2)個別課題　
　　への対応
８ ユウ君は、円になり手を繋いで行う活動の時など、始めは行っていても少し経つと手を離して走って行ってしま
うことがあった。お母さんの呼び掛けで戻ってくることが多かったが、私が活動に誘っても来てくれることがあ
った。どの程度関わったり、声掛けしたりしていけばよいのか悩むところであるが、一緒に活動が出来る時間が
増えていけばいい。(学生Ａ；2010/03/28)
９ ユウ君は手を繋いだり輪になったりするのは短時間しか持たない。暑かったこともあり、お茶を飲題への対応み
たがったりと、ダンスに集中できないこともあるようだった。あまり無理にさせようとしても参加できないかと
思い、ダンスの輪から出ていたら声を掛けるようにした。出ていたら声を掛けるようにした。また、音楽に合わ
せて動くときには、カエルのときは「ぴょんぴょん」など声を掛けてみた。「座ろう」と言うと座ってくれた
り、歌を口ずさみながら歩いたりと、ユウ君なりに参加しているのかなと思える場面はたくさんあった。(学生Ａ
；2010/05/23)
10 マモル君は、体ほぐしでも「転がる」「ハイハイで進む」等は一緒にしようとしていなかった。寝転ぶように誘
導してみたが、嫌がっていたので、私自身が寝転び転がると、それを追いかけて楽しんでいた。同じ活動ではな
いので、どの様にするべきか迷ったが、楽しんでいるようだったので、無理に寝転ばせないようにした。「狼な
んか怖くない」でもあまりルールは分かっていなかったかもしれないが、私たちとの追いかけっこを楽しんでい
るようであった。友達と手を繋ぐことには慣れてきているように思う。(学生Ａ；2010/05/23)
11 水遊びが好きなマモル君は、水道や流しを見つけると気になるようで、たびたび水道の方へ近付題への対応き、
私に「水を出して」と訴えていた。活動にはまだ一人で入れず一緒にやったり背中や膝に乗ってくることが多
い。学生や先生に両手を繋がれると活動できる。また水道に近付いたときには、優しく丁寧に「今日はできない
んだよ」と伝えると活動に戻ってくれた。(学生Ｃ；2010/06/26)
12 マモル君は今日は眠たかったのか、初めから活動に入るのを少し嫌がっていた。上手く誘えている時は活動に集
中して参加できているが、手を離したり他の子が急に離れたりする等してそちらの方に注意を向けると、活動に
参加できなくなってしまうので、マモル君の担当学生を決めて関わる方がいいかもしれない。お母さんは「頑張
ってダンスに参加してほしいと」と思われているようなので。(学生Ｃ；2010/11/28)
(3)子どもへの
　リズムダンス
　指導
13 「いろいろな動物」のダンスでは、動物の動きを「好きにしていいよ」と言うと困った様子だったので、学生が
３人いるならできるだけそれぞれが違う動きをするように心がけた方がいいと感じた。また手本を見せるという
ことは非常に大切であると感じた。(学生Ｃ；2010/02/27)
14 前回のダンスと同じものを踊った。手で「マル」を作る動きを初めに練習したことで、子ども達も分かりやすか
ったかなと思う。今回は、２回目で子ども達の動きが良かったような気がした。部分的に掛け声を入れたり、ポ
イントとなる動きを入れることでダンスとしてのまとまりができると思った。(学生Ｂ；2010/06/26)
15 リズムダンスでは、楽しい音楽を聴いて選択したいが、初めて見て踊る子ども達にとっては、リズムが分かり易
く繰り返しが多くある方がいいのでは、と思った。次回は、子ども達が知らない曲や振付けでもス指導ポイント
となる動きを決めて、子ども達がダンスすることを楽しめるように工夫をしたい。(学生Ｂ；2010/08/08)
16 「ドラえもん」の比較的ゆっくりとした曲だったので、子ども達も踊りやすかったのではないかと思う。いつも
学生の踊りを見て並んで踊るという感じなので、違う形はないのかなと思うが、なかなか思い付かない。(学生Ａ
；2010/09/12)
17 曲は「忍たま乱太郎」の「勇気100％」を選んだ。X保育園さんの運動会ダンスをアレンジし、鈴を持って踊っ
た。鈴には皆とても興味を示しており、楽しそうに真似をして踊ってくれた。１番だけの予定だったが２番まで
踊った。鈴を持ったことで楽しい雰囲気が出て良かったと思う。(学生Ａ；2010/10/11)
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学生の子どもへの援助の在り方については、回数を重ねる中で顕著に変化が見られた。
活動を初期(１・２・３・４月)、中期(５・６・８月)、後期(９・10・11 月)の３期に分
けて、その変化を中心に論述する。
まず、活動初期に記述された内省１～３を見てみよう。ダウン症児・者は、関節や筋肉
が極端に柔らかいという特徴があり、弱い部分を保護している場合がある。学生Ａは、内
省１に記述しているように、ダウン症児が首にコルセットを巻いて参加していることに不
安を抱いた。対象児の動きを注意深く観察した学生Ａは、「怪我のないように見守る」こ
とが重要であると認識している。翌月の活動で同じ学生Ａは、実践者が提示している動き
を全く同じようにできなくても、それに近い動きが出来ていれば認めたいという気持ちを
内省２で述べている。一方、学生Ｂは、内省３で集中力が途切れて途中で活動に参加でき
なくなる子どもに対して、保護者の力を借りず対応できるようになりたいと考える。また、
個々の子どもの様子を観察することとその積み重ねが重要であると述べている。
次に、活動中期に記述された内省４・内省５を見てみよう。活動の中期になると、学生
の援助が少しずつ変化し始める。学生Ａによる内省４からは、子どもの動きを見て、悩み
ながらも援助の在り方を模索している様子が読み取れる。内省５によれば、学生Ｂも子ど
もの動きを具体的に捉えており、「子どもが動きすぎて疲れないように」等、子どもの動
きを予測したり体調を考慮したりして声掛けができるようになっている。また、子どもの
様子を確認しつつ、自ら動きながら褒めるということも行っている。
さらに、活動後期に記述された内省６・内省７を見てみよう。活動の後期に入ると、学
生Ｂは活動の楽しさを主体的に「自ら動くことで伝えようとした」と内省６に述べている。
また、自分の援助方法や仲間の援助方法を客観的に見ることができるようにもなっている。
翌月最終日に、同じ学生Ｂは、子どもと多く関わって楽しみたいという気持ちやこれまで
の振り返りを内省７に記述している。活動の締め括りを迎えた学生の充実感が強く確認で
きる。
以上、活動初期、中期、後期の内省を見てきたが、学生の子ども理解や援助の質は、活
動を通して確実に変化していることが分かる。活動の初期では、子どもへの不安感や自己
の未熟さの認識から見守りや観察等、子ども理解に重点を置いている様子が窺える。中期
には、子どもの動きを捉え積極的に関わろうとしており、本格的な援助ができ始めている。
子どもの様子を確認しながら褒める、動きながら声を掛ける等、同時に２つ以上の事柄が
遂行されており、学生の援助は飛躍的に深化している。後期においては、活動の楽しさを
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言葉ではなく自分の動きで伝える等、自らが表現することの重要性を認識し、身体表現活
動に相応しい援助へと著しく成長している様子が見られる。
２．個別課題への対応
学生は、各々の課題を有する個性的な子どもへの対応について、様々に思考を巡らせた
り援助を試みたりしている。全体としては、子どもも学生も回を重ねるごとに、深く交流
し親密性を増していったが、活動への参加が難しい子どもについては、個別の課題を把握
した上で、より専門的な関わりが必要であった。活動への参加が難しいユウジ君(自閉症)、
マモル君(ダウン症・自閉症重複)について、学生Ａと学生Ｃは特別な配慮の重要性を認識
し、活動の様子を詳細に記述している。
まず、ユウジ君に関する記述を見てみよう。活動では、毎回最初に手を繋いで円になり、
皆で歩いたり走ったりする。ユウジ君は、手を繋ぐことが難しく１人で円の周りをぐるぐ
る回ることが多かった。内省８・内省９からは、学生Ａが活動に参加しながらも、時機を
捉えて対象児に働きかけ様々な援助を試みている様子が読み取れる。また「ユウジ君なり
に参加している」場面を見付けて認めようとしていることが分かる。
マモル君も全体活動への参加が難しい子どもの１人である。学生Ａは、内省10において
マモル君が皆と全く同じ活動ではないが、同じような状況で動きを楽しむことができるこ
とを捉えている。また学生Ｃは、内省11に記述しているように、マモル君の関心を押さえ
て「今日は水に触れることはできない」等、その場に応じた適切な言葉掛けを行っている。
内省12では、対象児に相応しい援助の在り方を保護者の気持ちも汲み取りながら真摯に考
えている様子が読み取れる。
これらの記述からは、ユウジ君やマモル君のような成長の度合いが緩やかな子どもの僅
かな変化に敏感に対処すること、また全体の活動に参加しながらそのような子どもの適切
な援助方法を絶えず模索すること等、座学では得られない体験による学生の深い学びが読
み取れる。
３．子どもへのリズムダンス指導
「学生によるリズムダンス指導」は、約１時間の活動の中で 15 分程度ではあるが、学
生が主体となって進行する貴重な時間である。学生は、子どもと踊りたい短い楽曲と、そ
の楽曲に相応しい簡単な振付けを準備しておく必要がある。
(12)柴崎：前掲論文(3)，87 頁．
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内省13・内省14では、指導する者として人数を活かしながら「手本を見せる」ことの重
要性に触れたり、「掛け声」や「ポイントとなる動き」等、振付けの工夫について記述さ
れている。内省15では、選曲について楽しい楽曲を選ぶだけではなく、繰り返しが多いこ
とが子どもの振付けの理解に繋がることが示されている。内省16では、子どもに伝えやす
い指導時の隊形の在り方について模索していることが読み取れる。内省17では、楽器を活
用する等さらに楽しく踊るための演出の工夫について記述されている。短い指導時間では
あるが、進行に責任を持ち取組んでいる学生の真剣さが読み取れる。楽曲の選択、振付け、
指導法、演出法等、指導に関わる様々な気付きや学びを得ていることが分かる。
Ⅴ．実践の教育的価値
緩やかに成長する障害児の身体や動きを見守り援助していくことは、学生にとって非常
に意義深い経験となった。学生の学びを整理すると、以下の３点に総括できる。第１に、
援助の経験を積み重ねることで、動きながら声を掛ける等、行為をしつつ援助を行うこと
ができるようになった。また、楽しさを自らの動きで伝える等、子どもの動きの模範とな
るような身体表現に相応しい援助も可能になった。第２に、活動に参加することが難しい
子どもについては、僅かな変化に敏感に対処し、適切な援助方法を絶えず模索する姿勢を
持つことができた。第３に、学生が主体となったダンスの指導においては、楽曲の選択、
振付け、指導法、演出法等、複数の側面からの気付きを得て、充実した指導を行うことに
ついて思索を深めることができた。特に、動きの繰り返しを入れやすいリズムの楽曲を選
ぶべきという見解は、柴崎が障害児が集団活動に参加するために有効と考える「楽しく繰
り返しながら共有していく活動」(12)に繋がる重要な点であろう。以上は、実践から得られ
た貴重な実践知と言える。
(1)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子：「保育者養成における身体表現授業の学びと保育実践
への有用性分析」，『岡山県立大学保健福祉学部紀要』第 18 巻 1 号，19-28 頁，岡山県立大学保健福祉学部，2011
年．
(2)小林美実：「幼児の表現、その考え方と教育法」，『保育学研究』第 40 巻第 1 号，109 頁，日本保育学会，2002
年．
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Ⅰ．授業成果と保育実践との関連
本節では、保育者養成における身体表現授業の学びと保育実践への有用性を明らかにす
る。また、それらを踏まえて授業の在り方を再考し、保育者養成における身体表現教育構
築のための基礎的な資料を得る(1)。既に述べたように、保育者養成の表現教育では、自己
の身体に気付く、あるいは身体を通して他者とコミュニケーションする演劇や身体表現の
基礎的なレッスンの価値が認められ、授業の中に取り入れられ始めている(2)。「表現」領
域が位置付けられて 25 年が経過し、これまでの教育の整理や見直しと共に、身体という
始原的な起点に立ち戻った表現教育の可能性を、さらに模索する必要がある。
一方で、従来からの保育に加えて様々な役割を課せられるようになった保育現場では、
新任保育者と言えども即実践力を求められる。新任保育者は、就職と同時に保育の全てを
任せられることも少なくない。このような状況を考えると、養成段階における身体を基盤
とした表現教育の成果が、保育実践にどのように活かされているのか、という点は、是非
とも確認しておく必要がある。養成課程の中には、すぐに実践には結び付かないが、年月
や仕事の経歴を積み重ねることで学んだことが熟成する、というものもある。しかし、幼
児の遊びや生活における表現の重要性を考えると、表現教育の成果は新任保育者の実践を
支えるものとして期待される。そこで本節では、大学在学中に身体表現の授業を受講した
学生で卒業後保育職に就いた者に、在学中の授業を振り返り、自己の保育実践を見直す追
跡調査を行う。以上の報告の分析を踏まえて、授業の在り方を再考する。
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(3)京都大学高等教育教授システム開発センター編：『開かれた大学授業をめざして―京都大学公開実験授業
の一年間―』，5 頁，玉川大学出版部，1997 年．
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「かつて大学の授業は、密室のなかでの講義者と受講者の出来事であった」(3)と言われ
るように、大学では小学校・中学校・高等学校で頻繁に行われている校内授業研究会等に
相当するものがなく、授業が他者に評価されることはほとんどなかった。しかし、最近に
なって大学教育の在り方が厳しく問われ始め、FD が導入され、大学の授業は大きく変わ
らざるを得なくなった。授業は常に評価の対象になり、現在ほぼ全ての大学は自己評価、
学生評価、外部評価など何らかの評価のシステムを導入している。そのような著しく急激
な大学教育の変化の中で、保育者養成、特に表現領域(主として身体表現)の授業実践や研
究の進捗は、十分ではない。
１歩進んだ授業研究を行うためには、保育職に従事している卒業生への追跡調査が有効
であると考えられる。しかし、所在地や勤務先が頻繁に変わる卒業生を対象とした調査は
困難で、授業研究の対象は授業を受講する学生の範囲内に留まっているのが現状である。
本節では、収集の難しい卒業生の貴重な報告を得ることができた。そのため、従来の先行
研究で触れることができなかった保育実践への有用性という問題に接近できる。
Ⅲ．身体表現授業の概要と手続き
本節では、O 大学短期大学部の１年次開講の「保育内容Ⅰ(身体表現)」を取り上げる。
授業の概要を資料１に示した。短期大学部の教育課程であるため、第３章第１節で示した
授業概要と一部異なるが、即興表現を重点化した授業展開やねらいは、概ね同じである。
授業は、全 15 回で１回 90 分、１～７回は、自由で即興的な表現活動を中心に進め、８～ 15
回は、学内公演に向けての創作活動が中心となる。受講者数は、毎年 50 名前後である。
実践者は、筆者である。全 15 回のうち、前半基礎編が実践者から主題提示をされる学習
で、動きの主題が毎回変わりながら展開される。１人で動くのではなく、ほとんどの活動
が２～３人組で、仲間と関わりながら動きを即興的に創出し、自由に動いたり踊ったりす
る。基礎編が終了したら、後半応用編では、基礎編で学んだことを活かしながら、グルー
第３章 第５節
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プで身体表現の作品創作をして発表や鑑賞を行う。前半基礎編の内容や方法が、この授業
の独自性であると考えられるので、本節では特にこの部分を対象とする。
この授業を 1998 年度から 2001 年度に受講し、卒業後保育職に就いた卒業生 158 名に資
料２に示す質問紙を 2003 年 10 月に郵送し、追跡調査を実施した。この質問紙は、身体表
現の授業で学んだ内容が自身の保育実践に有用であるか等の質問を中心に、実践の内実に
ついても様々な角度から問うたものである。対象者は、この時点で全員卒業して４年以内
で、大学時代の授業の記憶も未だ鮮明で、授業の内容を思い出しながら回答できると考え
た。念のため、質問紙には授業概要を記した資料１と、記憶を助けるために授業概要と対
応する授業場面の写真(図１・２)も掲載した。本節では、特に「質問Ⅰ-(3)あなたは大学
時代の「身体表現」の授業で何を一番学んだと思いますか。また、そのことはあなたの日々
の保育実践にどのように役立っていますか。自由に書いてください。」という質問に対す
る回答を分析する。この質問について報告があったのは 38 名で、その内訳は、女性 37 名、
男性 1 名、年齢は 20 歳から 24 歳である。保育歴は、６か月から３年８か月で、新任保育
者と、新任の期間を経て保育者としての経歴を次第に積み重ねつつある保育者が含まれる。
38 名の報告から、質問の意図と違うもの、記述が不完全なもの、内容が重複するものを
削除し、20 件の報告に精選した。これらを分析・考察の対象とし、次項以降、具体的に
提示しながら進める。
資料１．「保育内容Ⅰ(身体表現)」の授業概要
　　　　　　　　ね　ら　い 　　　　　　　　　　　主　題　と　内　容
ねらい①
・人と関わりながら自由に踊ることを楽しむ。
・２人組で関わりながら、様々な動きを即興的に
  作る方法を学ぶ。
・動きや身体を通してのコミュニケーションにつ
  いて様々な気づきを得る。
○「２人組でいろいろ」…２人組で相手の動きを真似して踊ったり、
簡単なリズムダンスをしたりする活動。また、２人組で手を引っ張っ
り合う、脚の間をくぐる等、２人でできる動きを見つける。
○「棒を使って動く」…２人で１本の棒を人差し指で支え合い、目を
閉じて相手を感じ合いながら即興的に動く活動。相手の呼吸に合わせ
て動くなど、繊細さが要求される。
ねらい②
・身近な題材からイメージをふくらませて、自由
  に動きを作ったり、踊ったりすることを楽し  
  む。
・２～４人組で、始め・中盤・終わりを意識し  
　た短い即興作品を作る方法を学ぶ。
・動きのやりとりの中で身体的なコミュニケーシ
  ョンの面白さや可能性を知る。
○「ミラーの世界 」…２人組で向かい合い、鏡と鏡の前の人という役
割で動く活動。相手の真似をすることから、一人一人が、独自性のあ
る動きを発見し動きを広げる。　
○「スポーツの動きの表現」…スポーツの動きを表現として捉え直
し、動きでその特徴を強く表現する活動。ボクシング、水泳、野球
等、個々のスポーツの特徴を捉えた表現を工夫する。
○「日常の動きの表現」…掃除をする動き、料理をする動き、ラッシ
ュアワーの様子など、日常の様々な場面の動きを表現する活動。日常
の動きを表現的に工夫する。
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(授業場面の一部) (授業場面の一部)
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資料２．卒業生への追跡調査のための質問紙の内容
　大学時代に受講した「保育内容Ⅰ(身体表現)」（１年次前期開講）の授業内容が、あなたの保育実践に
どのように役立っているかを調査し、保育者養成におけるより良い授業の在り方を検討したいと思ってい
ます。ご協力お願いいたします。身体表現の授業は、将来保育者になる学生が保育の現場で創造的な身体
表現を展開できるように、「自由」「即興」「交流」を重点化した内容で組み立てられていました。既成
のダンスの振付にとらわれず、学生自身の創り上げる力を磨くことをめざした授業でした。「身体表現」
の授業を思い出していただくために、授業の概要（後半のグループ創作・発表会の部分は除く）を次頁に
提示しました。参考にしながら回答を記入してください。※まずは、あなたについての基礎的なデータを
枠の中に記入してください。〔卒業年度、性別、年齢、勤務先、保育歴、現在担当クラスを記入〕
Ⅰ．大学時代の「身体表現」の授業について；（1）大学時代の「身体表現」の授業で経験したことや学
んだことは、あなたの保育実践に役立っていると思いますか。〔①そう思う　②どちらかと言うとそ
う思う　③どちらでもない　④どちらかと言うとそう思わない　⑤そう思わない　⑥その他〕／
（2）上記（1）の回答で①と②を選んだ方；どのような場面で役立っているか教えてください。複数
回答可。〔①日常の保育の中でのリズム遊びやダンスの指導に役立っている　②運動会や発表会など
行事の際のリズム指導に役立っている　③劇やオペレッタなど総合的な表現活動の指導に役立ってい
る　④子育て支援や親子活動などのいろいろな人が集まる場での遊びの指導に役立っている　⑤子ど
もから発信される身体的なメッセージの受け取りや身体を通したコミュニケーションに役立っている
　⑥自分や相手の身体の状態に気づくなど身体の気づきや調整に役立っている　⑦その他〕／（3）
あなたは大学時代の「身体表現」の授業で何を一番学んだと思いますか。また、そのことはあなたの
日々の保育実践にどのように役立っていますか。自由に書いてください。
Ⅱ．子どもの身体表現活動（リズム遊び、ダンス、劇など）の指導について；（1）保育の中で、身体表
現活動（リズム遊び、ダンス、劇など）を指導する機会について、おたずねします。〔①毎日指導す
る　②週に２～３回指導する　③週に１回程度指導する　④月に2～3回程度指導する　⑤月に１回程
度指導する　⑥行事の前に集中的に指導する　⑦年に数回指導する　⑧指導する機会はほとんどない
　⑨その他〕／（2）上記（1）の回答で①～⑦を選んだ方；身体表現の指導であなたが特に大切にし
ていることや得意にしていることを教えてください。複数回答可。〔①子どもと一緒に元気に楽しく
動いたり踊ったりする　②子どもに合う動きを考えたり創ったりする③子どもの動きを引き出しなが
ら子どもと共に動きを創り上げる　④一人一人の子どもの良いところを認めて個性が発揮出来るよう
に指導する　⑤子どもの動きが活きる構成・選曲・演出・効果などを考える　⑥決まった動きや振付
けをみんなが出来るまで丁寧に指導する　⑦みんなで動く部分をそろえたり細部に気を配って全体の
動きを整えたりする　⑧その他〕 ／（3）上記（1）の回答で⑧を選んだ方；指導の機会が得られな
い理由を教えてください。複数回答可。〔①指導をしたいと思っているが、園の方針でできない　②
指導をしたいと思っているが、低年齢時担当のため、身体を使った表現活動を展開しにくい　③指導
をしたいと思っているが、身体表現活動について自分自身が苦手意識を持っている　④身体表現活動
そのものに魅力や子ども達への必要性を感じないので、活動として取り上げない　⑤その他〕
Ⅲ．具体的な実践例について；「身体表現」の授業で学んだことを活かしながら、さらに工夫を加えて自
分なりの保育実践を行ったことはありますか。あれば、その実践について具体的に記入してくださ
い。たくさんある方はもっとも印象に残っている実践を記入してください。〔いつ、どこで、対象、
実践内容、実践の感想・反省など、記入〕
Ⅳ．「身体表現」の授業内容への希望；保育者の立場から、大学の「身体表現」の授業で学ぶとよいと思
う内容を記入してください。また、今からさらに「身体表現」について学ぶとしたら、どのような内
容を学びたいか、記入してください。
Ⅴ．「身体表現」の授業について印象に残っていることや感想を自由にどうぞ。
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Ⅳ．授業における学びと保育実践への有用性
身体表現の授業で学んだこととして、卒業生の多くが挙げているのは自由な表現の楽し
さや面白さ、身体を動かすことの楽しさや気持ち良さ、恥ずかしさや苦手意識の克服、で
あった。その他、コミュニケーションの面白さや表現の多様性・重要性を学んだという者
もいた。その学びの延長上にある保育実践への有用性については、個々に置かれている状
況により多様であるが、そこから一般化できることを読み取るために、内容の似た報告を
類型化した。類型化にあたっては、筆者以外の研究者４名、幼稚園教諭経験者１名、計５
名と協議し分類した。すると、概ね次の４つに分類することができた。①自己の身体表現
経験の再現、②表現に対する自己の在り方の変容、③表現の捉え方や指導法・指導観の形
成、④表現指導以外の保育生活への視点や保育行為の成長、である。以下に具体的な報告
事例を挙げながら、類型別に検討してみよう。なお、報告の記載にあたって、学んだこと
と役に立っていることが内容的に分かれて読みとれる場合は、間に矢印「⇒」を付した。
学んだことと役に立っていることが同時記載、あるいは役に立っていることのみ書かれて
いる場合は、矢印は付していない。学んだことのみしか書かれていない報告は、割愛した。
各個人の報告については部分的に抽出しないで、質問に対する回答を全文記載している。
下線は、筆者が考察の際にキーワードとした語に付した。
１．自己の身体表現経験の再現―楽しさを伝える
幼児に表現指導を行う際に、身体表現の授業で自分が経験した楽しさを幼児にもまた味
合わせたい、伝えたいという経験の再現と言える保育実践への有用性を読み取ることがで
きた。以下はその６名の報告である。
(4)文部科学省：『小学校学習指導要領解説・体育編』，19 頁，東洋館書店，2008 年．
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「楽しい」「面白い」「気持ち良い」と感じることは、身体表現では大変重要なことで
る。『小学校学習指導要領解説・体育編』では、身体表現(小学校では「表現運動」)の特
性を「自己の心身を解き放して、リズムやイメージの世界に没入してなりきって踊ること
が楽しい運動であり、互いのよさを生かし合って仲間と交流して踊る楽しさ喜びを味わう
ことができる」(4)と記載している。身体表現は、心身の解放やリズム及びイメージによる
世界を楽しむという他の運動にはない特性を備えている。活動では、このような身体表現
独自の特性に触れさせることに意味がある。授業で楽しいと感じた記憶が心や身体に鮮明
に刻まれていて、幼児への積極的な指導に繋がっている様子が読み取れる。
２．表現に対する自己の在り方の変容
報告１：身体を動かして遊ぶ楽しさを学んだ。⇒歌に合わせて(童謡のアイアイやかえるの歌)子どもと
動物の真似っこをしたりして遊ぶことがある。保育者が身体を動かす楽しさを知って楽しそうにしてい
ることで、子どもも身体表現が好きになっているように思う。(22歳･女性･保育歴２年７か月)
報告２：身体を動かす楽しさ。恥ずかしい気持ちを忘れて身体を動かしたり、人と触れる心地良さ⇒ま
ず「やってみよう！」とこの授業で行動し、楽しかった思いは私にもプラスになったし、子どもにも伝
えたいと思う。(23歳･女性･保育歴２年10か月)
報告３：身体を動かすこと(踊り)を楽しむことを一番学んだと思う。⇒保育士が楽しそうに踊ると子ど
もも真似をして楽しそうに踊るし、子どもとのコミュニケーションで身体に触れて、からみあって関わ
っていくことも多いので、いろいろな動きを楽しむことができていると思う。(22歳･女性･保育歴１年
８か月)
報告４：身体表現では、身体を動かすことの楽しさ、友達とゲームをしたり、ダンスをしたり協力する
ことの楽しさを学んだ。⇒保育実践において、子ども達が楽しいと感じていれば、それは身体表現とし
て現れてくるので、それを感じたり、ゲームを考えるときのヒントとして授業のことを思い出していま
す。(23歳･女性･保育歴２年８か月)
報告５：身体表現、踊ることの楽しさ。⇒自分自身が楽しんで踊ることによって見ている側も楽しい気
持ちになる。この気持ちは、大人も子どもも同じであることを日々実感しています。(24歳･女性･保育
歴３年８か月)
報告６：自由に動く(踊る)ことの楽しさと難しさを学んだ。⇒２歳児担当と言うこともあり「指導」と
いったきっちりしたものではなく、とにかく子どもと一緒に楽しく！ということに重点が置かれてい
る。なので、子どもに負けないようにしっかり楽しんで動いています。（20歳･女性･保育歴７か月）
(5)西洋子・本山益子・鈴木裕子・吉川京子：『子ども・からだ・表現―豊かな保育内容のための理論と演
習』，13 頁，市村出版，2003 年．
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保育者を目指す学生の中にも、人前で踊ったり演じたりすることが恥ずかしい、また身
体表現が苦手である、という者がいる。そのような学生が授業を受講するうちに、恥ずし
さや苦手意識を克服し、保育者となった現在、幼児への表現指導を積極的に行えるような
ったという報告を紹介する。以下の４名の報告からは、このような自己の在り方の変容が、
指導者としての自信に繫がり、幼児と一緒に楽しみながら表現指導に取り組めていること
が読み取れる。
本山益子(2003)は、保育職を目指す短大生対象に行った調査から、身体表現は保育に重
要であることは分かっているが「好きだと積極的にいえず得意でもないという意識を多く
の学生がもっている」(5)と指摘している。身体表現の授業では、日常から非日常的な身体
表現の世界へ切り替えて、表現の経験をさせることが非常に重要である。その切り替えが
確実にできていないと、恥ずかしい気持ちが継続し、表現の世界に没入することができな
い。この切り替えについては、授業の中で工夫しており、後に詳しく述べる。
３．表現の捉え方や指導法・指導観の形成
授業を受講することで、自由に動くことや人と関わる楽しさ等、身体表現の特性を十分
に理解し、そこから１歩進んで幼児の表現の捉え方や指導法・指導観の形成に影響を与え
ている報告が見られた。以下の７名の報告には、そのような学びの深化が示されている。
報告７：身体表現が苦手だったので、人前で演じることに抵抗があったが、何回も発表や友達と身を動
かすことで、自然に身体が動くようになった。⇒日々の保育の中で、子どもとしっかり身体を使ったリ
ズム遊びがとても楽しくできるようになった。(21歳･女性･保育歴７か月)
報告８：度胸がついた。⇒子どもと一緒に踊ることが出来る。一緒に楽しめる。全く恥ずかしくない。
狼ごっこ、忍者ごっこなど一緒にできるから、子どもが楽しそうですよ。(21歳･女性･保育歴８か月)
報告９：身体を動かすことの楽しさ、音楽に合わせて自由に動くことの面白さを学んだ。⇒自分に役立
っていることは、恥ずかしがることを忘れること、子どもと一緒に思いきり身体を動かせるようなった
こと。(23歳･女性･保育歴３年７か月)
報告10：自由に動き回る楽しさ(恥じらいなく)。⇒いろいろなものになりきる際に恥ずかしがること
なく思い切りなれたのは、あのころの影響か。(20歳･女性･保育歴６か月)
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振付けた型を正しく再現することを学んできた場合、他者との交流によって多様な動き
が生成される即興表現は、最初は戸惑うことも多い。しかし、次第にお互いの違いを認め
合い、身体の対話から動きが広がる身体表現の世界に魅力を感じていく。報告11～報告13
からは、そのような実際的な授業の経験を経て、幼児一人一人の表現の違いを認め、幼児
から創出される動きを大切にするという指導法・指導観の形成を読み取ることができる。
また、報告14～報告17では、身体的なコミュニケーションの面白さや大切さに言及してお
り、技術や到達度ではなく、コミュニケーションという視点で幼児の表現を見る、という
深化した表現の捉え方を持つに至っている。
４．表現指導以外の保育生活への視点や保育行為の成長
これまで見てきた報告は、身体表現の授業を受講することで、保育における表現指導等、
報告11：頭のてっぺんから足の先までを思いのままに動かしながら、表現していくことの面白さを学ん
だ。⇒保育の中では、規定の動きに囚われることなく、子どもの思い思いの発想での一瞬一瞬の動きを
大切にしている。表現の仕方に間違いというものはなく、一人一人の姿を認めていくようにしている。
(24歳･女性･保育歴３年８か月)
報告12：自分達で動き、ダンスを創り上げていくこと。⇒こちらが全て決めるのではなく「子どもと一
緒に劇や踊りの動きを考えていこう」という気持ちが持てている。(21歳･女性･保育歴８か月)
報告13：一つの身体でも、いろいろな表現の仕方があるし、その表現の仕方に面白さや興味を持った。
⇒いろいろな身体表現の仕方を何気なく子どもと触れ合う時でも、鏡のようにしてみたり、急に止った
りして子どもと関わると、すごく楽しそうにしてくれます。(21歳･女性･保育歴８か月)
報告14：表現することの楽しさを学んだ。⇒恥ずかしがらずに自由に表現する中で、楽しさを感じり、
コミュニケーションをとったり、人との関わりが深まるように思う。(23歳･女性･保育歴２年)
報告15：身体を動かすことの楽しさと、友達とのより深い関わりを持つことができたのではないかと思
います。⇒子ども達も音楽が流れると自然に身体を動かしているのを見て、身体表現の大切さを感じて
います。(23歳･女性･保育歴２年８か月)
報告16：人と関わる中で見つかる身体的なコミュニケーションの面白さです。⇒普段の生活の場面で見
ることができない子ども達の豊かな表情やふとしたしぐさを感じることができ、いろんな発見がありま
す。(21歳･女性･保育歴８か月)
報告17：うまく表現できませんが、身体を使ってお互いコミュニケーションをとるという感じでしょう
か。⇒今、１歳児クラスなので、まだ言葉の出ない子もたくさんいます。言葉では通じなくても「うさ
ぎ、ぴょんぴょん」と耳を付けて跳ぶだけで、子どもも喜び、何かが通じた！という気がします。(20
歳･女性･保育歴７か月)
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表現活動に直結するところに有用性を見出しているものであった。それに対して以下の３
名の報告は、普段の保育生活や自身の保育行為に対して学んだことが活かされているとい
うものである。実践者の意図を超えた、新たな視点を提示しており大変興味深い。
報告18では、保育実践の中で、表現が他人を知る手段にもなる、という非常に深い洞察
が窺える。また、集団生活の中の緩急の取り入れ方にも言及している。集団生活で「空気
を読めない」ことが話題になることがあるが、場の気を察知したり、出来事の間に適切な
「間」を挿入することは、社会生活では大切なことである。それは幼児と保育者で展開さ
れる保育においても同様である。幼児の気持ちを察知して、適切な「間」を挿入しながら
生活を構築していく力が保育者には求められる。報告19・報告20では、保育者としての行
為の身体的な表現性の成長が読み取れる。保育者は、劇遊びやダンス等、幼児の活動を援
助するだけではなく、様々な場面で、その身体的な表現性を幼児の前で見せることになる。
幼児は、保育者の身体や動きに終始注目している。そのため、保育者の身体や動きは、常
に明確である必要がある。また、別の場面では、受容的である必要がある。今までそのよ
うな身体的な表現性は、保育現場で経験の積み重ねにより培われるものと考えられていた。
しかし、以上のような報告から、身体表現の授業経験からも、極めて多くの重要な事柄を
学んだり身に付けたりすることができることが明らかにされた。身体的な表現性は、特に
新任保育者を支える力として大切であり、今後このような点を配慮して、身体表現の授業
内容を吟味していくことも重要であろう。
報告18：ちょっとしたことでも表現できること、恥ずかしがってするのではなく、自分を表現する手段
であり、他人を知る手段であること。動くだけでなく、止まっている時間も大切だと言うことを学ん
だ。特に後者は、保育生活の中でワーワー動いたりはしゃいだりするだけでなく、静の時間があるから
こそメリハリがついていることを実感する。(20歳･女性･保育歴６か月)
報告19：身体で表現することの大切さ。⇒言葉で伝えるだけでは伝わらないことを身振り手振りで伝え
ることによって伝わったり、自分自身の感情、思いの表現の幅が広がった。(22歳･女性･保育歴２年６
か月)
報告20：人前で身体を使って表現したり、発表したり、発言することが苦でなくなり、少しずつ抵抗が
なくなっていったこと。(22歳･女性･保育歴１年７か月)
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Ⅴ．身体表現の授業の在り方を再考する
１．保育実践への有用性と授業の在り方との関連性
ここでは、報告された保育実践への有用性と授業の在り方との関連性を考察し、有用性
を導いた身体表現の授業の在り方を再考する。
(1)楽しさに繋がる心と身体の解放
まず、身体表現の授業の「何が」楽しさに結びついたのかを探る。報告1～報告４に示
されているように、身体を動かすことは楽しく心地良い、という記述に注目したい。授業
では、できるだけ連続して動くことや身体全体を精一杯使って動くことを奨励する。図３
のスポーツの動きの表現のように、床を使って泳ぐ動きをすることもある。全身を使って、
そのような活動を続けていると、いわゆる浄化(katharsis)のような状態になり、心と身体
が解放される。他のスポーツでも、身体を動かす楽しさを実感することはできる。しかし、
人との関わりから動きが創出される身体表現には、動きの縛りが少なく、他のスポーツに
比べて自由さと言う点で勝っているのではないかと考える。身体表現では、身体の非常に
根源的なところで快を実感しやすいと思われる。報告５･報告６では、踊ることや表現す
ることの楽しさに触れている記述があり、これらも授業で初めて経験した自由に動くこと
から広がる表現の可能性、その発見や喜びに基づくものと考えられる。身体表現の授業で
楽しいと感じた気持ちは、幼児と新しい表現の楽しさを求めていく機動力となると考えら
れる。楽しさは、次の楽しさを再生産するのであろう。
図３．スポーツの動きの表現
(6)村田芳子：「我々の時代にとって舞踊とは何か」」，舞踊教育研究会/編『舞踊学講義』，17 頁，大修館書店，1991
年
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(2)恥ずかしさを払拭する日常・非日常の切り替えや様々な工夫
次に、授業の中で、恥ずかしさや苦手意識がどのようにして克服されたのかを考えてみ
よう。授業では、表現の主題に入る前に、体ほぐしとして、ストレッチやリズムにのって
踊るリズム・ウォーミングアップを行う。特にリズム・ウォーミングアップは、全身を使
って動く律動的な活動で、心身の強張りや硬さを打ち破る発散作用があると考えられる。
すると、前述のように、次第に心と身体が解放されて表現の世界に無理なく入ることがで
きる。突然「○○を表現しよう」と言われても、大人はなりきれない。模倣や変身を楽し
むためには、日常から非日常への切り替えが大切で、体ほぐしの時間を十分にとり、表現
へ向かう準備を入念に行う必要がある。授業の構成も、最初はイメージよりも動きが先行
するように活動を組み立てる。イメージが先行するような主題、例えば何かに変身するよ
うな活動は、授業が少し進んでから行う。また、授業中の活動の隊形は、お互いの動きが
目視しやすい隊列型ではなく、概ね散在状態で行われる。学生は、思い思いに自分の好き
な場所を見つけて動く。初学者にとって、教師や友人の注視は耐えられない圧力になるこ
とがある。授業の中で、簡単な即興作品の発表をするが、その場合も複数グループで同時
に発表させる。他者と違う自分を意識しすぎることから、恥ずかしさや苦手意識は出てく
る。村田芳子(1991）は、「「人と揃える」だとか、「どう見えるのか」を過剰に考える前に、
もっとそのからだの素直な感覚に委ね、自分のからだの感じるままに踊ってみてはどうだ
ろうか」(6)と述べている。他者の中に居ながら、自分なりの表現を生き生きとできるよう
にするためには、そのような授業の場作りが欠かせない。学生の意識を考慮した授業内容・
方法を工夫し、自由に表現できる環境を整えていけば、恥ずかしさや苦手意識を克服する
のはそれほど難しいことではないと考えられる。
(3)表現の捉え方に影響を与える自由・即興・交流という方法
さらに、表現の捉え方や指導法・指導観の形成は授業の何に起因するのだろうか。報告
11～報告17からは、多様性、創造性、コミュニケーションというキーワードが浮き彫りに
される。このような報告を得たことは、自由な即興表現を授業の核としていることによる
のではないかと考えられる。舞踊芸術の領域では、他者と関わり合う即興表現を、コンタ
クト・インプロヴィゼーション(contact improvisation)と呼び、1970 年代に舞踊家である
(7)Novack,C.J.(1990)：Sharing the dance；Contact Improvisation and American Culture，p.10，The University of
Wisconsin Press．(立木華子・菊池淳子/訳：『コンタクト・インプロヴィゼーション―交感する身体―』，16 頁，
フィルムアート社，2000 年．)
(8)村田：前掲書(8），16 頁．
(9)佐藤学：『学びの身体技法』，44-45 頁，太郎次郎社，1997 年．
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S.Paxton がアメリカ合衆国で考案し、その後全世界に広がった(7)。即興表現は、芸術家が
高度な技術を習得した上で、独自の表現や創造の世界を切り開くために行うもの、という
認識が強いが、特定の芸術に秀でている者だけが行うものではない。即興は、「今持って
いる財産をまるごとぶつけて、「今、ここで、私と、私たちが」ダイナミックに交流する
という表現の根源的でしかも大きな幅をもった行為」(8)(村田，1991)と捉えれば、教育や
保育の領域でも、その価値や効用を十分期待できる。
ただし、初学者が１人で、自由に即興表現を行うことは大変難しい。佐藤学(1997)は、
身体表現の授業の問題として、教師が「もっと自由に身体を動かして」等の指示を出せば
出すほど子どもの心と身体は凍りつくと指摘し、これを「自己表現の呪縛」と呼んでいる。
このような状態を打開するために、表現者としての身体を自覚させる瞑想的な活動や「２
人１組になって、相手の身体の動きを見ながら、その動きに自分の身体を「呼応」させて
ゆく」活動を提案している(9)。
対象とした授業も、まさにこの「呼応」から始めている。授業の初期の段階は、図４の
ように、他者の動きの真似をしながら対応する、という緩やかな即興表現から始まる。こ
のような導入により、受講生の不安や躊躇が緩和され、音楽の力や他者の力を借りて、即
興表現への第１歩を踏み出すことができる。受講生は、活動を続ける中で、次第に身体や
動きの多様性を知り、身体的なコミュニケーションの面白さや奥深さに引き込まれる。以
上のような学びの成果が、卒業後保育実践を通して熟成され、幼児の表現に対する深い捉
え方や、多様性・創造性・コミュニケーション重視の指導法や指導観の形成を促したと推
察する。
(10)平田オリザ：『演技と演出』，138 頁，講談社現代新書，2004 年．
(11)平田オリザ：『芸術立国論』，100-101 頁，集英社新書，2001 年．
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(4)保育の生活場面にも影響を与える体験的な学び
最後に、保育の生活場面への視点や保育行為の成長という表現指導以外の分野への有用
性は、どのように授業と関連付けて考えられるだろうか。報告18～報告20についても、先
述した「自由」「即興」「交流」の学びの成果の延長上にあるものと考えられる。加えて、
自らの身体で演じたり動いたり踊ったりする行為、その実際的な体験が、身体表現指導の
みに留まらず、様々な生活場面での出来事や行為そのものを見直すことに繋がったのでは
ないかと考えられる。自らの身体的な表現性や身体の在り方については、普通に生活して
いたら気にも止めないことであろう。座学ではない実体験に基づく学習による効用であり、
気付きであると言える。
平田オリザ(2004)は、演劇教育に言及する中で、現代の複雑な実人生に対応するために
は「学習の内容を細分化して記憶するのではなく、複雑な体験の中で学ぶ必要がある」(10)
と述べている。また、平田は、認知心理学者との研究において、俳優が高度な動きを覚え
る際に、そこで見えている小道具やその直前に聞こえている他者の台詞とセットにして記
憶することにも言及している(11)。
つまり、複雑なものを複雑なままに、その体験の中から高度に学習するのである。この
ように体験的な学びの効用は理論的にも裏付けされつつあり、実技や作業を中心に構成さ
れる表現の授業の意義も再認識される必要がある。
第３章 第５節
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２．新しい価値の確認
本節では、保育者養成における身体表現の授業の学びと保育実践への有用性について分
析し、それに基づいて授業の在り方を再考した。その結果、４つの類型化による保育実践
への有用性が確認され、複数の視点から授業の在り方を総括的に考察できた。特に、節の
後半では、受講者の意識や身体表現の特性を考慮した授業内容・方法論的工夫について、
詳細に見直すことができ、フィードバックすれば、それらが意味のある学びや保育実践へ
の有用性の基底にあるという可能性が示された。
ここで得られた重要な知見としては、実践者の意図を超えて、表現指導以外の部分でも
保育者の成長に繋がる有用性が確認できたことである。このことは、身体表現の新しい価
値の確認と、次段階の授業改善への貴重な示唆として捉えることができる。
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概 要
第４章では、本研究の主要部分である第２章と第３章の研究成果を総括して、今後の
課題を示した。
第１節では、我が国の幼児教育における身体表現の位置付けの歴史的変遷と、幼児期
の身体表現の発達の特性について、総括した。歴史的な背景の認識や発達の特性を理解
することは、身体表現の援助を考える際の有用な手掛かりとなる。課題としては、援助
のための具体的な方策の工夫等が挙げられた。
第２節では、保育者養成における身体表現の授業の実践と検証について、総括した。
即興表現の授業実践における多様な学びを整理して提示することができた。授業の中で、
動きが停滞する場合については、授業改善の方法も探った。
第３節では、保育者志望学生と地域の障害児が交流する身体表現の実践について、
総括した。これらを踏まえて、保育者養成の教育課程で、障害児の指導法をどのよ
うに教えるかという課題に触れた。また、大学在学中に身体表現の授業を受講し、
保育職に従事した卒業生への追跡調査についても総括し、専門職としての養成教育
の実践と研究のさらなる必要性について述べた。
第４節では、即興表現の意義と身体表現の授業実践の向上について述べた。研究成
果を踏まえて、即興表現の意義を５点にまとめて示した。また、保育者養成の教育課
程における他科目との連携、大学教員のための研修の必要性等について、論述した。
(1)『保育要領』(1948)、及び『幼稚園教育要領』(1956・1964)の全文については、以下の文献の巻末資料を
参照した。文部省：『幼稚園教育百年史』，ひかりのくに，1979 年．
(2)文部省：『幼稚園教育要領』，フレーベル館，1989 年．
(3)岡田正章・久保いと・坂元彦太郎・宍戸健夫・鈴木政次郎・森上史朗/編：『戦後保育史』第 1 巻第 2 巻，
フレーベル館，1980 年．
(4)坂元彦太郎/編：『幼稚園教育要領解説』，フレーベル館，1964 年．
(5)文部省：前掲書(2)．
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Ⅰ．身体表現の位置付けの整理
第２章第１節では、我が国の幼児教育における身体表現の位置付けの歴史的変遷を整理
した。分析の対象としたのは、『保育要領』(1948)、『幼稚園教育要領』(1)(2)(1956・1964・1989)
及び『戦後保育史』(3)(1980)等である。明治・大正から昭和初期にかけて、身体表現活動
は「遊戯」として保育の中に位置付けられていたが、戦後に刊行された『保育要領』(1948)
で、「リズム」という名称に変わる。創案者は、「遊戯」を刷新するために、リズミカル
な身体的表現を「リズム」と表記するのが幼児に相応しいと考えた。その内容として示さ
れたのは、「唱歌遊び」と「リズム遊び」である。これらの背景には、新しい教育への志
向とアメリカ合衆国の教育の影響がある。その後、音楽とリズムは、幼児にとって一体的
な活動であるため両者を切り離さない方が良いとし、この主張は次の『幼稚園教育要領』
に引き継がれた。
1956 年の『幼稚園教育要領』では、「音楽リズム」という領域が確立され、次の 1964
年の改訂においても、「リズム」に代わる適切な言葉がないため、「音楽リズム」という
名称はそのまま引き継がれた。『幼稚園教育要領解説』(4)(1964)には、「音楽リズム」の独
自性として、小学校教育では体育科に含まれるリズム運動が入っていること、また「鑑賞」
より「表現」を先に記述していること(小学校の音楽科では鑑賞、表現、創作)等が挙げら
れている。1989 年の『幼稚園教育要領』(5)では、長年定着していた領域が全て刷新され、
言語、音楽、造形、身体等の表現活動は、まとめられて「表現」という新しい領域が示さ
れた。この背景には、行き過ぎた成果主義や小学校の準備教育としての保育の在り方への
第４章 第１節
(6)岡田他/編：前掲書(3)，435-436 頁．
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反省があった。新しい「表現」領域では、特に、表現の総合性が強調された。
以上のように、身体表現的な内容は、「遊戯」から「音楽リズム」を経て、「表現」へ
領域名称を変えながら、幼児教育の重要な内容として位置付けられてきたが、この変遷の
中で、理念と実践の差異も生じていた。特に「音楽リズム」領域の時代には、創案者の意
図に反して、次第に音楽主導型の教育が主流になっていたと推察される。音楽と身体的表
現の一体化については、意欲的に研究が進められていたが、成果を上げないままに中挫す
る。結局、音楽に傾斜した参考書を作成することで終了してしまった、と述べる述懐も後
の書に認められる(6)。
国の指針である『幼稚園教育要領』には、具体的な活動や指導例等は十分に示されてい
ないため、並行して諸外国から様々な表現の教育方法論が導入されており、それらの我が
国の表現教育への影響についても論述した。諸外国からの教育方法論の導入の歴史は古く、
昭和初期からリトミック等に代表される様々な教育方法が欧米から次々に紹介された。こ
れらは、何れも身体表現を重視して、型に嵌らない自由な表現や身体技術に頼らない自然
な動きに価値を置くものであった。しかし、このような方法論は１つのシステムに偏って
排他的になる傾向もあり、それが逆に幼児の可能性を狭めているのではないかという指摘
もあった。何れにしても、日本の幼児教育にそのまま取り込むのは難しく、これらに学び
ながらも、我が国の幼児に相応しい教育を探求する姿勢が求められる、等の考察を得た。
Ⅱ．幼児期の身体表現の発達の確認
第２章第２節では、幼児理解を深めるために、幼児の身体表現の発達に着目した。幼児
の身体表現に相応しい題材を選定して、動きの実験・観察を行い、題材による運動の現れ
方を分析した。それらを通して、題材と動きの関係や表現に現れた運動の特性について検
討を加えた。方法としては、まず、幼児の身体表現に相応しい題材を選定するために、先
行研究や関連文献から 50 種の題材を収集し、それらを視点別に分類して一覧表にした。
次に、この一覧と予備実験により、題材について３つの選定基準(①具体的で有形、②幼
児に身近な題材、③幼児によく見られる「走る」「跳ぶ」「回る」「転がる」「這う」等の
運動が予想される)を設けた。これらの基準に合致するものとして、「うさぎ」「小鳥」「蛇」
第４章 第１節
(7)西洋子・本村益子：「幼児期の身体表現の特性Ⅰ」，『保育学研究』第 36 巻第 2 号，日本保育学会，25-37
頁，1998 年．
(8)文部省：前掲書(2)．
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「どんぐり」「車」「飛行機」「風船」「こま」以上８種の題材を選定した。
８種の題材は、幼児を対象とする動きの実験観察から、特定の運動が高い割合を占めた
もの(「うさぎ」「蛇」「どんぐり」「車」「飛行機」)と、複合的な運動を含めた数種の運
動が観察されたもの(「小鳥」「こま」「風船」)に分けることができた。例えば、「小鳥」
の表現では、両脚で跳ぶ運動を基本に、さらに空間を広げていく形で様々な運動が展開さ
れていた。１つの運動を基本にして、その運動の面白さを軸に、その後の運動が出現した
と捉えられた。頻繁に観察された運動は、「走る」「跳ぶ」「ギャロップ」等の運動で、幼
児の身体表現において、空間を広げていくための重要な手段であると考えられた。
第２章第３節では、同様のデータで１つの題材「風船」に焦点を当てて、質的にさらに
詳細に分析した。「風船」の表現では、「風船」が「膨らむ」「弾む」「上にあがる」等の
様々な場面を想定して表現する幼児の姿、また緩やかに歩く等、対象の柔らかい質感を捉
えて動く幼児の姿が捉えられた。幼児が、題材から具体的に何をイメージし、それをどの
ような動きで表現したか、また動きの中で最初のイメージがどのように変化したかについ
て複数名で、詳細に VTR 映像を見て分析し、発達的な差異も考察した。その結果、３～
４歳児では、「風船」の特徴的な動きや形や質感を捉えて表現を行うが、動いているうち
に運動自体の面白さに惹かれて、なりきっているもののイメージを途切れさせてしまう様
子が確認された。また、５歳児では、既に獲得している「定型的な表現」(7)により、理解
力や運動能力が増しているにもかかわらず、動きのイメージが固定化され自由な表現の発
展が難しい様子を確認することができた。
Ⅲ．身体表現活動の援助に有用な手掛かりとして
保育内容の変遷を分析した岸井勇雄(1995)は、1989 年に大きく改訂された『幼稚園教
育要領』(8)について、「発達の主体である子どもの内的経験が保育の実質であるという理
念を明確に打ち出した転換である」と評価しながらも、「発達が何を意味するかによって、
(9)岸井勇雄：「保育における内容概念の研究―発達を軸とする転換―」，『保育学研究』第 33 巻第 1 号，日本
保育学会，12-17 頁，1995 年．
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それを支える保育の内容が決定される」(9)と言う課題を挙げている。これまで見てきたよ
うに、時代や社会の影響を受けて、国の教育の方針は今後も変わる可能性がある。
しかしながら、教育の方向性が多少変化したとしても、保育者は「保育における指導と
は、幼児が幼児期に相応しい生活を主体的に展開する中で、幼児期の発達課題をクリアす
るために必要な経験(＝原体験)を得ていくように援助すること」(岸井，1995)が肝要であ
り、発達の姿を真摯に見極めていくことが保育の基本であることは変わらない。
教育の歴史的な背景や発達の理解は、現代の保育実践に相応しい身体表現の援助を考え
る際の有用な手掛かりとなり得る。また、教育の方向性の揺らぎに惑わされない、幼児の
発達を見守る確固とした姿勢を貫く基盤となる。今後の課題としては、外的な成果に囚わ
れがちであった身体表現の内容や援助が、幼児の内的経験の充実として、どのように実現
されるべきかという点と、幼児の身体表現の総合的・多面的な見方や援助の環境について
の具体的な方策の開発等が挙げられる。
(1)文部省：『小学校学習指導要領解説・体育編』，東山書房，21 頁，1999 年．
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Ⅰ．身体表現の授業と身体的コミュニケーション力
第３章第１節及び第２節では、保育者として相応しい身体を養成するための身体表現の
授業を提案し、その実践の検証を通して、身体表現の授業の在り方と可能性を考察した。
具体的には、保育者養成校で開講されている身体表現の授業から、「棒を使って感じ合い
ながら動く」という活動を取り上げて、受講生の内省を分析した。対象とした活動は、目
を閉じて２人組で自由に交流しながら、即興的に動くというもので、表現的でありながら
自己や他者の身体理解を促す内容であった。学生の内省を質的に分析したところ、「難し
いという印象から面白いという印象へ」「息を合わせることとその感動」「見えない世界
で見えてくるもの」「感覚の覚醒と深化」等、４つの枠組みに分類することができ、受講
生は多様な表現の試みによって、新しい身体的な気付きを得ることが確認された。
身体的な気付きは、小中高における学校教育の中では、「体ほぐしの運動」として体育
科に位置付けられ、近年積極的に教育に導入されている。「体ほぐしの運動」とは、「自
分や仲間の体の状態に気づき、体の調子を整えたりする運動」(1)であり、他者との交流の
中で心身を解放できるような運動体験を目指すものである。身体をめぐる状況の変化に伴
い、心と身体を一体にして捉える方向性は、今後益々強まるだろう。子どもの萎縮した心
と身体を解放するために保育者や教職者の身体の在り方はどうあるべきか、さらに研究を
重ねる必要がある。今後の課題としては、授業実践と実践研究の蓄積によって、子どもの
身体の解放と保育者の身体の解放は連動するという見解を補強しなければならない。
保育現場は、就学後の学校現場以上に、身体を媒介とした子どもと保育者の関係性が親
密であり、重要とされるところである。子どもとの関係性の中で捉えられる保育者として
相応しい身体の在り方を整理すると、「共振」「受容」「解放」「応答」等のキーワードが
浮き彫りにされてくる。このような身体的なコミュニケーション能力が高い場合、例えば、
①保育の出来事のあらゆる場面に即興的に対応できる、②子どもの心や身体の揺れや変化
第４章 第２節
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を敏感に感じ取ることができる、③子どもの喜び・悲しみ・苦しみ・痛み等を身体まるご
と受容し共感できる、等の事柄が日々の保育の中で自然に行えるようになるだろう。これ
らは、資質の高い保育者が豊かな保育経験を通して、身体の中に蓄積させているものであ
る。
保育者として相応しい身体の獲得過程は、十分に議論されていない。その過程には、追
随や類型化を許さない個性的な部分と、模倣や一般化が可能な普遍的な部分があるだろう。
その組成を解明し、誰にでも分かる理論が構築できれば、新しい保育原理と保育実践の基
盤とすることができ、保育者養成と実践研究は新しい１歩を踏み出すことができるだろう。
保育者養成の身体表現の授業には、身体的コミュニケーション育成を包括した内容が不可
欠であり、その視点に立った授業内容の再考は、保育者としての資質の向上に寄与するも
のである。
Ⅱ．即興表現の授業実践における学びの解明
第３章第３節では、前節の研究の発展として、連続する授業７回分を取り上げて、授業
の内容と関連付けながら、即興表現における学生の学びの特性を明らかにした。具体的に
は、受講生の内省をデータとして収集し、テキストマイニングによる量的分析を行い、内
省の全体的傾向や着目点を確認した。その後、代表的な事例を抽出して質的分析を行い、
より詳細にデータを検討した。その結果、即興表現を中核とする授業における学びとして
は、行為に着目した場合、身体表現の主要行為である「動く」「作る」「見る」を中心に、
「感覚的行為」「関係性から生じる行為」「思索的行為」「理解や判断の行為」等の出現を
見ることができ、端的に言えば、学生は動きながら、感じたり、考えたり、伝えたり、判
断したりしていることが明らかになった。また、その内容は、身体や動きへの実感から、
表現の工夫まで広がりがあり、仲間との関係性の中で、深められる様子も確認できた。
一般的に、「即興」という言葉は、「出鱈目に」「勝手に」等の自由で気儘なイメージか、
楽器の即興演奏のように専門家の卓越した技術として捉えられることが多い。しかし、本
論における実践では、保育者志望の学生が普段の授業で即興表現を体験し、それらを通し
て意味のある学びを展開していた。養成期のこのような体験は、保育現場での実践の基盤
となり得る可能性があり、また改めて即興表現の価値を問い直すことができよう。とりわ
け保育における遊びは、豊かな相互交渉と即興性や偶然性の中で生き生きと展開される。
第４章 第２節
(2)平田オリザ：『演技と演出』，138 頁，講談社現代新書，2004 年．
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今後一層、幼児の遊びを支える保育者の資質としての即興表現力という視点が求められる
だろう。
Ⅲ．実践上の課題と授業改善
連続する授業７回分を検討する中で、実践上の課題が浮かび上がった。ここでは、それ
らを踏まえて、授業改善について述べる。受講生の内省からは、様々な行為の出現が確認
されたが、特に「見る」行為は一定して連続的に出現しており、他者の動きに対する受容
や共感、表現の魅力の発見へと繋がっていることが推察された。この学びの特性を活かし
て、「理解や判断の行為」が低下する授業の中盤(第４～５回)で、学生の表現する姿を VTR
機器で撮影し、次回授業の最初に映像を見せながら振り返りをする等の改善が考えられる。
自分や友人が即興表現を行う姿を振り返ることで、学びが定着すると共に新しい発見が増
える可能性がある。
また、それ以外にも学生の内省を活用した授業実践者による以下のような試みも有効で
はないか。①基礎的段階(第１回～第３回)の学びの振り返りを確実に行う。②学びの状況
と課題を捉えた上で、第４回以降の授業に臨む。実践者は、各回の内省を深く読み込み、
一部紹介しながら、表現の多様性の受容や感動体験の共有等を授業の中で行う。
さらに、創作した作品の相互鑑賞の後には、短い対話による分かち合いの時間を設けて
いるが、この時間を有効に活用することも学びを深化させる。これらは、授業の中盤の学
びの理解を深めるだけでなく、基礎から応用、総括に向けて授業を一貫して繋ぐ重要な流
れを生み出すであろう。
平田オリザ(2004)は、現代演劇の俳優の動きを分析した研究から、俳優が複雑な動きを
する時ほど多くの情報を一緒に記憶していると述べ、このことから「学習の内容を細分化
して記憶するのではなく、複雑な体験の中で学ぶ必要がある」(2)と現代の表現教育の方向
性を示唆している。即興表現が提示する世界は、決して一律ではなく、個々に多様で幅が
あり、他者との関係性を通して、さらに深められる。本論で提示した即興表現の授業実践
は、これからの表現教育の在り方を再考する１つの実践モデルとなり、保育者養成で表現
教育に従事する教員への指針となるだろう。
(1)川喜田二郎：『発想法』，中公新書，1967 年．
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Ⅰ．障害児との交流から深まる学び
第３章第４節では、保育者志望学生と地域の障害児が交流する身体表現の実践を行い、
参加学生の学びの様相を明らかにした。近年、保育現場では、集団に馴染めない障害児を、
どのような保育の工夫で遊びに導くかという点が重要な課題となっている。保育者養成の
段階から、障害児への対応を考慮して、表現領域の科目内容を充実させることができれば、
新卒の保育者を強く支えることが可能である。身体表現領域の障害児の援助に関する具体
的な手掛かりを得るために、保育者志望学生と障害児が交流する場を構築し、実践に着手
した。
実践は、次のような段階的な計画を立てて進めた。第１段階は「子どもの発達・興味・
関心の把握」として、舞踊教育や幼児教育で取り扱う様々な教材を活用した内容を１回完
結型で行う。第２段階は「子どもの発達を踏まえ、興味・関心のある内容を伸ばす」とし
て、特に興味・関心のある内容を連続して行う。第３段階は「子どもの自信や充実感に繋
げる」として、これまでの体験を踏まえて、お互いの動きを鑑賞したり、保護者や第３者
に対して発表を行ったりする。内容は子ども主体で組み立てて、学生は援助しながら、子
どもと表現を楽しみ、その関わりの中で自らの表現を磨くように導いた。１時間の内容は、
筆者が進行したが、その中で 10 分程度の簡単なリズムダンス指導を参加学生に課した。
参加学生の事後の内省をデータとして収集した。学生の内省は、KJ 法(1)等の手法を参考
にして「子どもへの援助に関するもの」「個別課題への対応に関するもの」「子どもへの
リズムダンス指導に関するもの」、以上３つの枠組みに分類することができ、各枠組みに
おいて詳細に分析・考察を行うことができた。
学生の学びを総括的に整理すると、以下の３点に集約できた。第１に、援助の経験を積
み重ねることで、動きながら声を掛ける等、行為をしつつ援助を行うことができるように
なった。また、楽しさを自らの動きで伝える、子どもの動きの模範となる等、身体表現に
第４章 第３節
(2)文部科学省：『幼稚園教育要領』，フレーベル館，2000 年．
(3)師岡章：「子どもといっしょに心と体を動かす仕事」，汐見稔幸・大豆生田啓友/編『保育者論』，71-80 頁，
2010 年．
(4)汐見稔幸：「保育者の専門性って何だろう」，汐見稔幸・大豆生田啓友/編『保育者論』，173-191 頁，2010
年．
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適切な援助も可能になった。第２に、活動に参加することが難しい子どもについては、僅
かな変化に敏感に対処し、適切な援助方法を絶えず模索する姿勢を持つことができた。第
３に、学生主体で行ったリズムダンスの指導においては、楽曲の選択、振付け、指導法、
演出法等、複数の側面からの気付きを得て、充実した指導を行うことについて学生自身が
深く思索を深めることができた。以上は、実践に積極的に参加することで得られた実践知
と言える。緩やかに成長する障害児の身体や動きを見守り援助していくことは、学生にと
って非常に意義深い経験となった。
Ⅱ．相互交流による関係作りと授業化の可能性
師岡章(2010)は、『幼稚園教育要領』(2)に基づき、教師の役割を「理解者」「共同作業者」
「モデル」「遊びの援助者」「心の拠り所」という５つの視点で整理している(3)。参加学生
の内省からは、子どもの「理解者」や「共同作業者」であろうとする様子や良き「モデル」
や「遊びの援助者」であろうとする様子が見られており、保育者としての基本的な役割を
この実践で経験することができたと言える。また、汐見稔幸(2010)は、保育者の専門性は
「様々な保育内容と方法についての引き出しの多さ」と「それを具体化するときの子ども
達との関係づくりの巧みさ」(4)以上２つの水準で捉えることができると述べている。保育
者養成の段階で多様な子どもと関係性を持つことは、保育現場で「関係づくりの巧みさ」
を磨いていく上での第１歩となるだろう。障害児との交流による実践から学生が得るもの
は大きい。このような教育的価値のある実践を、保育者養成の教育課程の正課へ位置付け
ることができれば、学生にとって非常に有益である。
ここで試みた障害児と交流する実践の授業化の可能性について考えてみよう。特に「保
育内容」関連の科目における授業への導入について検討する。これまで「保育内容」関連
の科目は、定型発達児の指導法を中心に考えられてきた。既存の教育内容を基幹として、
一部に障害児を含めた「統合保育」的な指導を念頭に置いた内容を包括することは可能で
第４章 第３節
(5)津守真：『保育者の地平』，288 頁，ミネルヴァ書房，1997 年．
- 136 -
第４章 第３節
あろう。図１は、以上のような考えに基づいた「保育内容(身体表現)」の授業内容の提案
である。
授業内容は、大きく２つ設定する。１つは、即興的な手法により、身体表現の特性の理
解を促す内容である。もう１つは、子どもの発達と指導法に関する内容で、障害児を含め
た「統合保育」的な指導法にも触れる。養成校の実情は様々であるが、実際に障害児と交
流する実践的授業を１回でも挿入できれば、学生の意識は随分変化するだろう。
図１．「保育内容(身体表現)」の授業内容の提案
以上、第３章第４節では、保育者志望学生と障害児が交流する身体表現の実践を行い、
その教育的価値を検証した。またその検証を踏まえて、保育者養成の教育課程における授
業化の可能性について言及した。ここで得られた知見は、新しい授業の在り方を構想する
際の１つの有効な手掛かりとなるであろう。
身体性と切り離せない保育の本質について、愛育養護学校の校長を努めた津守真(1997)
は、「保育者は身体によって子どもとかかわるが、そこには出会うことから始まって、刻
々に変化する行為の中に願いや悩みを読み取り、それに身体で応答する高度の精神作業が
含まれている」(5)と述べている。身体や動きを媒体とする身体表現の授業は、活動そのも
のが保育実践の模擬的体験(simulation)としても機能するのではないか。
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Ⅲ．授業の学びと保育実践の関連性
第３章第５節では、大学在学中に身体表現の授業を受講し、卒業後保育職に就いた者を
対象に、授業の学びと自己の保育実践との関連を問う追跡調査を行い、身体表現の授業の
保育実践への有用性を明らかにした。また、それらを踏まえて、有用性と関連する授業の
在り方を再考した。
具体的には、授業を受講し卒業後保育職に従事した卒業生に質問紙調査を行い、その中
で特に「身体表現の授業で最も学んだことは何か」また「そのことは日々の保育実践にど
のように役に立っているか」という質問の回答に着目して、分析を行った。身体表現の授
業で学んだこととして、卒業生の多くが挙げていたのは自由な表現の楽しさや面白さ、身
体を動かすことの楽しさや気持ち良さ、恥ずかしさや苦手意識の克服、であった。その他、
コミュニケーションの面白さや表現の多様性・重要性を学んだという報告もあった。保育
実践への有用性については、個々に置かれている状況により様々であったが、そこから一
般化できることを読み取るために、内容の似た報告を類型化した。その結果、「自己の身
体表現経験の再現」「表現に対する自己の在り方の変容」「表現の捉え方や指導法・指導
観の形成」「表現指導以外の保育生活への視点や保育行為の成長」、以上４つの有用性の
枠組みに分類することができ、質的な方法を用いて、詳細に分析・考察することができた。
有用性を導いた授業の在り方を再考したところ、「心と身体の解放」「日常・非日常の
切り替え」「自由・即興・交流」「体験的学習」、以上４点に整理することができ、授業の
在り方を規定する重要な視点を確認することができた。
Ⅳ．身体表現の経験と保育者の援助行為
ここで得られた重要な知見としては、授業実践者の意図を超えて、生活面等、表現指導
以外においても保育者の成長に繋がる有用性が確認できたことである。身体表現の経験が、
保育者の普段の援助行為にも影響を与える可能性が示唆された。
小川博久(2000)は、保育者の援助行為の身体論的考察の中で、保育者の遊びに対する役
割を構造化して述べている。状況と幼児との距離感を示す用語として「気」と言う概念を
提示している。「気」とは「人と人、人とモノとの間につくられる空間に感じられる身体
知の相違」であり「人と人、人とモノとの間に介在する精神的エネルギー」である。少し
(6)小川博久：『保育援助論』，生活ジャーナル，224-225 頁，2000 年．
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長くなるが、その類型化について引用してみよう。
「①保育者がモデルになる(モノや事柄に気を入れる。そのことで子どもの気を引く
、、、、、 、、、、
ことができる)＝子どもとの間にスタンスが生まれ、子どもがそれをつめる。②保育
者が共同作業者や活動の共鳴者になる(子どもの活動に気を送る。そのことで気を送
、、、、 、、、
り合うことになる。ハモる)＝保育者と子どもの間のスタンスがなくなる。③保育者
、、、 、、、、
が観察者になる(気を抜く)＝子どもの世界の外に出る。④保育者が子どもの遊び世界
(場)に参加する(場に気を入れる)＝保育者が子どもとのスタンスをつめる。子どもた
、、、、、、、、
ちがつくるトポスに加わる。⑤保育者が子どもの対話者となる(気を合わす)＝相互に
一定のスタンスをとりあう。⑥子どもたちの精神的磁場になる(今、いる場に気を置
、、、
く、定着させる)＝子どもが参加しやすい場をつくる。」(6)
、 、、、、、
以上の①～⑥の各々の場面での保育者の身体的関与の在り方は、幼児の様々な表現活動
を援助する場合にも当てはまる。前提となる「気」は、保育者と幼児との間に不可欠な身
体的コミュニケーションの根源にあるものではないだろうか。「気」を察知する方法を自
然に身に付けて、適切な援助を行うことは難しい。しかし、これまでの筆者の研究から、
演劇やダンス等の即興的な身体表現の経験を積むことが、表現以外の援助行為の質も向上
させる可能性があることが示唆されている。
保育者は、自身が表現者であり、幼児の表現の援助者でもある。しかも、表現者という
立場と援助者という立場を、その場の状況に応じて使い分けなければならない。保育者養
成は、身体表現の楽しさを体現する表現者としての保育者、及び身体的コミュニケーショ
ンに優れた援助者としての保育者、以上の養成を行う高度な専門職教育である。その重要
な一端を担う身体表現の実践と研究をさらに積み重ねる必要がある。
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Ⅰ．身体表現の授業における即興表現の意義
本論では、保育者養成において、即興表現を導入した身体表現の授業を実践し、受講生
の内省から学びを分析して検証することを試みた。即興表現は新奇なものではなく、舞踊
教育や舞台芸術の領域では、その価値が十分に認められ、実践や研究が進められている。
しかし、保育者養成教育の一部として、実践・研究を推進した例はあまりない。保育・保
育者養成において、即興表現に着目した点が本論の独創性と言える。
保育者の仕事は、教壇の前で動きを静止して行うものではなく、常に乳幼児と共に在り、
動きの連続の中で身体の在り方が問われる。熟練保育者は、保育室や園庭で何処に自身の
身体が位置するべきか、終始考えて動いている。養成期に、身体表現の授業を通して、以
上のような保育実践を行うための基礎的な身体や動きを身に付けさせたいと考え、即興表
現導入の着想に至った。詳細は、本論の主要部分として、第３章第１節、第２節、第３節
に論述し、本章第２節において総括した。
即興表現を学ぶことで、学生はどのように成長する可能性があるのであろうか。ここで
は、研究成果を踏まえて、即興表現の意義を以下にまとめてみよう。
第１に、自らの身体や動きに対して意識的になることである。普段の生活や座学中心の
授業の中では、自らの身体や動きに対して意識を払うことはあまりない。受講生の複数の
内省に示されていたように、即興表現を通して、初めて意識的に身体や動きを捉えた学生
は少なくない。
第２に、自らの身体や動きに対して主体的・自律的になることである。即興表現では、
動きの始まりを決めるのは自分であり、終わりを決めるのも自分である。身体や動きに対
して責任をもち、主体的・自律的にならざるを得ない。これは、決められた動きを踊るこ
とを中心に学んできた者には、非常に難しいことであるが、瞠目すべき高度な学びになる
と考えられる。
第３に、身体や動きの価値を認識することである。身体と脳は、２極的に捉えられるこ
第４章 第４節
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とが多く、高次な脳に対して、身体は低次である等の風評がある。しかし、即興表現を積
み重ねること、特に他者の表現を見ることで、身体や動きのみで作り出されるものの根源
的な美しさや深さを認識する。身体と動きの存在と価値に改めて気付かされるのである。
第４に、人と関わることで身体や動きの創造性・発展性を認識することである。１人で
自由に動くことには限界がある。２人であれば関係性の変化により様々な動きを創出する
ことが可能であり、簡単な作品にも挑戦できる。３人以上になれば、より複雑な動きのコ
ミュニケ―ションから動きを創出できる。動きに向かう者同士が特定のイメージをもつこ
とで、作品の幅が広がり、創造性はさらに深まる。
第５に、限定された時間の中で、表現に向かう姿勢を持つことである。授業の中で学生
は、今やるべきこと、優先すべきことを考えながら、 即興の動きを組み合わせて作品創
作をしていた。即興表現で創出された動きは、瞬時に消える。２度とない動きを見逃さず、
良い動きを見極めて、それらを共有する必要がある。即興表現では、考え込み過ぎてはい
けない。短時間ですぐに動き出すことに意味がある。それにより、濃密で緊張感がある時
間を経験することができるのである。
以上、即興表現の意義を５点に整理することができた。現在の保育者養成教育の中で、
このように身体や動きを成長させる視点を持つ授業は未だ少ない。今後は、即興表現を導
入した身体表現の授業実践の価値を浸透させ、実践の一般化に向けて、さらに研究の発展
を目指す。
Ⅱ．教育課程における位置付け及び他科目との連携
最後に本論の課題と展望について、述べる。本論で対象とした身体表現の授業は、保育
者養成の教育課程では、「保育内容」に位置付けられている。「保育内容」は、５領域で
構成されるが、『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』で示されているように、実際の保
育は、それぞれの領域が重なり合う形で進行する。保育者養成の教育課程においても、そ
のような視点は重要である。しかし、本論では筆者が単独で授業を行っている身体表現の
授業に限定し、これを深く追求することとしたため、他科目との関連等に言及することが
できなかった。筆者の所属する O 大学の「保育内容」関連科目の開講状況は表１の通り
である。
これは、O 大学の『平成 25(2013)年度入学生履修案内』から「保育内容」関連科目を
第４章 第４節
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抜き出して、独自に作成したものである。O 大学では、2013 年度より、保育士資格と幼
稚園教諭１種免許状を取得できる保育者養成に特化した専攻を設置したため、新しい教育
課程になった。それまでは、社会福祉士の国家試験受験資格と介護福祉士資格または保育
士資格を選択する体制で、幼稚園教諭免許状は取得できなかった。新しい教育課程おいて
も、「保育内容Ⅰ(身体表現)」(全 15 回)は、２年次前期開講で、専門教育の比較的早い時
期に位置付けられている。表現領域の授業としては、他に「保育内容Ⅰ(音楽表現 A・B)」
「保育内容Ⅰ(造形表現)」等があり、これらの学びを積み重ねて、４年次前期に表現の授
業の総括として「保育内容Ⅱ(総合表現)」があり、劇等の制作・発表を行う。「保育内容
Ⅱ(総合表現)」は、筆者も含めて複数教員で担当する。
「保育内容Ⅰ(身体表現)」の授業では、音楽は欠かすことができない。音楽は、動きを
引き出し活性化する。「保育内容Ⅰ(音楽表現 A・B)」の授業においては、手遊びや動き
のあるリズム遊び等を取り上げており、両科目は音楽や動きのそれぞれの価値を認め、授
業の中に取り込んでいる。しかし、各授業で教授すべきことが多くあるため、現在のとこ
ろ授業は個別的・独立的である。総括的な科目である「保育内容Ⅱ(総合表現)」に向けて、
意味のある学びを積み上げるためには、担当者同士の情報交換や、特に表現領域科目にお
ける相互的な授業研究等が望まれる。
以上は、全て必修科目間の問題であるが、O 大学では、新しい教育課程において「子ど
もの発達と表現」という新規科目(選択科目・演習)を開設した。障害等、特別な配慮が必
表１．Ｏ大学の「保育内容」関連科目の開講状況
１年生 ２年生 ３年生 ４年生
　　　科　目　名 前期   ・   後期 前期   ・   後期 前期   ・   後期 前期   ・   後期
保育内容総論 ○
保育内容Ⅰ(健康) ○
保育内容Ⅰ(人間関係) ○
保育内容Ⅰ(環境) ○
保育内容Ⅰ(言葉) ○
保育内容Ⅰ(造形表現) ○
保育内容Ⅰ(音楽表現Ａ) ○
保育内容Ⅰ(音楽表現Ｂ) ○
保育内容Ⅰ(身体表現) ○
保育内容Ⅱ(音楽表現) ○
保育内容Ⅱ(総合表現) ○
保育内容指導法 ○
(1)渡辺洋介：「生まれ変わる「パンキョウ」」，『朝日新聞』教育 10 版，21 頁，2014 年 3 月 28 日掲載記事．
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要な子ども、あるいはそのような子どもを含む集団を念頭に、実践的な表現の指導法を教
授する科目である。必修科目の中で十分に教えられない内容を、この科目で取り扱うこと
とした。この科目は、身体表現を専門とする教員(筆者)、音楽を専門とする教員、精神保
健を専門とする教員で担当する。精神保健の教員が入ることで、地域コミュニティの中で、
当該家族を含めて援助する視点等にも触れられる。選択科目には、新しい発想を盛り込む
ことができ、大学独自の特色を反映させることができる。O 大学では、保育者養成の表現
教育の充実に向けて、選択科目を含めた教育課程の模索が続いている。
Ⅲ．「身体知」獲得に力を入れる大学教養教育
本論では、保育者養成という専門職養成教育の中で、即興を導入した身体表現の授業を
行い、その実証的研究を進めてきたが、一方で、専門教育に入る前に学生が学ぶ教養教育
においても、身体に着目した新しい試みが始まっている。
もともと大学の一般教養の教育課程は、幅広い知識を身に付けて豊かな人間性を作るこ
とを目的に、1956 年の大学設置基準により、必修化された。しかし、実際は大教室によ
る一方的な講義が多く、高等教育の延長のような内容は次第に軽視されるようになった。
1991 年に大学設置基準が緩和されると、その流れは一層顕著になり、大半の大学が一般
教育を担う教養部を廃止して、専門教育重視の体制に転換した。
しかし、最近になり、大学が国際世界への対応を模索し始めて以来、教養教育に再度強
い関心が集まっている。価値観や文化的背景の異なる人との交流が重視されるようになり、
コミュニケーション力を養うことを目的に教養教育を再構築する動きが出てきた。朝日新
聞の記事「生まれ変わる「パンキョウ」」(2014/3/28)では、各大学での教養教育の新しい
傾向とその取組みが紹介されている(1)。幾つか例を挙げてみよう。東京工業大学の「文化
社会論」の授業では、年に１回インドネシア・バリ島の舞踊「ケチャ」を学生が実体験す
る。祭りや芸能への参加経験が少ない学生に、他者とのコミュニケーションを感じる力を
養う。また、慶応大学教養研究センターでは、2010 年度「身体知」と名付けた授業を単
位化した。学生は、文学・音楽等から選択した課題を先ず言葉で批評して、その後自作の
ダンスや絵を通じて自身の発想を伝える。担当教官は「体を動かして創作することで型破
(2)中野優子・岡田猛：「即興表現を中心としたダンスの授業実践とその効果―大学生の心理的変容に注目し
て―」，『舞踊学』第 35 号，53-64 頁，2012 年．
(3)香瑠鼓：「脳とココロとカラダが変わる 瞬感動∞ワークショップ」，高陵社書店，107-125 頁，2012 年．
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りな発想や言葉以外のコミュニケーションを育む狙いがある」と述べる。
その他、既に先行研究概観でも一部取り上げたが、東京大学教養学部では「全学体験ゼ
ミナール」の「声とダンスを用いた創造力育成ワークショップ」において、著名な振付家・
香瑠鼓を招聘して、即興表現の授業を行っている(2)。この授業は、独自に開発された「ネ
イチャーバイブレーション」というプログラムの実践で、授業の重要点として「①感情を
認知して感情をコントロールする(自己表現へ)」「②五感を鋭くする」「③空間を感じる、
場、状況を読み取り、より良いコミュニケーションへ自分を客観的に見られるようになる」
以上３点を挙げている(3)。この授業を受講した学生の感想や質問紙の分析からは、「他者
とのコミュニケーションに自信を抱くようになった」等を含む授業の有用性を認める複数
の意見が見られる。
以上のような教養教育における演劇やダンスの授業は、自分らしい表現やコミュニケー
ション力の基盤を作るものとして、新しい可能性を提示している。「身体知」獲得に着目
した、このような教養教育を経て、専門教育に移行した場合には、より進んだ内容や専門
の特性を押さえた内容を準備して備える必要がある。身体を基軸とする教育課程としての
連続性を求めるならば、教養教育と専門教育の連携は不可欠である。
Ⅳ．身体表現の授業実践力の向上
１．大学教員のための研修の必要性
既に述べたように、近年、大学教育の在り方は、厳しく問われており、FD による評価
の体制が強化されている。授業は常に評価の対象となり、ほぼ全ての大学は自己評価、学
生評価、外部評価等、何らかの評価の方法を導入している。そのような著しく急激な大学
教育の変化は、一時的なものではなく、今後もさらに厳しい評価の体制が継続されるだろ
う。
このような状況においては、大学教員もより良い授業実践を求めて、積極的に研修に参
加して自己を磨くことが必要である。現時点で、大学教員がより専門性と教育力を高める
ための研修制度は、ほとんど未整備であるが、身体表現領域に関して言えば、日本女子体
(4)2013 年度の夏季講習については、以下に報告されている。日本女子体育連盟/編：「サマーセミナー報告」，
『女子体育』12・1 月号，56-65 頁，日本印刷，2013 年．
(5)中野民夫：『ワークショップ―新しい学びと創造の場―』，岩波新書，2001 年．
(6)大原美術館：『かえるがいる 大原美術館教育普及活動この 10 年の歩み 1993-2002』，大原美術館，2003 年．
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育連盟が年に２回程度開催する舞踊教育の研修等に参加することは有益であろう(4)。組織
的に運営されており、専門家による様々な実技の講座があり、実践力が磨かれる。ただし、
主として小学校、中学校、高等学校、で表現運動・ダンスを教える教員、及び地域でダン
スを教える指導者のために企画されているので、参加者は多様である。また、毎年東京都
において開催されるため、地方からは簡単に参加できないという難点がある。
即興表現を教えるためには、自由に踊るための手掛かりを的確に提示しなければならな
い。動きの精度を見極める力量も重要である。そのためには、教員は常に良質なダンスや
演劇の環境に接して、身体や動きの感性を高める努力が必要であろう。
２．ワークショップという学びの方法
その他に、身体表現を教える教員は、ワークショップから学ぶという方法がある。近年、
地域における芸術・文化活動は、ワークショップ形式で進められることが多い。ワークシ
ョップとは、もともとは「共同作業場」や「工房」という意味であるが、ここ数十年の間
に、「先生や講師から一方的に話を聞くのでなく、参加者が主体的に論議に参加したり、
言葉だけでなく体や心を使って体験したり、相互に刺激し合い学び合う、グループによる
学びと創造の方法」(5)、として認識されるようになってきた。その学びの形式は、欧米か
ら世界中へ広まり、今や日本でも全国的な広がりを見せている。特に、身体表現領域は、
ワークショップによって、文化の裾野を広げており、ダンス・ワークショップや演劇ワー
クショップ等が、様々な地域で盛んに企画・実施されている。
教育の枠組みの中に組み込まれている身体表現活動は、時間が限定されており、決まっ
た要員で行う等、少し不自由な面もある。一方で、多種多様な人が参加でき、内容も自由
度が高いワークショップという方法であれば、新しい試みに思いきって挑戦できる。身体
表現領域のワークショップにおいては、美術など異分野との協働、音楽家の共同参加によ
る生演奏、等が最近の新しい傾向として注目されている。大原美術館（岡山県倉敷市）で
開催される「彫刻と踊る」ダンス・ワークショップ(6)の状況設定の独創性、コンタクト・
インプロヴィゼーション(contact improvisation)における我が国の第１人者である勝部ち
(7)茂木一司/編：『協同と表現のワークショップ〔第 2 版〕』，東信堂，2014 年．
(8)ミューズ・カンパニー：「これまでのワークショップ」．http://www.musekk.co.jp(閲覧 2014/10/28）
(9)野中剛：『みんなちがってみんないい―ヴォルフガング・シュタンゲのダンスワークショップ』（映像作
品），1990 年．
(10)本節のワークショップに関する記述は、以下の著書の一部を加筆・修正した。新山順子：「身体表現の可
能性」，名須川知子･髙橋敏之/編『保育内容「表現」論』，144-159 頁，ミネルヴァ書房，2006 年．
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こ・鹿島聖子のワークショップの技術力の高さ等から、学ぶべきことは多い(7)。質の高い
ワークショップにおいては、授業内容や指導法への新しい発想や多くの示唆を得ることが
できる。
３．新しい知の開拓
最近では、障害児・者とのダンス・ワークショップも多く試みられている。海外の舞踊
家を招いてのワークショップも盛んで、ミューズ・カンパニー等の招聘により、何度も来
日している A.Benjamin の車椅子の人とのダンス・ワークショップ等が有名である。
Benjamin は、1991 年に身体障害を持つ踊り手と共にカンドゥーコ・ダンス・カンパニー
を創設、現在は振付家そして舞踊教育家として世界各地でダンス・ワークショップ、振付、
公演等を行っている(8)。また、舞踊家の W.Stange も、度々来日しており、障害の有無に
かかわらず、創造的な身体表現の場を提供している。彼のワークショップの展開方法は、
自由に身体を動かして創作する「ダンス・ダイナミクス」(9)という独自の手法である。映
像等を確認すると、この手法では、ほとんどのワークで即興表現が求められるので、初心
者や子どもには少し難しいのではないかと最初は捉えられた。しかし、即興的に踊るため
の動きの手掛かりを着実に示して進行するため、最終的に参加者は自分なりの表現の創出
を積極的に楽しむことができていた。
このようなワークショップでは、身体的、人種的、文化的差異を超えて、ダンス作品が
創造される。身体表現の魅力を再発見したり、新しい学びの獲得を実感したりできる貴重
な機会である。ワークショップは、単発であるため学びの積み上げが難しい、また質の見
極めが必要である等の問題もあるが、身体表現の学びの場としては、現在最も有効である。
大学教員が、地域で様々な人々と最新の文化・芸術活動に触れて学び可能性を広げていく
ことは、最終的には学生に還元されるであろう(10)。
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